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艶恋婚～御曹司と政略結婚いたします～










プロローグ




　空の青に、豊かな緑あふれる敷地は眩しいほど色鮮やかだった。

　都心から離れた街にある国内屈指の日本庭園で、毎年開かれる由緒正しい茶会の席がある。

　各国大使の家族や政治関係者、実業家などが訪れる。

　私のような小娘が本来関わることのない世界に、一瞬だけでも足を踏み入れられるのは、この時だけだ。

　祖母と一緒に出席したその茶会で、初めて彼を見かけた。

　私は、いつもよりきつく締めすぎた帯に苦しめられていたところだった。




＊　＊　＊




　悟られないよう静かに吐いたため息をごまかすように笑って周囲を見渡す。

　野点のだて傘、緋ひ色いろの毛もう氈せんのかけられた縁台が緑の芝生に並べられている。

　そこでひと際、目を引く男性がいた。

　ダークスーツ姿の長身にすらりと伸びた手足、陽の光に艶めく黒髪。

　整った目鼻立ちと切れ長の瞳。

　そう、その黒い双そう眸ぼうがどうしてだか私をまっすぐ見据えていて、どうしてあんなに綺麗な男に私は見つめられているのか全然わからなくて、ただ心臓がどきどきと早鐘を打つ。

　やがてすいっと視線ははずれその時はそれきりで、私はただ眼福だったと心の中でそっと手を合わせた。




＊　＊　＊




　それだけの、思い出のはずだった。

　たった数秒、視線を交わしただけのその人を、私はすっかり忘れてしまっていたわけだけれど、それも当然だと思う。

　年に一度ちょっとだけ覗き見る、上流階級の世界。

　そこに住まう、綺麗な顔立ちの王子様のような人。

　まさかそんな人と、今後関わり合いになるなどと思いもしないではないか。

　しかもあろうことか、婚約者としてだなんて。

　あの日と同じ、晴れたよき日の日本庭園。

　真赤なバラの花束と指輪が入った四角い箱を手に、冷たく感じるほど綺麗な微笑を浮かべ彼が私の目の前に立っている。

「今日から君は俺のものだ」

　これが政略結婚でなければ、私は夢見るような気持ちでそのセリフを聞いただろうか。

　けれど、現実には夢見心地にはほど遠い。

　乾けん坤こん一いっ擲てき。

　のるかそるか。

　挑むように彼を上目遣いで睨みながら、私はその手を取ったのだった。










なんですって




　創業は百五十年以上前。幕末から続き、長く愛されてきた老舗和菓子店『花か月げつ庵あん』が、私、望もち月づき藍あいが生まれた家である。

　菓子業界は時代と共に店舗販売だけでは経営が苦しく、工場で量産できる菓子へと切り替えていった和菓子店は多い。

　花月庵も例に漏れず、だった。

　現在、どうにか経営できているのは、花月庵のお菓子がインターネットで買えるという、いわゆるお取り寄せスイーツがあたったからだ。

　だけど、長く家を守ってきた両親や和菓子職人にとって、それは屈辱でもあるようだ。工場生産のお菓子は本当の花月庵の味とはいえない。とくに父は、渋しぶ面つらでいつもそう言っている。

　そのプライドが唯一守られているのが、本店だ。

　代々の職人が守り続けてきた『花月庵の伝統和菓子』を本店限定にして、価値を跳ね上げさせたのだ。

　花月庵のお客様は、政治家や官僚など、国政に関わる家系の方々が多く、古くからご愛顧いただいている。

『大事な茶会や慶弔行事には花月庵を』

　そう言ってもらえることが、きっと今も、花月庵を守ってきた両親の誇りなのだろう。だからたとえ採算が取れずとも、本店で出す練り切りだけは頑かたくなに職人の手による限定数の生産を貫いていた。

　そんな職人気質かたぎの、古い家だ。厳しく躾しつけられたかというと、実はそうでもない。ふたつ上に兄の康こう太たがいるのでそこに期待が注がれ、私は比較的自由だった。

　兄は店の跡継ぎとして、幼い頃から和菓子作りを仕込まれ、窮屈な育ち方をしたのじゃないだろうか。

　だけど私は、それが少しうらやましかった。べつに両親に疎まれはしないけれど、期待もされていないのは子供でも感じる。

　疎外感があり寂しくてしょうがなかった。

　祖父は私が生まれた頃にはもう亡くなっていて、後を継いだ両親はいつも忙しそうで、私は祖母に育てられたようなものだ。

　学校から帰る私をちゃんと家で待っていてくれた。祖母の手作りお菓子が、毎日の楽しみだった。

　小学校高学年になると、教わりながら私も一緒にお菓子を作るようになり、またひとつ楽しみが増える。

　兄が父から受け継いだような立派な腕はないけれど、祖母のおかげで和洋にかかわらずお菓子作りは私の趣味となった。

　お菓子は、私にとって自分を迎えてくれる〝家〟そのものだった。祖母がいてくれたから、そう思えたのだ。

　そんな祖母が四月下旬の今日、七十七歳、喜寿の誕生日を迎える。

「やば、遅れそう」

　大学を卒業して二年、私は百貨店に就職し販売員として働いている。

　早番だった今日は午後五時に終わるはずだったのだが、間際になって来客が集中し、三十分の残業になってしまった。

　予約を入れてあるレストランは、駅のコンコースを突っ切った先の三ツ星ホテル最上階にある。急ぎ足で向かって、約十分、といったところだろうか。

　通勤の時に着ているようなカジュアルな服で入れる店ではない。百貨店の更衣室で、それなりのワンピースには着替えておいた。ミディアムロングの薄茶の髪も、今日はシックにうしろで編み込み、アップにしてある。ヒールが傷んでしまいそうだとヒヤヒヤしながら、道を急いだ。

　この頃、両親や兄がピリピリしているのだ。店の経営状態があまりよくないのかもしれない。私が口を出せることではないが、せめて祖母のお祝いにみんなで食事をすれば、少しは空気も和らぐだろうか。そう思って今回の食事会を計画したのに、その私が遅れたのでは意味がない。

　早歩きをしながら人込みを抜ける。どうにか約束の時間五分前にホテルのロビーに足を踏み入れ、エレベーターまでまっすぐ向かおうとした時だ。

　突然、知らない男性の声で呼び止められた。

「望月藍さん？」

　その声は、低く響いて耳に残る。艶のある声だった。声につられて振り向き、そこにいた人物に目を奪われる。

　とても綺麗な男の人だった。

　やわらかそうな漆黒の髪、彫りが深く整った顔立ち。一八〇センチは十分ありそうな長身で、手足が長くスタイルもいい。ダークグレーのスーツを品よく着こなしている。

　……誰？

　どこかで見たことがあるような、そんな気はした。だけど誰だかはわからない。しかし相手は私の顔だけでなく名前も知っている。

「ああ、やっぱり藍さんだ」

　親しげに、穏やかな笑顔で私にまっすぐ近づいてくるその人を、思い出そうと必死で記憶をたどっていた。

「あの……」

　誰だろう。花月庵のお客様？　取引先だろうか。

　だとしたら、覚えてないなどと失礼なことは言いがたい。

　対応に困っていると、察してくれたらしい。

　その男性は、綺麗な所作で腰を折る。

「失礼いたしました。私は葛かつら城ぎと申します。去年の春の茶会であなたをお見かけしまして」

「……あ！」

　茶会と聞いて、すぐに思い浮かんだ。

　誰だかはわからないはずだ、もともと名前は知らなかった。

　毎年春、花月庵が主菓子を提供している大きな茶会があり、去年は祖母と一緒に出席していた。そこでたしかに彼を見た。

　彼も私を見ていたけれど、少し距離があったし言葉も交わしていない。だから顔を見ただけですぐに思い出せるほど、記憶に残っていなかったのだ。

「……失礼いたしました。お久しぶりでございます」

「そうですね、今年もお会いできるかと思っていたのですが……」

「今年は、どうしても仕事を休めなくて。出席できなかったんです」

　話しながら、なにかが引っかかる。

　私に会いたかった、ということだろうか。

　言葉を交わしたのは、今が初めてなのに。

　笑顔のまま、その人の表情や仕草に目を配る。

　私の警戒が伝わったのかどうかわからないが、彼は微笑みを崩すことなく「失礼」と頭を下げた。

「お急ぎのご様子だったのに、つい声をかけてしまった。足止めしてしまいましたね」

　話の終結が見えたセリフにほっとする。時間も気になるし、名前だけでどこの誰かよく知らない相手となにを話していいかもわからないので、正直助かった。

「いえ。すみません、家族と約束があるものですから」

「皆様でお食事ですか」

「はい。祖母の誕生日で……少し遅れてしまって」

「それは、おめでとうございます。急がなければなりませんね」

　小さく会釈をしてエレベーターへ急ごうとしたのだが、それよりも早く彼が先行してエレベーターへ向かった。私より先に上行きのボタンを押すと、待機中だったのかすぐに扉が開く。

「どちらのお店ですか？」

「え……あ、最上階です。フレンチのお店で」

　エレベーターの中へと促されながら、ついぽんぽんと質問に答えてしまう。彼は私に代わって最上階のボタンを押し、彼自身はすぐにエレベーターを降りた。

「お会いできてよかった。私からもお祝いをさせてください」

「え？」

　返事をする前に、ゆっくりとエレベーターの扉が閉じていく。最後、閉まり切る寸前まで彼は笑顔を崩さなかった。

「……どういう意味だろ？」

　誰もいないエレベーターの中で、ぽつりとつぶやき首をかしげる。

　彼が最後に言った言葉に、返事ができないままになってしまったが。

　――私からもお祝いをさせてください。

　後日祖母に、プレゼントでも贈ろうということだろうか。私が断る理由もないのだが、律儀な人だなあと思った。

　――ポン。

　やわらかな電子音がして、エレベーターが最上階にたどり着く。フロアを少し歩くと、店の入り口が見えてきた。

　今日の食事会にフレンチを希望したのは、祖母だ。祖母は高齢だけれど、フレンチやイタリアンなど洋食にとくに抵抗はなく、どちらかというと私の父の方がなにかと好みがうるさい。

　多分父はぶつくさ文句を言いそうだが、今日は祖母のお祝いなのだからそこはスルーしてしまおう。

「遅れてごめんねー」

　リザーブしてあった窓側のテーブル席に、すでに家族は揃って着席していた。

　祖母の隣の椅子をギャルソンが引いてくれて、そこに腰を下ろす。向かいに両親と兄が並んでいる。

「遅いぞ」と開口一番文句を言ってきたのは父だった。やっぱり機嫌が悪い。母は苦笑いでそれをたしなめ、兄は肩をすくめていた。

「ごめんってば」

「仕方ないわよ、仕事なんだから。藍ちゃんもすっかり社会人ねえ……私も年を取るはずだわぁ」

　祖母がにこにこと笑いながらそう言ったけれど。

「お祖ば母あちゃん。私もう、社会人三年目だからね」

　就職して丸二年が経っているというのに、いまだに祖母は私を見るたびさっきのようなセリフを口にする。

　よほど祖母の中では、幼い頃や学生時代の私のイメージが強いのだろう。

「お前はフラフラ頼りないイメージなんだよ。ばあちゃんから見たら」

　兄がにやっと笑いながら意地悪なことを言った。

「べつにフラフラしてないし。ちゃんと働いてるし。お兄ちゃんこそちょっとは職人さんに怒られなくなったの？」

「うっせー」

「あんたたち、やめなさいよ恥ずかしい」

　兄弟喧嘩が始まりそうになり、母にたしなめられる。祖母がまた、年を重ねた優しい声で笑った。

「康太も藍ちゃんも、立派になったわよ」

　老舗和菓子店といっても、とくに裕福というわけでもないし、家族の雰囲気はそこらの一般家庭とさほど変わらない。

　ただちょっと、和菓子に関わることになると頭が固くなる両親と兄なだけで、私はこの家族が大好きだった。

　乾杯の後で両親と兄と私が、それぞれ祖母にプレゼントとお祝いの言葉を贈る。それからは和やかに、お酒とお料理を楽しんだ。

　ワインで少し頬を赤くした祖母がうれしそうで、この頃ピリピリしていた両親と兄も笑っていて、少しほっとした。

　あとは最後のデザートを待つばかり、という時だ。

「お客様」

　ギャルソンが大きな花束を抱え、祖母の椅子に近づいた。

「あちらの方からです。お受け取りになられますか？」

「まあ……綺麗」

　シャクヤクとバラの見事な花束だ。ギャルソンが示したのは、レストランの入り口だった。

　少し遠目にだが、背の高い男の人が立っていてこちらに軽く会釈している。

「あ」

　さっきの人だった。

　お祝いをさせてください、と言っていたけどこんな形でとは思っておらず、まさかのサプライズに私は目を見開く。

「あら、葛城さん」

　祖母は入り口の方を一度振り向いて、小さく、ゆったりと会釈をした。それからうれしそうに頬を染め、花束をギャルソンから受け取っている。

「お祖母ちゃん知ってるの？」

「もちろんよ。こんなおばあちゃんになっても花束ってうれしいものねえ」

「よかった。さっきロビーで会って、少し話して……お祖母ちゃんの誕生日だって言ったから気を使ってくれたみたい」

　祖母の知り合いなら変な人ではないのだろう。

　よかった、と内心安堵していたのだが、母と兄が複雑な表情を見せていることに気がつく。

「葛城だって？　あの葛城圭けいか」

　とトゲのある声を出したのは、父だった。

「そんなもの受け取らなくていい」

　苦虫を噛みつぶしたような顔で、失礼なことを言う父に驚いた。

　厳しいけれど、人が善意でしてくれたことに対して、こんな理不尽なことを口にする人ではない。幸い距離があるので、葛城さんには聞こえていないだろうが、笑っているのが祖母だけだということには気づくかもしれないのに。

「なに言ってるの？　お父さん」

「受け取るなと言ってる。突っ返してこい」

　ギャルソンに向かってまで高圧的にそう言うので、さすがにあきれてしまった。

「意味がわからない。お祖母ちゃんのお知り合いでしょ？　だったら花月庵の取引先でもあるんじゃないの？」

「うるさい、お前は口を出すな」

　取りつく島もない父親に、私も段々と頭に血が上ってくる。それになぜか、いつもなら揉もめ事があれば間に入ってくれる母までが複雑な顔で口を噤つぐんでいた。兄も同じだ。

　いったい、どうしたというのだろう。違和感を覚えたが、今はそれより大事なことがあった。

「葛城さんは、お父さんにじゃなくてお祖母ちゃんのお祝いに贈ってくれたんでしょ。お祖母ちゃんは喜んでるんだから、返すことない。お祖母ちゃん、私が代わりにお礼を言ってくるね」

「待ちなさい、藍！」

　呼び止める父を無視する。

　そのまま席を立つと、私は店の入り口、葛城さんが立っていた方へと急いだ。

「葛城さん！」

　彼は、祖母が花束を受け取ったのを見届けた後、すぐにその場を離れたのだろう。

　店の前にはもういなくて、エレベーターホールまで追いかけそこで彼を見つけた。

　名前を呼ぶと立ち止まり、ゆっくりと振り向き微笑む。

　なぜだか、私が追ってくるのをわかっていたような、そんな気がする微笑みだった。

「藍さん」

「あの、素敵な花束をありがとうございました。祖母がとても喜んでました」

「それはよかった」

　まあ、喜んでたのは祖母だけで、両親や兄はなにか様子が変だったのだけれど。

　その理由を知りたいとも思ったが、どう聞けばいいかわからず、そもそもこの人に聞くのはお門違いだろうと疑問をのみ込む。

　だけど、その件について話を切り出したのは彼の方だった。

「お父上は怒っておられたでしょう」

「えっ」

　しかも、それはそれはにこやかに。

　……どう答えれば。

　笑ったまま絶句してしまった私を見て、彼はふっと微笑みを深くする。

　言葉遣いも丁寧で、立ち姿も上品で笑顔もやわらかい。悪い人には見えないけれど、なにかひと癖ありそうだ。

「……怒っている、というか。なにかございましたか？　父は職人気質で、少し固いところがありますので。ご気分を害されましたら申し訳ございません」

　無難に、穏便に返すほかあるまい、と小さく頭を下げようとする。

　だけど、彼が一歩近づき、私の腕に手を添えそれを制した。

「お父上は悪くありません。ご家族思いのいい方ですね」

「そうでしょうか？」

　どうやら、父に対して彼の方は悪印象ではないらしい。

　ほっとしたが、ではなぜ、彼が一方的に嫌われているのだろう。その疑問が顔に出ていたのか、またあっさりと、彼が言った。

「私が、縁談を申し込ませていただいたのです。ほかに方法がなかったものですから、少々強引に」

　葛城さんは相変わらずにこやかで、淡々と世間話のような声のトーンのままだ。だからその縁談に、自分が関わっているとは思いもしなかった。

「縁談ですか……あ、兄の？」

　花月庵に関わる縁談なら、当然跡継ぎの兄のものだろう。葛城さんのご親戚との縁組だろうか？

　首をかしげる私にくすりと笑う。その時初めて、穏やかなだけだった葛城さんの微笑みに妖艶さが漂った。

「いいえ。私とあなたのです」

　うっかり、彼の微笑みに見み惚とれてしまい、ものすごく大事なそのセリフが右から左へ流れかける。

「藍！　どこだ！」とうしろの方で聞こえた父の声に、はっと気がついた。

　目の前の彼がまた、表情を変える。悪戯いたずらに笑って、人差し指を唇の前で立てる。『静かに』という意味だろう。「こちらへ」と、私の腕に添えられていた手が手首へと降り、私の手を引っ張った。

　どうして私は、促うながされるがままに隠れてしまったのだろう。フレンチレストランに繋つながる通路から角を曲がり、少し離れて大きな柱の陰に入った。

　ふわりとグリーンノートが香る。彼の香水だ。

「あの……さっきの縁談の話」

「はい」

「本当に？　私と？」

　信じられなかった。茶会で顔を見たことがある、それだけの私にどうして彼が縁談を申し込むのか。考えられることはひとつだ。

「……政略結婚ですか」

「その通りです。花月庵の味と顧客が欲しいとお父上に言ったところ、ふざけるなと怒られました」

「あたり前です。なに言ってるんですか」

　ぎょっとした。よくもまあ、馬鹿正直に。

　うちが一番大事に守ってきたそのふたつを差し出して、その上どうして婚姻関係まで結ばなければいけないのだ。

　政略結婚なら、双方に利益がなければ成立するわけがないではないか。

　じっと訝いぶかしむ視線の先で、彼の三日月形の目は動揺するでもなく顔色も変えない。その穏やかさに、騙だまされた。

　ゆっくりと、彼が私の背後の柱に手を突く。柱との間に挟まれ、逃げ場がないと気がついたその時。

「ですが、花月庵を守るためには、あなたはそうしなければいけない」

　彼が笑顔で毒を吐いた。

　決定事項のごとく言い切られ、返す言葉が出てこない。

　断定的なセリフは、私がその理不尽な縁談に応じるしかなくなる事情が裏にあるのだと印象づけた。

　圧倒されながら、ごくりと唾液をのみ下す。

　つまり、一見なんの利益もないように思えても、私がその縁談に応えなければ、花月庵が危機に陥るということか。

　すう、と息を吸い込み、彼を下から睨んだ。

「父が腹を立てるわけですね」

　詳細はわからないが、花月庵のなにか弱みに付け込んで彼はうちと婚姻関係を結ぼうとしているということだ。

　そんなもの必要ないと、今すぐここで突っぱねられるほどには、私は花月庵の経営に関わることを理解できていない。

　私の知らないなにかがあるに違いないから、迂う闊かつな態度は取れなかった。

　けれども素直に従うには腹立たしく、彼を睨んだのはせめてもの意思表示だった。そんなもの、彼には痛くもかゆくもないかもしれないけれど。

　気分を害するか、気が削そがれるくらいの反応は見られるかと思ったのに、あてははずれる。

「だから言ったでしょう。あなたのお父上は家族思いのいい人だと」

　葛城さんの恐ろしいほどに整った顔に浮かんだのは、とても優しい微笑だった。

　……馬鹿にしてるの？

　裏を返せば、いい人なだけでは店は守れないのだと父を馬鹿にしているようにも聞こえる。だけど、葛城さんの笑顔がその言葉とは裏腹で、頭の中が混乱する。

「……いったい、どういう状況なのか教えてください」

　どうして、私が縁談を受け入れることが花月庵を守ることになるのか。

　きっと父に聞いても簡単には教えてくれない。だから、この人に聞くのが手っ取り早いと思った。

　そして、この人は何者なのか。

「冷静ですね」

「そんなわけないでしょう。意味がわからないからそう見えるだけだと思います」

　冷静なものか。混乱してるから整理するため情報が欲しいだけだ。

　しかし、それを邪魔する声が近づいてくる。

「藍！　どこにいる！」

　父の声が、さっきよりも近い。

　すると、葛城さんがふっとため息を落として言った。

「時間切れです。詳細はまた後日、書面でお知らせしますよ」

「書面？」

　なんだろう。花月庵の経営状況かなにかの資料？

「ご実家ではなく、藍さんのマンションの方に」

　私が就職と同時に独り立ちしていることも、ご存じらしい。

　彼が私の背中に手を添え、柱の陰から押し出そうとする。顔だけちょっと覗かせると、通路の先に父がきょろきょろと周囲を見回しているのが見えた。

　彼は見つかる前に、私を父のもとに返したいのだろう。

　本当は、後日だなんてまどろっこしい。今すぐ事情を聞き出したいが、父が割って入れば余計にややこしいことになるのは目に見えている。仕方なく、葛城さんを逃がすことにした。

「おとう……」

　父を呼びながら、そちらへ歩き出そうとした直前。急に肩を抱き寄せられ、上半身が傾いた。ふに、とこめかみ、耳の近くにやわらかいものがあたる。唇だ、と気づいたのは、一瞬後だった。

「え……」

「じゃあまた。近いうちに」

　低く甘いささやきを残して彼は私から離れ、父がいる方角とは反対の方へと歩いていく。振り向いて、一階下のショッピングフロアへと階段を下りていく背中を呆然と見送ると、片手を耳にあてた。

　やわらかかった。さっきの、あの感触は。

「……ちゅー、された」

　そう声に出した途端、かあっと頬が火ほ照てりだす。頬とはいえキスをされたなんて初めてのことだったのだ。










葛城圭という男




　翌日は休みを取ってあったので、今夜は実家に泊まることに決めた。もちろん、花月庵になにが起きているのか、その話を両親と兄から聞き出すためだ。

　レストランを出てからも、祖母はひとりご機嫌だった。

「藍ちゃん、葛城さんにお礼言ってくれたのよね？」

　帰りはタクシー二台に分かれて、両親と兄が一台で先行し、私と祖母が同じタクシーに乗っている。

「うん。っていうか、あの人、誰なの？」

「誰って、葛城さんよ。今年の春の茶会で顔見知りになったの」

「今年の？」

　だったら、つい最近の話だ。だとすれば、祖母も彼のことはそれほどよく知らないのだろう。うるさい父がいない間に葛城さんの情報を聞けるかと思ったのに、あてがはずれた。

「親切で礼儀正しい子よ」

「……そう」

　親切で、礼儀正しい……ねえ。

　礼儀正しい人は、少なくとも不意打ちでキスしたりはしない。

　ともかく、性格や礼儀云々よりも、あの人の素性を知りたかったのだが。やはり両親か兄、もしくはあの人から届くらしい書面を待つしかないのかとあきらめかけたのだが。

「あんなに若いのに、カツラギの社長さんなんだからすごいわよねえ」

「えっ！　あ、そうなんだ」

　ワンテンポ以上遅れて一番知りたかった情報が飛び出て驚いた。

　お祖母ちゃん、それ。それが聞きたかったのよ、と突っ込みは心の中だけにしておいて、バッグからスマホを取り出す。

「カツラギって会社があるのね」

　社名で検索すれば出てくるだろうかと入力の途中で、お祖母ちゃんがあきれたように笑った。

「なに言ってるの、藍ちゃん。カツラギっていったらお菓子屋さんじゃないの。たしか、芦あし屋やに本店がある……ほら」

「え……」

　それを聞くまで、まったく私の中で結びつかなかった。意外すぎて思いつきもしなかったのだ。

「えっ!?　『パティスリーカツラギ』!?　本当に？」

　パティスリーカツラギ。全国各地に店舗を広げ、手土産てみやげや贈り物の定番として若い子に人気が高い。創業は二十年かそこらだろうか。歴史は浅いが、今や老舗店をしのいで洋菓子界のトップに名を連ねている。

　そう、洋菓子界の。

「洋菓子屋がなんでうちに縁談持ち込むの!?」

「あら。藍ちゃん、結婚するの？」

　きょとん、と祖母はのんきなものだ。

　花月庵の味と顧客が欲しい……とあの人は言ったけど。そんなもの、カツラギに必要なのだろうか。

　実家に着くまでに、スマホでカツラギのサイトを検索する。もしかして、と思いつくことがあった。洋菓子の会社が和菓子の技術や客筋を欲しがる理由なんて、ひとつじゃないだろうか。

「……あった。和菓子ブランド、立ち上げてたんだ」

　サイトのリンク先で見つけたのは、昨年できたらしい〝葛城〟という、別ブランドだ。サイト全体の中でもそのページだけ矢や絣がすりの壁紙で、和のイメージで作られている。

　しかしよく見れば、創作和菓子、というか。和栗のパイや安納芋の焼き菓子など、洋菓子に和のテイストを加えたような商品を主としていて、やはり若い女性をターゲットにしているように思えた。

「……これ。まずいんじゃ、ないのかな」

　どく、どく、どく。

　心臓が、嫌な予感を察知して騒ぎ始める。こんな会社とうっかり手を結んだりしたら、花月庵がのみ込まれてしまうのじゃないだろうか。

　勢いはあきらかに、葛城の方が上だ。サイトに目を走らせながら、空いた手で口もとを覆った。

　脳裏に、ホテルのロビーで見た葛城さんの優しげな微笑が浮かぶ。

　だが今は、闇を背負った腹黒い悪人面にしか見えなくなった。似合いそう。黒いバラとかめっちゃ似合いそう。

　あの人は、私が縁談を受けることが、花月庵を救うのだと言っていた。

　本当にそうだろうか……鵜う呑のみにしていいとは思えない。

　むしろ、変に繋がりを持つ方が危ない気がする。

　サイトであたり前に入ってくる情報だけで安易に判断できるような事柄ではない。だけど、知りたくとも父は私を花月庵の経営に関わることから締め出そうとする。

『お前は関係ない』

　いい加減聞き飽きたセリフが耳に残っていて、むかっと腹が立った。

　そうしてやっぱり、実家に到着して一番に父から聞き出そうとしたが、似たような意味合いの言葉が出ただけだった。

「花月庵のことならお前が気にすることじゃない。この先は康太に任せていく。お前は自分のことをしっかりやってりゃいいんだ」

「だってあの人、私にって縁談持ってきたんでしょ？　だったら無関係じゃないじゃない！」

　無駄だとわかってはいたものの、さすがに今回は私も食い下がる。無関係と言われたから、とおとなしく引っ込んでいていいわけがない。

　だけど、やはり父は頑なだった。

「そんなもの受ける必要がないから関係ないと言ってるんだ」

　それ以上は話す必要もない、とばかりに片手で追っ払うような仕草をされる。父がこうなるとどうしようもないことは嫌というほど経験済みだ。

　腹が立ってなにか言ってやりたいのに、しょうもない子供の喧嘩みたいな悪態しか出てこないので、ぐっと腹の中にのみ込んだ。

　スパン！とわざとらしく大きな音で襖ふすまを閉めて、どすどすどすと二階への階段を上がる。手前が兄の部屋、奥の部屋が私の自室だった。

　今もまだ、寝泊まりできるようにベッドと洋服ダンスくらいは置いてある。奥の部屋へ直行しようとした時、兄の部屋のドアが開いた。

「……玉砕したか。親父にはなに言っても無駄だろ」

　ひょこっと顔だけ出した兄が、悔しさで目に涙の滲にじんだ私を見て言った。

　父の頑固具合は、ずっと跡継ぎとして仕込まれてきた兄の方が身に染みているのかもしれない。

「むかつく。ハゲればいいのに」

　水餅みたいに。つるっつるにハゲてしまえあの頑固親父。と、さっきどうにかのみ込んだ悪態を吐き出した。すると、苦笑いをした兄がちょいちょいと私に手招きをする。

「説明だけは、してやるよ。今の花月庵の現状」

　親父には内緒な、と小声でささやく兄にうなずいて近寄ると、ドアをさらに開いて私を中へ招き入れてくれた。

　もともと、花月庵の経営があまり芳しくないのだろうということは、私も以前から察している。兄の話では、ここ数年はさらに業績が落ちていて、そこに追い打ちをかけてきた者がいるという。

　花月庵は、父の代から株式会社となっている。その株が、先日ひとりの人物によって買い占められた……それがパティスリーカツラギの社長、葛城圭だった。

「なに、それ」

　聞いて、愕がく然ぜんとする。縁談を受け入れることが花月庵を守ることになると言っていたが、そういう状況に追い込んだのは葛城本人ではないか。

「ぶっちゃけると、もう買収は免れない。そうなったら、花月庵の味も顧客も葛城のものだ」

「……嘘」

「葛城次第で、花月庵がどうなるか決まる」

　思った以上に事は深刻だった。話し合えばなにか道が見つかるようなそんな気がしていたのに、甘かった。経営もなにも知らない私は、安直だった。

　真っ青になって、それ以上言葉が出ないでいると、兄がぽんっと私の頭に手をのせる。

「今に始まったことじゃないんだよ。花月庵の古い顧客や歴史を欲しがってた他社は多い。とくにどら焼きで名前を上げてきた『柳楽やぎら堂どう』とかさ、どっちかというとそっちに乗っ取られるかと思って警戒してたとこにカツラギにやられたから、驚いたけど」

「そうなんだ……」

「そ。昔っから敵だらけ。だから親父は、お前には関わらせたくなかったんだと思うよ。ばあちゃんが政略結婚だったから、娘の藍には普通に結婚させてやりたいんだろ」

　つん、と鼻の奥が痛くなった。

　父は頑固だけれど、人はいい。横暴だけれど父なりに私を守ろうとしてくれたのだろう、それくらいは察することもできる。

「……だから、ハゲろってのはやめてやって」

「……わかった」

「遺伝上、俺もビビる」

　兄の冗談に、くすっと笑いが漏れた。笑っている場合じゃないのだけれど、どうにもならないから笑うしかない。

　兄を跡継ぎとして店のすべてを委ねること、私を店から遠ざけること。そのどちらも、父なりの愛情には違いないのだろう。

　だけどだからといって、ずっと蚊か帳やの外のままでいいのだろうか。私だって、花月庵のことは大事に思っているのに関わることさえ許してくれないのは、一方的すぎる。

「……なんか、方法はないのかな」

「まあ……俺は、従業員が路頭に迷うようなことにさえならなけりゃ、それでいいと思ってんだけどな」

「お父さんは黙ってなさそうだね……」

「親父の気持ちはわかるけど、経営不振に陥ったのは花月庵に力がなかったからだ。古い絆と歴史だけに頼りすぎたとこはあると思う」

　兄は意外に冷静で、シビアな現実を淡々と口にした。だけどそんなふうに言われたら、ますますもうどうすることもできないのだと言われているような気になってくる。

　部屋の真ん中で胡坐あぐらをかく兄は、ため息を吐きながらもどこか達観して現状を受け入れているように見えた。

　兄は幼い頃からお菓子作りを仕込まれてきた。私よりずっと、厳しいことを言われ続けて育ったのだ。

　だけどその分、花月庵に対する思い入れは私よりずっと強いはずなのに。悔しくないはずはないだろう。

　そんな兄を見ていれば、本当に私はこのままでいいのかと焦燥感をかき立てられる。父の言う通り、このまま無関係でいていいのか。

　私はひとつ、覚悟を決め口を開いた。

「お兄ちゃん、葛城さんとは話したことあるの？」

「ん、ああ。今後の花月庵の経営のことについてと、お前との縁談を持ち込みにうちに来た時にな、親父と一緒に会った」

「ねえ、向こうはうちの株を買い占めたなら、経営権を握れるんでしょ？　だったら、なんで私との縁組まで言いだすの？」

　話を聞いていれば、すでに王手はかけられている。縁組になんの意味があるのか。この問いに兄は一瞬、言葉を詰まらせた。

「お兄ちゃん？」

「いや。なんでだろうな。どっちにしろ、もうどうにもならないんだから、藍は気にしなくていいってことだよ」

「でも」

「できることなんてないだろうが。ほら、明日も俺は早いんだから」

　ぽん、と頭を叩たたかれ話は強制終了させられた。

　兄の部屋を出て、自分の部屋に入り灯りを点つける。

　ぱぱっ、と蛍光灯の光が部屋を照らし、学生時分のまま時を止めたその部屋を眺めた。両親は店のことばかりで、寂しい幼少時代だったその頃の自分に感情が逆戻りする。

　子供の頃から、大人になっても結局、今までなにもできなかった。

　でも今ならもしかして、私にもなにかできることがあるんじゃないの？

　私だって、花月庵の娘なのだから。




　大学在学中、就職活動をしていた頃、私は遅まきながらちょっとした反抗期だった。

　花月庵の経営にちょっとでも関われたらと、簿記や秘書検定一級の資格を取得してみたりした。少しは父に認めてもらえるだろうかと思ったのだが、父は私をほかの企業に就職させると言って、私の希望など聞かなかった。

　恐らくそれなりの企業の秘書にでもなれば安泰だろう、くらいに思っていたのだろうが。

　父が私の希望を聞かないのなら、私だって父の意向を無視したっていいはずだ。




　そんなわけで、私が選んだ職種が販売員だった。

「いらっしゃいませ。いかがでございますか」

　しかもデパ地下。和菓子売場が正面に見えるお茶のメーカーで、通路を横切るお客様に主張しすぎないよう控えめに声をかける。

　本当は、父へのあてつけにほかの菓子メーカーに勤めてやろうかと思ったが、それはそれで花月庵から遠ざかりそうな気がしてできなかった。

　こんな感じで意地を張る私は、父に似ていると兄や母によく言われるので、老後は気をつけようと思う。

　私のいる店舗の前の通路を挟んで向こうが和菓子フロアで、その向こうは洋菓子フロアとなっていた。和洋菓子と反対のフロアにはデリカの店舗が並んでいる。

　勤めて丸二年になれば当然、どこにどの店舗があるのかデパ地下全体の地図は頭の中にある。パティスリーカツラギは当然のごとく、洋菓子フロアの中で一番目立つ広い場所で展開されていた。

「……なんで、葛城って聞いた時にピンとこなかったんだろ」

　ここから売場は見えなくても、ここを通るお客様の手に、白地に金のロゴの入ったカツラギのショップバッグを毎日何度かは見かけているというのに。

　花月庵は、百貨店での全国展開はしていない。この時点で、カツラギとの経営の規模に絶対的な差があるわけだが。

　もしかして、和菓子ブランドの葛城の方でも百貨店進出を考えているのだろうか。そのために品質の向上？　いや。量産できない花月庵の味では意味がない。

「あの、すみません」

　考えに耽ふけっていて、お客様に声をかけられるまで気がつかなかった。

「いらっしゃいませ」

　慌てて声の方へ向き直れば、年配の女性がギフトセットが並ぶ陳列棚の前に立っている。口もとに手をあて五千円と七千円のセットを交互に見つめていた。

「すみません、これなんですけど……どちらが人気があります？」

「はい、ご贈答でしたらこちらでしょうか」

　笑みを浮かべて頭を切り替え、歩み寄る。とにかく今は、待つしかないのだから仕事に専念しなければと、脳裏にちらつく、綺麗だけれど本音の見えない葛城さんの微笑を追い払った。




　そう、私は葛城さんからの連絡を待っている。『後日書面で』と言っていた、彼からの連絡を待っているのだ。

　今日は早番で、まだ少し明るいうちに仕事を終え家に着いた。夕食はなににしようかと、冷蔵庫を開けて作り置きのおかずの保存容器を選んでいる時だった。

　――ピンポン。

　インターホンが鳴った。

　……こんな時間に誰だろう？

　インターホンの液晶画面を見れば宅配便ドライバーの制服が見えた。「はあい」と返事をして玄関に急ぐ。受け取った郵便物はＡ４サイズの封筒で、送り主の名前を見て一瞬だけこくりと息をのんだ。

「ありがとうございました」と宅配のお兄さんにお礼を言ってドアを閉め、すぐさま封を開けた。部屋の中に戻り、ローテーブルの前に座る。

　送り主の名前は、葛城圭。

　来た、と思った。一度深呼吸をしてから、袋の中に入っているものを取り出す。

　詳細は書面で、と言っていた。兄も結局は、最後は私になにかを隠したような節ふしがある。きっと、葛城さんと私の縁組が成立することで、花月庵にもたらされる救済措置があるに違いない。兄が隠したのはそれじゃないだろうか。そこに、一いち縷るの望みも持っていた。

　書類かなにかだと思っていたが、目に入ったのは字面を中に三つ折りにされた和紙で、首をかしげる。広げてみれば、達筆な文字が目に入る。間に挟まっていたのか、ひらりと名刺が私の膝の上に落ちたが、それには目もくれず文面を追っていた。

「……なにこれ」

　読み進むにつれ呆気にとられる。それは、残念ながら私が期待していたようなものではない。読み終わる頃には馬鹿にしているのかと腹が立った。

「こっちは真剣に待ってたのに！」

　バン！と勢いよく置いたその書面は、いわゆる〝釣つり書がき〟というやつだ。お見合いの打診の段階で相手に渡すもので、名前と生年月日を先頭に住所や学歴、現在の勤務先から趣味や特技。身長体重まで〝葛城圭〟という人物のことが記されてあった。

　年は私の五つ上の二十九歳、誰もが知る有名大卒、身長百八十五センチで体重は七十二キロ、多分理想的な数字じゃないだろうか、たしかにスタイルはよかった。

　趣味は旅行だそうだ。

　……知るか！

　膝に落ちていた名刺を見れば、携帯番号が書いてある。苛立ちに任せてスマホを手に取り、迷わずその番号を入力して発信した。

『もしもし？』

　スリーコール程度ですぐに通話に切り替わる。

「……望月藍と申します。今、『書面』を受け取りましてご連絡させていただいたのですが」

『ああ、藍さん。ちょっと待って』

　今時こんな古くさい、しかも筆でやたら達筆な釣書なんか送ってきて、いったいどういうつもりなのか。そうひと息にまくし立てるところだったのに、彼の『待って』で勢いが遮断される。

　――ごそ、しゅる。

　布の擦れるような音がしたと思えば、ふっと息づかいが電話越しに聞こえてなぜだかどきりと心臓が跳ねた。

『お待たせ。俺も今帰ってきて、着替えていたところだったから』

「あ……すみません、タイミング悪くて」

『どうして？　すぐに連絡くれてうれしいよ』

　低くやわらかい声は間違いなくあの人なのだけれど、家だからだろうか、話し方がフランクになっていて戸惑った。一人称も『私』ではなく『俺』になっている。あのホテルでの話し方はビジネスモードだったのだろうか、たしかに馬鹿丁寧な口調ではあったけれど。

　のっけから調子が乱されて、自分がなにから話そうと思っていたのか、切り口を見失ってしまった。

『で、どうだった？』

「え。あ……どう、って」

　葛城さんの方から本題を切り出していただいて、我に返る。そう、そうだ。釣書の話をしなければいけない。

「どうもこうもないです！　なんなんですかあれ」

『なにって……ああ、情報が足りなかった？　だけどそれ以上は、会ってお互いに知っていくのがいいと思ったんだけど』

「そういうことじゃないです！　なんで釣書なんですか、違うでしょ！　縁談で生じる取引とか現状とか、そういうことを教えてくれるんじゃないんですか!?」

　苛立ってつい声を荒らげた。だけど、葛城さんは私が怒ってる本当の理由もわかっているんだろう。電話の向こうで含み笑いをしているのが聞こえてくる。

「……馬鹿にしてるんですか」

『違う違う、そうじゃないよ。明るくて覇気のある子だとは思ってたけど……気が強いよね』

「それはどうも、お好みじゃなかったらすみません」

『いや、全然。かわいいよ』

「かっ……」

　言われ慣れない言葉にまた、絶句する。そして頭の中で警告音が鳴る。

　だめだ。こんな、軽い口調で女に向かってさらりと『かわいい』なんて言える男は危険だ。普段なら絶対近寄らないタイプの人だ。けれど、今はそうも言ってられない。

「……からかわないでください」

『からかってるつもりじゃないんだけどな』

「からかってます。第一私は真面目に、花月庵の経営状況と葛城さんがどう関わるのか知りたかったのに、釣書なんか」

『会社のことは必要ないだろう。俺と君とのことを考えるのに』

　ズキン、と胸に痛みが走った。

　――必要ない。

　――無関係。

　昔から、慣れっこのはずの対応。ここ数日はさらに嫌ってほど聞いた言葉だ。

「あなたも同じなんだ。私は口を出すなって？」

　両親や兄が私の将来を考えてそうしてきたのはよくわかっているけれど、そのふたつは思っていたより自分の中で根深い傷になっているようだ。

『藍さん？』

　私が黙り込んだのを訝しむ声がする。平静を装って言い返そうとするけれど、悔しさが先行して言葉が出なかった。

　たった一度、いや二度、顔を合わせただけのこの人にもそういう扱いをされるって、やっぱり私は誰からも頼りなく見えるのか。私にビジネス上のことを話しても、意味がないと思われるのか。

　たまりたまった鬱うっ憤ぷんが、彼の言葉で揺さぶられる。泣きだす寸前みたいな気持ちで唇を噛みしめていると、少しの間を置いて彼が言った。

『……俺と君は政略結婚になるけれど。だからといって、関係をなおざりにするつもりはない、ってことだよ』

「え？」

『花月庵のことは、君にも協力してほしいことがあるし、ちゃんと話すよ。だけどまずは俺を知ってもらいたい』

「……葛城さんのことを？」

『そう。俺も君のことが知りたい』

　痛んでいた胸の中心が、ぽっと小さな熱を持つ。騙されてはいけない、ひと筋縄で行きそうな相手ではない。そうは思っていても、固く閉ざしているつもりだった心の扉が、ほんの少し緩む。

　だって、初めてだった。男の人に、私のことを知りたいなんて言われたのは。

「……釣書でも送りましょうか」

　照れ隠しにそんなことを言ってみる。すると電話口でくすりと笑った声がする。

『それもいいけど、やっぱりじかに会いたいね』

　こくん。と息をのんだ。

　冷静に考えようと思っても、こんなふうに色っぽい声でストレートに言われて、平常心を保つスキルは私にはなく、なんて返せばいいのかわからなくなる。

　落ち着け私。この人は、なにが目的かわからないけれど花月庵の株を買い占めた上で、姻戚関係を結ぼうと話を持ちかけてくるような人だ。

　そう、その目的を聞き出さなくては私も決められない。

　だから会う必要は、ある。

　……だけど、私、この人に会って平気？

　先日出会って、数分のやりとり、電話での会話。

　まだわずかな接触しかしていないのに、ひしひしと伝わるのはいろんな意味での経験値の差。あきらかに女慣れしてる、余裕のある態度。

　……反して、私、まだ一度も男の人と付き合ったことがない。

　そんな私が、この人に会って都合よく事情を聞き出し、なにが花月庵のためになるのかちゃんとその時判断できるのか。

　いいように丸め込まれてしまったら？

　怖おじ気けづいて声が出ないまま、数秒が経過する。

　そんな私の背中を押したのか、もしくは唆そそのかしたというべきか。

『……君はずいぶん、過保護に守られてきたようだけど。それに納得はしていないんじゃないのかな』

　さっき私が声を荒らげた意味を、彼は正しく読み取っている。

『だったら一歩、君から踏み入るなら今しかない。次の休みはいつ？』

「……来週、水曜です」

『じゃあ、昼の十一時に。この間と同じホテルのロビーで』

「えっ、あ、待って」

『店を予約しておくよ』

　じゃあ、とそのまま通話が途切れてしまいそうな気配に、慌てて引き留めた。

「ちょっ、私行くなんてまだっ……」

『待ってるよ』

　私が来ると、彼は確信している。約束の時間と場所を決めて、一方的に通話は切れてしまった。

　無機質な音しかしなくなったスマホの画面をタップして、通話画面を閉じる。スマホをテーブルに置いた途端、どっと力が抜けて深く長いため息を吐いた。勢いにまかせて電話してしまったけれど、ひどく緊張していたらしい。脱力感が半端ない。

「……なに、この疲労」

　ぐてん、とローテーブルの上に突っ伏し上半身を預ける。心臓が、いまだかつてないほどに働いている。あの人と、ちょっと電話で話しただけで。

「……本気？」

　本気で、あの人は私と結婚する気なんだろうか。

　ただ電話で話しただけでこんなに疲れる人となんて、今は正直『ムリ』のひと言しかない。結婚生活ともなれば毎日顔を合わせるのだ。間違いなく寿命が縮む。一生のうちに心臓が打つ鼓動の数は決まってるという話が本当だとしたら。

『俺と君は政略結婚になるけれど。だからといって、関係をなおざりにするつもりはない』

『花月庵のことは、君にも協力してほしいことがあるし、ちゃんと話すよ。だけどまずは俺を知ってもらいたい』

　これは政略結婚だ、と彼は明言してためらわない。だけど、私との関係も、ちゃんと真剣に考えている、と信じていいのだろうか。

　きちんと互いを知り合い、尊重し合えるように。……愛し合えるように？

　カサッと指に触れた紙の端をつまみ、顔を上げた。筆で書かれた彼のプロフィールに、もう一度最初から目を通す。

「……改めて、完璧」

　そこからうかがい知れる彼のステイタスは、どこの令嬢にあてたものでも申し分ない内容だろう。そして見た目はあの通り、誰もが振り向く麗しさがある。

　引く手数多あまただろう、こんな人が本当に私と結婚するの？

　……なんかちょっと、欠点とかないのだろうか。例えば酒癖が悪いとかギャンブルが好きとか。女好きとか。

　そういうのってわざわざ釣書には書かないもの？

　これは、言うならば婚活の履歴書になるわけだから、そういう点は相手に伝える方が誠実じゃないだろうか。就活の履歴書なら欠点までは書かないがそれとはわけが違うのだ。

　気になって、スマホの検索エンジンで釣書の書き方なんてのを調べてみたところ、やはり欠点に関しては触れずともいいものらしい。

　そんな馬鹿な。一番大事な情報でしょ。

　ふっと何度目かのため息を落とし、釣書もスマホも放り出してころんとラグの上に寝転んだ。

　紙切れ一枚、文字だけの情報。たとえこれにお見合い写真がついていたとしたって、表面上の情報でしかないことには間違いない。

『やっぱりじかに会いたいね』

　釣書にある情報など本当に微々たるもので、知りたいなら会いに来いと言われたような気がした。

　そう、私は文字どおり〝釣られた〟のだった。










策略と花束と、婚約指輪




　葛城さんと会う約束の日まで五日ほどの猶予があった。その間考えたのは、このことを両親に話すべきかどうか、だった。

　話したら止められる、とわかっているのにそんな案が浮かんだということは、やはり私は心細かったのだろう。

　私は、男の人とお付き合いをしたことがない。高校は女子高でまず男の子と接点が極端に少なかった。それでもまったく興味がなかったわけでもないから、友達の彼の話を聞いてはきゃあきゃあ騒いだこともあるし、通学途中の他校の男の子にこっそり憧れたこともある。

　逆に、よく知らない男の子から学校帰りに待ち伏せされて、告白されたこともあった。理由は通学の電車で見かけてという、私がほかの子に憧れたのと同じだった。

　そんな程度のきっかけだったから、うれしかったり照れたりもしたけれど本当に付き合うというところまでは至らず、大学でも恋愛感情だと思えるほどに惹ひかれる男性には出会えなかった。

　もっと相手を知りたいと思うほど、興味も持てなかったということかもしれない。

　就職したお茶のメーカーは、もう結婚して大きな息子さんのいるおじさんたちとあとは女性社員ばかりだ。合コンなどでも行けばまた違ったのかもしれないが、そういうことにも縁がなかった私は社会人になってからの方がますます出会いもなくなった。

　職場の先輩が幼なじみの彼とめでたく結婚退職した時、ふとこの先自分にもこういう日が本当に来てくれるのかと不安になった。

　いい人に出会えなかったら、それこそお見合いか婚活アプリなんかに頼ることになるのかもしれない、と漠然と思っていたが。

「……来てしまった」

　まさか、自分から政略結婚に足を踏み入れることになろうとは。

　かつん、とヒールの音を鳴らす。平日昼間の駅のコンコースは、それほど混雑していない。目の前には、先日祖母の誕生日を祝ったあのホテルの入り口がある。

　結局両親にも兄にも話さず、私は祖母にだけ今日葛城さんに会うことを相談した。祖母だけが、ビジネスに関係なく葛城さんのことを見ているからだ。この縁組に花月庵とカツラギの利益が絡むらしいこともちゃんと言った上で、葛城さんのことをどう思うのか聞いてみたかった。

『年寄りに親切な人は、根っこはちゃんと優しい人よ』

　そうとも限らないと思うのだが。とくに葛城さんの場合、下心ありきで祖母に親切にした可能性があるわけで。

　だけど祖母もまた、若い時は花月庵を切り盛りしてきた人だ。その祖母の人を見る目を信じたいとも思う。

　覚悟を決めて、一歩踏み出そうとした時だった。

「藍ちゃん！」

　声をかけられ振り向くと、なぜかそこに祖母の姿があり、驚いて目を見開く。着物姿で、コンコースをゆっくりとこちらに歩いてくるところだった。

「お祖母ちゃん！　なんで!?」

「なんでって、今日じゃないの？」

「たしかにそうだけど……」

　もしかして、相談した時に釣書をもらったことも話したから、お見合いという形式で会うのだと勘違いしたのかもしれない。

　見た目ではわかりづらいが、膝の調子が悪い祖母は歩くテンポが遅い。祖母に歩み寄って手を貸そうとしたが、大丈夫だと手のひらで制された。

「どうやって来たの？　電車？」

「お友達とランチに行くって言ったら康こう介すけが送ってくれたわよ」

「お父さんに!?」

　それ、後で知ったら絶対怒り爆発する案件だと思うんだけど！

「まあいいじゃないの。とにかく行きましょう」

「え、あ、待って」

　焦る私をよそに祖母はのんきに歩き出そうとする。

　父のことはまあ、もう仕方ないし後で考えるとして、祖母が同席することを葛城さんに伝えた方がいい。もう目の前だから今さらだけれど、少しでも早くとバッグからスマホを取り出し操作しようとした。その手を祖母が止めた。

「藍ちゃん、いいから」

「え」

「このまま行きましょう」

　祖母はふふっとかわいらしく笑って、やっぱりゆっくりと歩き出した。なにか意図がありそうな祖母の表情を訝しみながらも、仕方なく隣について歩く。

　ホテルの入り口に差しかかるとドアマンが気づいて開けてくれていた。コンコースと同じく、ホテルのロビーもそれほど人はおらず、ゆっくりと周囲を見回す。

　葛城さんの姿は、すぐに見つけることができた。

「藍さん！」

　今日は少し明るい色のグレーのスーツを爽やかに着こなしこちらに歩いてくる。距離が近くなる途中で祖母に気づいて視線が動いた。

「葛城さん、あの……」

　目の前まで葛城さんが近づいた時、急な祖母の同席を詫びようとしたのだが、彼はふわりと微笑んで私を見る。そしてすぐに祖母に視線を戻し、斜め前で腰を折った。

「望月さん、こんにちは。先日は大変失礼しました」

「先日？」

「お誕生日だと聞いて、不ぶ躾しつけにも花束を贈らせていただいて」

　祖母の歩みに合わせて斜め前から体を徐々に動かし、私の左側とは反対隣に並ぶ。話しながらさりげなく、祖母の手を取ってエスコートした。

「いいえ。うれしかったわ、そのお礼を言いたくて、つい藍ちゃんについてきてしまったのよ」

「そのために？　言ってくださればご足労いただかなくてもお迎えに伺いましたよ。どうぞ、こちらです」

　祖母の手を引き、彼がロビーラウンジのソファまで案内してくれる。そこでラウンジの従業員を呼び、祖母と私の希望を聞いてコーヒーをオーダーしてくれた。

　飲み物が届くまで数分、他愛ない会話をした後、彼がすっと席を立つ。

「申し訳ありません、すぐに戻りますね」

　どこに行くのだろう、としばらく背中を見送っていたが、私も後を追うことにした。

「お祖母ちゃん、私もちょっと行ってくる」

　彼は、店を予約しておくと言っていた。急きゅう遽きょ祖母が加わったため、恐らく店にその旨を伝えに行ったんじゃないかと思ったのだ。

　それにしても、スマートな対応だった。突然のことだったのに顔色ひとつ変えず、店への手配を済ませるために祖母と私をまずラウンジに案内したのだろう。

　彼が消えた方へ急ぎ歩くと、すぐにその背中は見つかった。声をかけようとしたがどこかに電話をしている最中だと気づき、静かに近づく。

「……ええ、座敷ではなくテーブルで。……はい、個室でお願いします」

　やっぱり、思った通りだった。

「葛城さん」

　通話が終わったタイミングで声をかける。気づいた彼が振り向いて微笑んだ。

「どうかした？」

「すみません、急な変更でご迷惑をかけたのではないかと……」

「大丈夫。店の方も快く了承してくれたよ」

「……それだけじゃなくて。祖母の足のことも気遣ってくれてありがとう」

　さっきロビーですぐに座れる場所まで案内してくれたことも、店に座敷ではなくテーブル席でと伝えてくれたことも、きっと祖母の足もとを気遣ってくれてのことだ。

　ぺこん、と一度頭を下げてお礼を言うと、それこそ彼はなんでもないことのように笑った。

「俺の祖母が、足がつらそうだったからね。だから気づいただけだよ」

　彼はそう言うけれど、たとえ祖母の足が悪いと知っていても、正座がつらいからテーブル席がいいだとかなにも言わずにわかってくれる人は少ない。

　……悪い人では、なさそう？　もっとも、私との結婚をスムーズに進めるために、かもしれないけれど。

　私の先を歩いてロビーラウンジに戻る背中をじっと見つめてしまった。

　その後、葛城さんに案内された日本食のレストランはホテル最上階にあり、大きなガラス窓から街が遠くまで見渡せた。夜景ならきっとロマンチックだったろう。

「……すごい、絶景」

　広々とした豪奢な個室の中央にテーブルセットが置かれていて、壁の一面がガラス窓。景色を楽しみながら食事がいただけるようになっている。思わず感嘆の声をあげた私に、葛城さんが優しく微笑む。目が合って、うっかりときめきそうになって慌てて祖母に視線を向けた。

「綺麗ね、お祖母ちゃん」

「今日は天気がいいから余計に綺麗に見えるわね」

　祖母はどうやら、このお店を知っているらしい。足を悪くするまでは、お友達と食事に行ったり習い事に行ったりとアクティブな人だったので、意外なことでもない。

「展望台もありますよ。食事の後でご案内しましょうか」

　葛城さんはその後も終始祖母に話しかけ、祖母の昔話にも嫌がることなく耳を傾けた。そんな一面を見ていれば、ほんの少し、この縁談を前向きに検討してみようなんて気にもなってくる。政略結婚に変わりはないけれど、もしも彼が誠実でいてくれるなら、こんな出会いもいいのかもしれない。

　花月庵のことがあるから、祖母を気遣っているだけかもしれないが。表面上取り繕っているだけなら、これほど細やかに気を利かせることはできないのじゃないだろうか。

　いや、だけど。いい人だったら店を盾に政略結婚を迫ったりはしないか。ぐらぐらぐら、ぐるぐるぐる。葛城さん、という人物像が、まだ私には捉えきれない。




　和やかに食事は進み、最後のデザートを待っている時だった。

「それじゃあ、藍ちゃん。あとはふたりでゆっくりしてちょうだい」

「えっ？」

「私は帰るわね。デザートまではとても入らないわ」

　よいしょと椅子から立ち上がる祖母を、引き留めようと手を伸ばす。

「え、一緒に帰ればいいじゃない。ちょっとだけ待ってよ」

「藍さんと一緒に車でお送りしますから」

　当然、葛城さんも立ち上がり祖母を止めようとした。

「この時間にタクシーの手配をお願いしてるのよ。じゃあ、葛城さんにそこまで送ってもらおうかしら」

「それはもちろん……」

「えっ、じゃあ私も」

　祖母がなにを考えて今日ここに来たのかわからない。

　が、もしかすると葛城さんとふたりでなにか、話したかったのかもしれない、とその時に気がついた。

「藍ちゃんはここにいて。デザートが来るのに、店員さんが困ってしまうでしょう」

　いつもどおりやわらかい口調だが、断定的な言い方には逆らえないものがあった。

　ひとり取り残され、しばらくすると和わ三さん盆ぼんのプリンとコーヒーが運ばれてくる。祖母の分はお断りして、葛城さんが戻ってくるのを待っていたが、よく見れば葛城さんの席にはコーヒーしか置かれていなかった。

　もしかして甘いものは苦手なのだろうか。お菓子屋さんの社長なのに。

　彼がコーヒーだけなら、待たせるよりは今食べておいた方がいいだろうかと、添えられていた木製スプーンに手を伸ばす。

　タクシーは、一階の駅コンコース側ではなく道路に面した方の入り口だ。それほど遠くないと思うのだけれど。

　ただ送っただけにしては遅い、と気になり始め、スマホで時間を確認しようとした時だった。扉が開いた音がして、振り向けば葛城さんが戻ってきたところだった。

「デザート、プリンだったんですか」

　葛城さんが私の手もとを覗き込む。

「すみません、いただいてました……おいしいです」

「それはよかった」

　テーブルを回り、もといた席に着くまで彼を目で追う。プリンは残り半分。

　葛城さんは、コーヒーに砂糖もミルクも入れずブラックのままでカップを持ち上げる。

　さっき、祖母がいた時までは沈黙があまり目立たず、彼も饒じょう舌ぜつだったイメージなのに。戻ってきた彼は、黙ってコーヒーをすすっていた。

「あの。祖母を車まで送ってくださって、ありがとうございました」

　沈黙にそわそわと居心地の悪さを感じ、私の方から話を振る。

「祖母、なにか言ってましたか」

　戻ってくるのが遅かったことも、祖母があえて葛城さんとふたりになったことも気になっていた。

　テーブルの上に落ちていた葛城さんの視線が上がり、私の視線と交わる。なにか考え事をしていたのか、優しく浮かんだ微笑みが取り繕ったようにも見えた。

「いえ、とくに」

「本当に？　時間がかかったみたいでしたから」

「ああ、車が来るのが少し遅れたからかな。お待たせしてすみません」

　……笑顔のガードだ。

　そう感じるのは、恐らくはビジネスモードだと思われる敬語が抜けないからかもしれない。

　プリンの最後のひと口を口に運びながら、ついじっと凝視してしまっていると、彼はくすりと苦笑いする。その時ちょっとだけ、気の抜けたような雰囲気だった。

「穴が開きそうだな。そんなに睨んで、なにか見える？」

「見えづらいから睨んでるんです」

　結局どれだけ睨んでも、心の中まで見透かしたりはできないとわかっているけど、わずかな表情の変化も見落とすまいとしてしまう。

　だけど葛城さんの思わぬ返答に、拍子抜けした。

「藍さんは、素直でいい子だと」

「えっ」

「自慢の孫娘だとそんな話を」

　意味ありげな祖母の行動だったので、きっとなにか重要な話でもしたのに違いないと思っていたのに、まさかの孫自慢。

「嘘、なんか話してたんじゃないんですか」

「気が強そうでいいですね、と言ったら、『しっかり者』だと返されました」

「や、だからそうじゃなくって」

　かああ、と恥ずかしさで顔が火照った。本当にそんなくだらない孫自慢だけだったんだろうか？

　たしかに祖母は、昔から私に『素直でいい子』と言い続けて育ててくれたところはあるけれど。

　反抗期にすらなにをしてもそんな調子だったから、逆に祖母にだけは反抗できなくなっていたので不思議なものだ。

　顔の熱が引かなくて、コップの水を飲んでごまかす。正面で頬杖を突く葛城さんの視線を感じて、もうひと口飲んだ。

　実際祖母との会話が本当にそうだったのか、これ以上追及してもわかりそうにない。

「……も、いいです。今日はそんな話をしに来たんじゃないですよね？」

　気を取り直して背筋を伸ばし、スプーンを置いた。まっすぐに正面にいる葛城さんを見据えると、やっと話を始める気になったのか彼はコーヒーのカップをソーサーに戻した。

　それから、窓からの景色に目を向ける。

「藍さんと初めて会ったのも、こんなよく晴れた日だったな」

「……春のお茶会ですよね？　昨年の」

　じっと目が合った、あの時の印象が強烈に頭に残っている。

「そう。あの時、柳楽堂もあの野点に来ていたのを覚えてるかな」

「え？」

　思いがけない方へ話が飛んで、首をかしげた。柳楽堂といえば、どら焼きで有名な和菓子店だ。そういえば最近、兄からもその名を聞いた。

「……覚えてない、です。私は花月庵として来てたというより祖母の付き添いで」

　だからいつも、祖母とそのお友達のおばあさんと話をしたりしていて、ほかの人とはあまり交流をしていない。

　それに、人が多すぎてとてもじゃないが誰がどこの誰だなんて把握できるような状況でもなかった。

「柳楽堂も花月庵の主菓子の技術と顧客を狙ってる」

「え、でも。柳楽堂はどら焼きですでに名前は知られてますよね。宮く内ない庁ちょう御ご用よう達たしといえば柳楽堂ですよ」

「主菓子まで分野を広げていきたいんですよ。各界名士や実業家の集まる茶会で、主菓子を提供できるようになれば箔はくがつく。もちろん柳楽堂として」

　最後、声がとても冷たく聞こえた。

『柳楽堂として』

　つまりそれは、花月庵の名前は消えるということだ。両親が、祖父と祖母が、大事に守ってきた花月庵が、都合のいいところだけ吸い取られて消滅する。

　初めて知った花月庵の現状に、自分がどれほどのんきでいたのか思い知らされ、息をのんだ。

　声も出せないまま、葛城さんの目に正面から見据えられる。この話は作り話じゃないのだと、その目で悟った。

　ここしばらく、実家がピリピリしていたわけがわかった。兄もなにか、柳楽堂のことを言いかけた時言葉を濁した節がある。

　……やっぱり、本当のことなんだ。

「だいたい、花月庵は今までが宝の持ち腐れなんですよ。もっとコネなりなんなり利用すればいいし、百貨店市場にも乗り出せばここまで落ちることはなかったのに」

「落ちるとか言わないで」

　悔しくて頭に血が上り、強く睨んだ。彼はその私の視線を黙ったまま微笑みで受け止める。

「花月庵は落ちたりしません」

「じゃあ、どうしますか？」

　そう問い返されて、すぐに答えは出なかった。父と兄がどうにもできなかったことを、私がいったいどうできるというのだろう。だけど黙って見ていることはできない。

　そしてそもそも、こんな話を私に持ち出した葛城さんにも当然意図がある。

「カツラギは、柳楽堂とは違うと言いたいんですか」

　聞いてしまってから少し後悔した。

　こんな聞き方をしたら、相手に話の間口を開いてしまったようなもの？

　だけど駆け引きなんてわからない私と、葛城さんとでは勝負にもならない。直球で行くしかないのだ。

「現在の従業員、経営権、もちろん花月庵の名前もそのままに、と約束する」

「……本当に？」

「君が協力してくれるなら」

「葛城さんが欲しいのは顧客と技術の共有だけ、ということ？」

「……そう、君次第でね」

　つ、と背筋を汗が伝った。こんなこと、勝手に決めてもいいのかわからない。だけど、今、花月庵を自由にできるだけの力がこの人にはあるのだ。

「条件は婚姻関係を結ぶこと、今の仕事は辞めて俺のサポートに徹する。できるだけ早い方がいい。うるさいハエを追っ払いたい」

　ハエ？

　柳楽堂のことだろうか。家族からは私の耳にはなにも入ってこないことが、仇あだになったと言える。現状ではほかに情報を得ることはできず、私は葛城さんを警戒しながらも結局、鵜呑みにしてしまった。

「サポートってなにを？」

「とりあえず、近々あるイベントの決起大会がある。パートナーとして出席してほしい」

　こくん、と口の中にたまった唾液をのみ込んだ。それに出席したらもう、後戻りはできない。

　返事の言葉が出ない私を、彼の目がまっすぐにとらえる。同時に、彼の手が伸びてきてテーブルに置いていた私の左手に重なった。ぴくっと手が小さく反応したものの、私の視線は彼の熱いまなざしにつかまったまま離れられない。これまで彼に抱いていた印象よりもずっと、真しん摯しな目だった。

「来週金曜、迎えの車を送る。この指に指輪をはめる覚悟ができたら、その車に乗って俺のところにおいで」

　今すぐ、ではなく一週間と少しの猶予が今ここで与えられたのは、最初から用意されていた彼の善意だったのだろうか、それともなにか気が変わったのだろうか。

　黙ったままで、小さくうなずいた。きっと私が彼を見る目は警戒心丸出しの、不躾なものだっただろう。どこか切なげな優しい微笑みで受け止めた彼が、なぜかとても胸の中に印象深く残っていた。




　葛城さんに家まで送られ、その夜。お風呂に入りながらぼんやりと考え込む。

　愛だとか恋だとか、結婚するのに必要なはずの甘やかな話は彼の口からひと言も出てこなかった。だからこそある意味、私はこの話を冷静に、自分の将来として考えることができたと言える。

　ささやかな憧れ程度のものしか恋の経験がない私には、その方がまだ考えやすかった。祖母が政略結婚して家を守ったように、私にもそんな機会が訪れたということだ。

　だいたい、普通に恋をしていつかプロポーズをしてもらって結婚をして、という流れが私にこの先訪れただろうか、と思うとなんともいえない。

　男の人と知り合う機会なんてほとんどなかったし、合コンなどでわざわざ探すのも抵抗があった。

　恋愛に興味がない草食男子が多いと言われる昨今、出会いがあったとしても恋に持ち込むことの方が難しい気がする。

「……あ。もしかして葛城さんもそういうタイプだから？」

　ぽろっとこぼれたつぶやきが、ぴちょんぴちょんと天井から滴しずくの落ちる音に混じって浴室に響いた。

　恋愛に興味がないかもしくは仕事の方が楽しいとか。だから、結婚に対する考え方も、仕事の都合最優先になってしまうとか。

「……草食系、というのは似合わない気がするなあ」

　だけど、そうあってほしいと思う。そうでなければ、政略結婚というのはあまりいい結果を生まない気がする。恋愛を自由に謳おう歌かするタイプなら、外でいくらでも女性をつくりそうだ。だって、あの容姿だ。相手には事欠かないだろう。

　政略結婚でも私たちの関係をなおざりにするつもりはない、と言った、あの言葉を信じるしかない。

　ざばっ、と浴槽から上がる。

　この猶予の時間は、決断するためではなく、心の準備を整えるためだけに使うことになりそうだ。

　そう、結婚後のことばかり考えている私はすでに、この縁談を受け入れるつもりでいた。どうせ気になる人もいないなら、今初めて花月庵に関われることになるこの縁談が、運命だと私には思えたのだった。

　女として幸せになれるのかどうか、定かではなく想像もできない。そこが普通の結婚とは少し違うところではあるのだけれど。




　覚悟を決めて迎えたその日は、大安吉日。

　雲ひとつない、美しい晴れの日だった。

　約束どおり、午後一時に迎えに来た車に葛城さんの姿はなく、どこに行くのかも聞かされないまま車は走る。

　着いたところは、都心部から離れたところにある広大な庭園だった。茶会や各種イベントなどでよく利用されていて、私も来たことがある。

　隣接されているホテルで、私はなぜか部屋を一室与えられ派遣された美容師や着付け師にあれよあれよと翻弄されること、約二時間。

　藍色の地に、金と浅葱あさぎの見事な刺し繍しゅうで花を散らした美しい着物で、私はホテルスタッフに付き添われて庭園を歩いている。

「あちらにいらっしゃいます」

　と示された先には、グレーのコントラストが華やかなスーツを着こなす葛城さんが立っている。ジャリッと石を踏んで近づいた。

　こちらを見て笑った葛城さんの手には、真っ赤なバラの花束がある。いつか思ったみたいに、やっぱりよく似合っていた。

「よく似合ってる」

　自分が今、頭の中で思っていたことを葛城さんの口から聞いて、誰のことを言ったのだろうか一瞬混乱する。だけど、その目線で私の着物のことだとわかった。

　袖そでの端を持って軽く持ち上げると、絹けん布ぷが揺れて金の糸がキラキラと輝いた。決して派手すぎない色合いなのに、華やかで繊細な刺繍が美しい、ひと目で上質のものだとわかる。

　葛城さんが私のために用意してくれたのだと聞き、散財じゃないかとかこの贈り物の裏にはなにが、とか頭をよぎったけれど。

　やっぱり、袖を通して着てみるとうれしくて、つい表情が綻ほころんだ。

「ありがとうございます。こんな素敵なお着物、びっくりしました」

「ちょっとくらいは、喜ぶ顔が見たいなと思って。まだ怖い顔しか見てないからね」

「えっ。そんなことないですよ、最初はちゃんと笑って……」

「作り笑いのね。警戒心丸出しの」

　そう言われれば、その通りかもしれないが。

「仕方ないじゃないですか。警戒してますもん」

　あたり前のことだし、それは今も変わらない。私たちは、これから信頼を築いていく、そういう結婚をするのだ。だからあえて、現在進行形で言った。

「賢明だね」

　ふっと、彼はおもしろそうに笑う。

　そうして、その手にあるバラの花束を私に差し出した。バラの花言葉は、たしか愛情だとかそんなだったろうか。彼がそんな花言葉を気にしたとは思えないけれど、受け取った花束のバラは開き始めの、蕾のようなものばかりだった。

　恐る恐る、それを受け取る。覚悟を決めたとはいえ、これで私の将来が決まるのだ。怖くないわけがない。

「綺麗ですね」

　この花に遜色ない関係を、築けるだろうか。

　バラの花から視線を上げて、葛城さんを見据えた。私はこの人に信頼され、よき妻にならなければいけない。同時に。本当に花月庵を守ってくれるのかどうか、見極めていかなければならない。それは大きな賭けだった。

　彼が手にしていた四角い小箱から、大きな青い石のついた指輪を取り出す。それは、太陽の光を受けて眩しいほどに輝いた。

　差し伸べられた手に、ゆっくりとみずからの手を重ねる。その途端、ぎゅっと人差し指から薬指まで握りしめられ、どくんと心臓が跳ねた。

　――どくん、どくん。

　高鳴る鼓動が恋のときめきというものならいいのだけれど、今はまだ間違いなく、この先へ踏み出す直前の緊張からだ。指先にひやりと冷たく固い指輪が触れた時、ぴくっと震えて無意識に手を引き抜きそうになる。だけどそれは、ぎゅっと握られた彼の手の力に負けた。

「今日から君は俺のものだ」

　ゆっくりと、指輪が通る。その時間がまるで、これからの私の運命を実感させられているようにも感じた。この指輪をつけたらもう逃げられないのだと、言い含められているようだった。

　きゅっと指の根本で指輪が止まる。そこで観念したかのように力が抜けてしまい、同時に強くその手を引かれた。

「あっ」

　腕の中に抱き留められ、顔を上げればすぐ目の前に葛城さんの整った顔がある。唇の端が上がり微笑みがかたどられた時、ぞくりと恐れを抱く。もう片方の手が私の頬にあてられ、暖かい昼中に似合わない冷たさを伝えた。

　のみ込まれてはいけない、弱気になってはいけない。

　私はしっかりと膝に力を入れ彼の腕に頼らずひとりで立った。まっすぐに下から彼を睨みつけると、自分から彼の手を握り返してみせる。

　私が自分で決めて飛び込んできたのだと、自分自身にもう一度自覚させたかったのだ。










明るい政略結婚のススメ




「えっ。ま、待って、いきなり？」

「いきなりもなにも、言ったはずだよ」

「そっ、それは、そう、だけど」

　ホテルの通路で、尻込みして後ずさる私の手首を掴み、強く引き寄せると。彼は耳もとで、甘くささやく。

「今日から君は、俺のものだって」

　耳たぶを吐息がくすぐり、ぞわわっと背筋を走る、なにか。

　どんっと彼の胸を突いて押し返した。

「だから！　なんかやらしい演出でわざわざ言わないでくださいよ！」

「はははっ」

　パーティー会場はもう目の前だ。彼が言っていたとあるイベントの決起大会、その後の立食パーティーがこの中で開かれているという。

「俺と君が、婚約した、もしくは婚約間近。それを周知の事実にするには今日が一番、都合がいい」

「……それは、よく、わかりましたけど」

　問題は、このパーティーがまさしく大物だらけのパーティーだということだ。

　全国菓子大博覧会、というスイーツの祭典が数年に一度開催される。全国のメーカーから、和菓子を中心に洋菓子からスナック菓子まで集められた、菓子業界最大の展示会である。品評会も行われ、優秀だと評価されたお菓子には様々な賞が用意され宣伝効果も半端じゃない。

　次の博覧会は来年の春にある予定だが、その準備のため主要メーカーが集まっての決起大会のようだ。おそらく顔ぶれは、各社のトップまたはそれに準ずる立場の人ばかり。各々パートナーを連れての盛大なパーティーが今、目の前の扉の向こうで催されている。

「っていうか、花月庵からも来てますよね？　私まだ、両親にも兄にも」

「お兄さんが顔を出されているよ。だから、今日のところはいきなり婚約者だと名乗らなくてもいい。それさえしなければ彼もこんなところで大きな騒ぎは起こさないだろうし」

「兄だからよかったんです。父ならわかりませんでしたよ……」

「誰が出席するかは事前に調査済みだ。それよりも、ほかのメーカーからの注目に気を配ってほしい。当然、俺と君が一緒にいれば勘繰った連中から質問されるだろうから、適当にはぐらかしつつ、否定もしすぎないように」

　さらりとそんな高度なことを言ってくれる。

「そんなうまくいかないですよ！」

「簡単だよ。笑って恥ずかしがりながら、左手で口もとを押さえればいい」

「……左手で」

「左手でね」

　いわずもがな、今私の左手薬指には、大きな石のついた指輪がある。言葉では肯定も否定もせず、これ見よがしに指輪を見せびらかせということだ。

「これ、サファイアですか？」

　どうやら婚約指輪というよりは、本日の演出アイテムらしい。左手を持ち上げて、指輪を少し照明の下で透かして見る。宝石に詳しいわけではないけれど、サファイアくらいは見たことがある。その石は濃いブルーだけれどサファイアにしては透明度が高い気がした。

「ブルーダイヤだよ」

「ブルーダイヤ……」

　言われて一瞬頭に浮かんだのは、昔からある超ロングセラーの洗濯洗剤だった。だがそうじゃない、今尋ねたのはお祖母ちゃん愛用の洗剤の名前ではなくこの指輪の石のことだ。

　高価そうな指輪だと思っていたけれど……ずしっと急に指輪が重くなった気がする。

　もしやこれは、私が思う指輪の相場からは遠くかけ離れたお値段なのでは……。

「藍さんに似合うかなと思ったんだけどね。希少な石だから、あんまり大きな石が今は見つからなくて」

「いえいえいえ十分大きいでしょう？　小さいの？　これ？」

「遠くから見えづらくない？」

「そんなに遠くから見えなくていいですよ！　というか散財しすぎです！」

　指輪に着物に、この日のためにいったいいくらかかったのだろう。考えただけでぞっとする。

「当然の投資だと思ってるけど」

「不要です。それと、私のことを物でつられる人間だと思わないでくださいね、行きますよ」

　軽口を叩いていれば、少し気が紛れた。事の重大性にまだいまいち頭はついていけてない気がするが、自分でこの現状に踏み出したのだ。

　大勢の人の声が漏れ聞こえてくる目の前の扉に、先行して一歩近づく。扉の傍らに控えていたスタッフがそれを少し押し開き、中のざわめきがぶわっとあふれ出し圧倒されそうになった時だった。

　するりと真横から伸びた手が私の腰に回される。寄り添うように引き寄せられ、耳もとで低い声にささやかれる。

「俺の妻は頼もしい」

「ま、まだ妻じゃありません」

「じゃあ、未来の妻だ。……大丈夫、ずっとそばにいる」

　瞬間、きゅっと胸の奥が締めつけられるような甘い痛さを生み出した。このパーティー会場でのことなのだと、わかっているのに。

『生涯、ずっとそばにいる』

　そんな意味に一瞬、受け取りかけた。この先、結婚するのだからそういう意味でもおかしくはないのだけれど、まさかそんな言葉をかけてくれるはずはない。

　私たちは今はまだ恋愛感情もない、政略結婚なのだから。

　それでも、そのひと言にほっと安堵してしまい、「行こう」と私の腰を促す強い腕を、頼もしく思ってしまった。




　男性のほとんどは仕事の延長線上なのだろう、ビジネスシーンとさほど変わりないスーツだが女性陣は華やかだった。着物の人も少なくないが、若い女性はパーティードレスが多い。

　洋菓子業界きってのお祭りだ。名立たるメーカーのトップが集まっているのだとわかっているが、はっきり言って私には誰が誰だかわからない。そしてきっと、私のことも誰も知らない。けれどこの人、葛城さんのことは違うようだった。

　それまで歓談していた人も、話をやめて彼を見る。それから横にいる私に気づく。とくに女性陣はうれしそうに表情を綻ばせた後、私を見て眉をひそめることが多かった。

　気き後おくれがする、どころではない。背筋を伸ばして、まっすぐ前を見ているしかなかった。そんな私の真横でくすりと笑う声がする。

「そんなに緊張しなくても」

「しないはずがないじゃないですか。葛城さんが歩くたびに周囲の視線も動いてますよ」

「大袈裟だな」

　ちっとも大袈裟な話ではないのだが。ふと気がつけば葛城さんの手にグラスがふたつあり、ひとつを私に差し出してくる。

「お酒は飲める？」

「……いただきます」

　細長いグラスの中では、美しい金色の液体が揺れている。くるくると細やかな泡が弾けていた。くい、とひと口ふた口含んでいると、彼が顔を寄せて小さな声でささやいた。

「柳楽堂も来てるから気をつけて」

　気をつける？

　どう気をつければいいのだろうかと聞こうとしたが、ちょうどそのタイミングで近づいてきた男性がいた。父くらいの年齢だろうか、にこやかに葛城さんに声をかける。

「葛城くん」

「新しん藤どうさん、ご無沙汰しております」

「新ブランド、好調みたいだね」

　新藤というその人はどこの会社の人だろうか。わからないが、彼の言う新ブランドとはきっと和菓子ブランド葛城のことだ。和菓子とも洋菓子ともいえない、折衷案みたいなお菓子だなあと思ってしまうが、そういうのが若い人にウケているのもわかる。

　詳しく聞いてみたい。口を挟んでみたいような気になるが、パートナーってこういう時、邪魔にならないようにしているのが正解だろうか。

　唇の端を意識してどうにか微笑みを保っていると、新藤さんの斜めうしろで、私と同じ年ぐらいのかわいらしい女性がちらちらと葛城さんを見ていた。それから、私を見てぱちりと目線が合う。すると、気まずそうにうつむいてしまった。

「ところで、そちらのお嬢さんは？」

　その言葉に、私もぱっと女性から視線をはずした。新藤さんの目がなにか探るように私を見ている。葛城さんはやわらかく微笑んで、私の背中の、結んだ帯の少し上に手を添えた。

「花月庵のお嬢さんですよ。藍さん、こちらは『ジゼル』の社長、新藤さんです」

　来た、と思った。

「初めまして、望月藍と申します」

　ゆっくりとお辞儀をして、少し静止した後顔を上げて背筋を伸ばし、微笑む。頬がひきつりそうだ。

「花月庵の……！　それでは、葛城さんと」

「少々、ご縁がありまして」

　と返事をしたのは葛城さんだ。そして私は、助言をされた通りにはにかむフリで視線をはずし、左手で口もとを隠した。

　ちらりと女性の方へ目を向ければ、しゅんと眉尻を下げた表情でピンとくる。恐らく彼女は新藤さんの娘さんかもしくは親族で、葛城さんとの『ご縁』を期待していたのじゃないだろうか。

「それはそれは。おめでとうございます」

「いえいえ、まだなにも決まってはいませんよ」

　言いながら、少し照れたような表情で私を見る。私に指輪を見せびらかすよう指示しておいて、なにも決まってないとは白々しい。

　……この、狸たぬき。

　このパーティーでいきなり私との関係を知らしめようとした理由のひとつは、どうやら自分に持ちかけられる縁談を穏便になかったことにするためらしい。




　会場に入ってから三十分、その間に何回似たようなやりとりがあっただろうか。

「なにか食べる？」

　ようやく少し休憩らしい。ふ、と息を吐いて少しだけ気を抜いた。

「ローストビーフ、おいしそう」

　テーブルに並ぶ料理はどれもおいしそうだけれど、ローストビーフのそばには常にシェフが立っておりその都度肉を切り分けて皿にのせてくれる。マッシュポテトも添えられて、さっきからずっと気になっていた。

　正直にそれを希望すると、彼はくすくすと笑う。

「緊張してるかなと思ったけど、肝が据わってるね」

「してますよ緊張。でもおなかはすくんです」

　そう言い返したが、彼ははいはいと受け流しながら私の分とふたつ、ローストビーフのお皿をもらってきてくれた。グレービーソースとクレソンが飾られて、色合いもとても美しい。受け取ってすぐにひと口含むと、見た目以上に味は絶品だった。

　やばい、どうしよう。さすがにおかわりをしたらがめついと思われるだろうか。

　もったいなくてゆっくりと味わっていると、視線を感じてローストビーフへうつむかせていた顔を上げた。すると、やわらかく微笑みながら葛城さんがじっと私を見ていたのだ。

「な、なんですか」

「いや。やっぱり綺麗だと思って」

　突然そんなことを言われて、ローストビーフが喉に詰まりそうになり、どうにか飲み込む。急になにを言いだすのかと、かあっと顔が火照り始めた。

　これはきっと、あれだ。仲睦まじい姿を見せる演出に違いない。

　そうは思ってもすぐに返す言葉なんて思い浮かばず、ただうろたえた。

「そんな、言われたことないです」

「本当だよ。佇まいというか、凜りんとしていて人の目を引く。着物の着こなしも所作も綺麗だ」

　続いた言葉に、拍子抜けした。なんのことはない、彼が見ているのは礼儀作法の部分らしい。

「着物は、祖母に連れられていく茶会で着なれてますし。礼儀作法も祖母が厳しかったので」

　そのほかのことは甘かったような気がするけれど、昔の人だからかとにかく礼儀作法に関してだけは、祖母は誰より厳しかった。美しく見える礼の仕方だとか背筋だとか、よく背中を叩かれたものだ。子供の頃はめんどくさいと思ったけれど、大人になってみれば身につけておいてよかったと思うシーンが度々ある。

　例えば、今この場においてだとか。

「……そういえばおっしゃってたね。どこに出しても恥ずかしくない娘に育てたと」

　そう言った葛城さんはなぜか私から目を逸そらし、少し皮肉るような表情だった。

「なんですか？」

「いや。でも、作法だけのことではないよ」

「え？」

　再び私に視線が戻った時、表情はもとの穏やかな微笑みに戻っていた。

「きっと、気質が現れてるのかな。まっすぐ張られた琴の糸のようなイメージがある」

　抽象的なその言葉は私の内面を指すものだ。そんなことを言われたのは初めてだった。穏やかな微笑みに見つめられ、あまりの恥ずかしさにうつむいてしまう。

「……そ、そんなことわざわざ言わなくてもいいです」

「どうして？」

「べつに無理して褒めていただかなくても。自分がいたって凡人なのはわかってますからそういうのはナシでいいです」

　褒められ慣れないと、どう受け答えしていいやらわからない。私は葛城さんみたいに特別容姿が美しいわけでもなく、むしろ地味顔だ。メイク映えはしたとしても、しょせん一般人の域だと理解している。卑屈になっているわけではない、ただの事実だ。

　彼のように周囲を圧倒するような外見も存在感もない。彼の横にいなければ私に注目が集まることなどないのだ。

　そう、彼がローストビーフなら、私はこのマッシュポテト。添え物だ。

　あ、なんかすごいうまい例えが見つかった、と手の中の皿を眺めて自分に感心していると、数秒沈黙していた葛城さんが、ため息交じりにつぶやいた。

「君は、俺が言ったことを覚えてる？」

　少しあきれたような声だった。顔を上げると、苦笑いを浮かべる彼が私を見つめてさらに言った。

「俺は、君とのこともなおざりにするつもりはないって。君があんまりドライだと、こっちの方が不安になるな」

「え」

　首をかしげる私の耳もとに、彼が腰を屈めて近づき、周囲には聞こえない小さな声でささやいた。

「俺に興味を持ってもらえるよう、努力するよ。今夜ゆっくり話そう」

　そう言って、耳もとから離れて至近距離から私の目の中を覗き込む。その色香にあてられて、くらりと目眩めまいを感じた。

「いろいろ打ち合わせとかないといけないこともあるしね、今日はぶっつけだったけど」

　うっかりぼうっとなってしまって、葛城さんの言葉が耳を右から左に流れて出ていきそうになる。

　……打ち合わせ。打ち合わせ？

　あ、単なる打ち合わせってこと？

　目の前の艶っぽい表情とそれがかみ合わなくて、ぱちくりと瞬きをした時だった。真うしろから強く帯の結びを引っ張られた感覚があり、うしろへふらついた。

「藍さん！」

　慌てたような葛城さんの顔があり、けれど次には私の真うしろに視線が移る。倒れることはなかった。

「これは、どういうことかお伺いしてもよろしいですか」

「あ……お兄ちゃん」

　兄が真うしろに立っていて、固い表情で葛城さんを見ている。それから私を見下ろしたかと思ったら今度はあきれた顔だった。

「お前はいったいなにやってんだ、藍」

「え、ええっと」

　うろたえて視線が泳ぐ。家族への言い訳は、ここへ来るまでにいくつか考えてあった。怖いのはいきなり父に遭遇することだったが、兄ならまだ難易度Ｂといったところだ。

「なにって、お兄様。好きな人に付き添ってパーティーに来ただけよ」

　ふふふ、と笑って口もとを隠す。うっかり左手でやってしまった。ほかの人には見せびらかすものだが、この場合逆効果だ。案の定、兄は指輪を見て愕然とした。

「お前っ……こんな勝手なことして親父が」

「お義に兄いさん」

「あなたにまだそう呼ばれる覚えは」

　ふたりに挟まれハラハラしていると、葛城さんが距離を詰めてくる。そして、私と兄に向かって顔を寄せ、声を潜めた。

「うしろに柳楽堂が来てます。仲なか違たがいをしてるように思わせない方がいい」

　葛城さんがちらりとだけ視線を投げた、その先には。兄と同じ年くらいの男の人が立っていた。

　兄が、ぐっと言葉をのみ込む。たったこれだけのことで兄が黙ったということは、柳楽堂が花月庵を狙っていたという話は本物だったらしい。

　柳楽堂の人だという男の人と、ぱちりと目が合った。にこりと笑ってこちらに近づいてくる。葛城さんが背筋を伸ばし、その男の人に向かって一歩前に出た。

「こんにちは、葛城さん。望月さん」

　私も姿勢を正して葛城さんの斜めうしろに従おうとしたのだが、それより先に、今度は兄も私の前に出た。なぜか、隠されているような雰囲気で意味がわからず、ふたりの背中を交互に見る。

「お久しぶりです、柳やな川がわさん」

　葛城さんの言葉で、その人が柳川という人なのだとわかった。

「さっきから噂が一気に広がってますよ。どんな縁談も女性からのお誘いも袖にしてきた葛城さんが女性を連れてきた、と」

「はは、お恥ずかしい」

　やっぱり引く手数多どころじゃなく入れ食い状態（公に食ってはいないらしいが）だった様子の葛城さんは、白々しく照れたように頭のうしろをかいて言う。

「やっと理想の女性に出会えまして、つい浮かれて連れてきてしまったんですよ」

　……歯の浮くようなセリフがきましたよ。

　恥ずかしげもなく、しかもナチュラルに言えてしまうところはすごい。

「望月藍です。はじめまして」

「はじめまして、柳川誠せい司じです。望月さん、ということは」

「俺の妹ですよ」

　兄が答えると、やっぱりと笑ってうなずいた。

「花月庵さんのお嬢さんでしたか。ということはカツラギと花月庵が資本提携するという噂は」

「女性に聞かせる話ではありませんよ、柳川さん。もっとも、大切な人のご実家を守るのはあたり前のことですが」

　私に背中を向けていた葛城さんが、半身だけ振り向いて左手を差し伸べる。柳川さんの話を詳しく聞きたい、と思ったが振り向いた葛城さんとぱちっと目が合い、なにか促されたような気がした。

『ここか』と悟る。私と葛城さんの婚姻を一番におわせたいのは、柳川さんになのだ、きっと。差し伸べられた手に右手をのせる。左手で口もとを隠し、ちょっとだけ視線を床に落とした。

「……恥ずかしいこと言わないでください」

　照れたフリでそう言ってから、視線を上げて葛城さんを見上げる。満足そうに優しく微笑んでいた。




　会場の端のテーブルはスイーツばかりが並んでいて、色とりどりだ。

　プリン、ショートケーキ、ババロアにクレープ。たくさん種類が食べられるようにすべてミニサイズになっている。

　私は隅の方にあった和菓子をひとつお皿にのせた。壁際にある椅子に座ると、ひと口含む。

「んー……」

　まずくはない。が、花月庵の方がもちろんおいしい。細工の美しさも全然違う。

　……なんて思うのは身内びいきなのかな。

　それなのに寂れていく花月庵。いったいなにがたりなかったのだろう。

　もうひと口味わえば、花月庵の練り切りには遠く及ばないと確信する。だからこそ消えゆくのは悲しくて胸が痛くて、花月庵の味を守ってきた家族の一員として私もなにかしたかった。

　その方法が葛城さんの申し出を受けることしか見つからなかったのが、情けないことだが。

　葛城さんは途中、大学の先輩だという人に会い、今はその人と話している。彼に負けず劣らず華やかな外見の人で、いかに私や兄が一般人か実感してしまった。

「……疲れた」

　葛城さんと柳川さん、兄の三人の話にただただ笑ってマッシュポテトに徹した私。三人とも微妙に言葉をぼやかして話すから、詳細をはっきりとは理解しかねたが、花月庵、柳楽堂、カツラギの現状を雰囲気で察することはできた。

　とりあえず今一番、立場が弱いのは花月庵だ。柳楽堂は花月庵がもっと衰えるのを待っていたのだろうか、それともカツラギと同じように買収を考えていたのかもしれない。

　それが、ある日突然花月庵の株を買い占められたのを知ったというところか。

「はあ」

　深くため息を落とす。先ほどの三人の様子が、頭の中でイラスト化される。狸とキツネに挟まれてカタカタ震えている、子ネズミの絵だ。無論、狸が葛城さんでキツネが柳川さんだが。

「藍」

　名前を呼ばれて顔を上げれば、子ネズミ……もとい兄が立っていた。

「お兄ちゃん」

「行くぞ」

「えっ？」

　ぱっと皿を取り上げられて、手を引っ張られた。

「ちょっ、お兄ちゃん？」

　兄は私の手を掴んだままずんずん歩き、私は当然それに引きずられる。手の皿を近くにいたウェイターに渡すと、そのまま会場の外の廊下まで連れ出されてしまった。

「とりあえず一度実家に行こう。このままじゃお前ほんとに葛城さんと結婚することになる」

「ちょっと待ってよ。だから私はそのつもりなんだって」

「お前なあ。これがどういうことかわかってんのか。今ならまだ間に合うから、お前は気にしないで今までどおり」

「そう言ってまた花月庵の問題から私を遠ざけるんでしょ」

　ぱしっと掴まれた手を振り払って兄を睨んだ。兄は驚いた顔で私を見て、周囲を見回す。今はまだパーティーの途中で辺りには人の気配はないが、誰かに話を聞かれるのは困る。念のため通路の隅に身を寄せた。

「……お前。政略結婚がどういうことかわかってんのか」

「わかってるよ。私だって、今日ここに来るまでにたくさん考えたよ」

　私と結婚することで、彼にもメリットがある。それはきっと、買収だけでは手に入らないものなのだろう。

　だけどその代わり、花月庵をできるだけ現状で残すと約束してくれた。本当にその約束が守られるように、私もうまく交渉していかなければならない。そうでなければ、この結婚が葛城さんにとってだけ意味のあるものになってしまうのだ。

　その点において、彼は多分話のわかる人ではないだろうか。ただの直感にすぎないけれど、祖母も葛城さんとのことを反対したりはしなかった。

「葛城さんは、少なくとも私を蚊帳の外にはしない。ちゃんと話してくれる。だから花月庵のことも」

　ちゃんと、結婚するだけのメリットを残してみせると言いたかったのだが、途中で言葉を遮られた。

「そんなことを言ってるんじゃない。好きでもない男と結婚することになるんだってことだよ」

　兄の声は少し苛ついていた。

「それは……」

「ほかに好きな男は？　今はいなくてもこの先できたらどうする？」

　すぐに言葉は出なくて、一度唇を噛んだ。この問題で詰められれば、私はなんて言えばいいのか自信がなくなる。たしかに普通に恋愛して結婚して、というのは憧れる。

　だけどそれがすべてじゃないし始まりなんて人それぞれじゃないか。

「……葛城さんは、見た目はかっこいいし、それにすごく頭がいいと思う。いい人かどうかはまだわからないけれど、悪いことはしないと思う」

「だから？」

「これだって、ひとつの縁でしょ？　あの人と結婚するって決めたんだから信頼関係が築けるように努力する。好きになれると思う。葛城さんだって、そう言ってくれた」

　そうだ、私との関係もちゃんと考えてくれるっていうのは、そういうことでしょう？

　だったら決して、この話は悪くない。むしろ、とてもいい話じゃないかと思う。

　だけど兄は、ふっとため息をついた。

「恋愛なんて理屈じゃないだろ」

「わかってるよ」

「わかってない。うまくいかなかったとしても後戻りはできない。それをわかってんのかって」

　恋愛と違って、結婚はそう簡単には引き返せない。それも政略結婚なら尚さら、互いの会社の経営状況にも左右される。結婚生活がうまくいかなくなっても、簡単に出戻るなんてできないのだ。でもそれなら答えは簡単だ。好きになれるかどうかを問われるよりも、簡単だった。

「恋愛も結婚も仕事も、人を信じることからでしょ。恋愛感情がなくても築ける関係はある」

　そのセリフが、兄を言い負かすためにひねり出したものか私が本当にそう思っているのか、わからない。たしかに必死に言葉を探していたし、葛城さんを信じてみようと思ったのもどちらも本当のことだ。

　まっすぐ見据えていると、兄はやがて「はあああ」とやたら長いため息を落とす。

「お前が頑固なのはよくよくわかってるよ。親父譲り」

「やめてよ、あそこまでひどくない」

「あほか。そっくりだよ」

　それからがっくりと肩を落とした後、とても弱々しい声で言った。

「……正直、助かったんだ。経営は立ち行かなくなってるし、もし買収したのが柳楽堂だったら多分間違いなく、花月庵は名前も残らず吸収されてた。そうなったら今の従業員もどうなったかわからない」

「お兄ちゃん……」

「葛城さんは、名前も現在の経営方針も極力そのままでと言ってくれてる。ただその条件が婚姻関係による結束の強化だった。ほんとにいいんだな。お前が決めたっていうなら、親父の説得は協力する」

　ようやく兄の口から、葛城さんが私との縁組を申し入れた経緯を少しばかり聞けた。なかなかゲスいことをするなあ、と思ったのも本当だ。

　だけど、私の中で今すでに、生まれつつあるものにも気づいていた。

『俺に興味を持ってもらえるよう、努力するよ』

　今、見えているあの人の姿だけがきっと本当じゃない。それを知りたくなった、興味を持ってしまったのだ。思えば彼に初めて会った時から、日々その欲求は強くなっている。葛城さんの全部の顔を暴いてみたい。

「大丈夫。私は嫌々決めたわけじゃないし、気持ちは前向きだよ」

　しっかりと兄にうなずいてみせた。




　兄を見送ってから会場に戻ると、スイーツのテーブルの近くに葛城さんの姿を見つけた。さっき先輩だと言っていた人はもう近くにいなくて、代わりにわらわらと数人の女の子に囲まれていたりする。

　まるで色とりどりの花に囲まれたような、背の高いすらりとした立ち姿。私を見つけると彼こそ花であるように、ふわりと笑った。

「見つけた」

　女性の輪の中からまっすぐ抜け出してきた彼の手には、かわいいスイーツののったお皿がある。

「……なにしてるんですか」

「藍さんを捜してたら囲まれてしまっただけだよ」

　わかっちゃいたけど、女性がほっとくわけない風貌だ。なんとなく、むっとした。できたてほやほやでまだ正式とは言えないかもしれないが、彼は私の婚約者だ。そんなへらへらしないでほしい。

　眉をひそめていると、彼が少し顔を寄せて小声で言った。

「逃げ出したかと思った」

「……逃げませんよ」

「そう？　今夜のことで怖気づいたのかと」

　今夜のこと？

　と一瞬首をかしげて、すぐに思い出した。

　……そうだ。今夜、どうなるんだった？

　さっきささやかれたことを思い出して、顔が火照り始める。彼は目を細めて意地悪に笑い、言った。

「潔いね、藍さんは」

「打ち合わせですよね？」

「これ食べる？」

　わざと話を逸らして、葛城さんがフォークでケーキをひとかけすくう。カスタードババロアとフルーツの、カラフルでかわいいケーキだった。

　それを、私の口もと近くまで持ってくる。意図はわかるが、それはちょっと、いちゃつきすぎで恥ずかしい。

　ためらったが、葛城さんのうしろ、さっきの女性たちの目がちらちらとこちらを見ていることに気がついた。視線を葛城さんに戻せば、彼は「ん？」と首をかしげてフォークを引っ込める気配はない。

　渋々、小さく口を開けた。下唇に、冷たくて硬いフォークの感触。それから舌の上に、蕩とろけるような甘味と酸味が広がった。

　にこっと余裕を装って意地で笑ってみせたけれど、きっと顔は赤いだろう。彼の背後で、女性の何人かがトゲのある視線を向けてきていた。本当に結婚してしまうまで、私はどうやらああいった女性とも闘わなければいけないらしい。

「おいしいです」

「よかった。あそこの女の子が勧めてくれてね」

　にっこりと邪気のない顔でそう言われ、ローストビーフに続いて今度はケーキが喉に詰まりそうになった。今日の私の喉は大変忙しい。

「……それ、葛城さんに食べてほしかったのでは」

「ん？　そう？」

　彼もひと口食べるのかと思ったら、また私に差し出してくる。

「俺は、君に喜んでほしいからどれがおいしいか聞いただけ」

　どこまでが天然でどこからが計算なのか、私には測れない。だけどこれが私の選んだ人なのだ。覚悟を決めて再び彼が差し出すケーキを口に入れると、三度目は彼が自分の口にぱくりと含む。

　間接キスだ……なんて今時中学生でもうろたえないようなことで私はまた喉が詰まりかけ、慌てて飲み物を探した。




　かくして私は、甘い感情の伴わないこの政略結婚に踏み出すことになった。

　決して軽い気持ちだったわけではない。

　ただ、やはり私は知らなかった。

　恋というものを、知らなかったのだ。

　人を愛するということも、愛されるということも。










ファーストキスは突然に




　最初に着付けをしてもらったホテルの部屋に戻った途端、どっと疲れが押し寄せる。体の力が抜けてくると、急に帯が息苦しく感じられた。

　それにしても、すごい部屋だ。

　帯に指を差し入れ軽く引っ張りながら、改めて見回した。さっきはゆっくり見ている暇もなかったけれど、普通ホテルの部屋といったら入ってすぐベッドがあって、簡単なテーブルか壁に備えつけのドレッサーがあってという、最低限のスペースしかないのが一般的じゃないだろうか。

　この部屋は入ってまず、リビングルームが広がっている。ソファはふたり掛けとひとり掛けがそれぞれひとつ、それから大きなテレビ。実家のリビングより広々としていて、そこからまだ部屋があるらしくふたつほど扉があった。

　正面にある大きな窓からは、夜にはまだ早い、オレンジと薄い藍色の空が見える。

「そこの部屋で先に着替えてくるといいよ。疲れただろう」

「ありがとうございます……」

　お言葉に甘えて、そうさせてもらおう。

　このままでは話に身が入りそうにない。

「着物の箱と、私の服は……」

「その部屋じゃないかな」

　彼が先導してひとつの扉に向かう。うしろをついていって、目の前で開かれた扉の向こうが目に入り「うっ」と思わず喉を詰まらせる。

　いわずもがなそこは寝室で、大きなベッドがふたつどどんと置かれていた。

「脱ぐの、手伝おうか？」

　扉を開いたまま支えてくれていた葛城さんの声が、すぐ間近で聞こえる。彼の方がずっと年上なのだからあたり前なのだが、なにをひとつとっても余裕の表情なのが腹立たしい。横目でじろりと睨んで言い返した。

「着物くらい、ひとりで脱ぐのも着るのもできます」

　振袖はさすがにひとりで着るのは無理だけれど、脱ぐくらいは問題ない。一歩寝室の中へ入ると、振り返って、葛城さんの目の前で無理やり扉をバタンと閉めた。

　そのまましばらく耳を澄ませる。

　すると、彼が扉の前から離れていく足音がして、ほっと息を吐いた。自分の服に着替え、着物は丁寧に畳んでたとう紙に包み、桐箱に入れる。髪もアップにされていたのを一度ほどくと、癖がついてしまっていたのでゴムでひとつに結びくるんと丸めておく。

　深呼吸をひとつ、ふたつ繰り返した。浅はかだっただろうか、と少し後悔をしている。ここで着替えたのだから当然のようにこの部屋に戻ってきてしまったけれど、客室ならベッドがあって当然で、もしや今夜ここに泊まるつもりなのかと思えば嫌でも意識してしまう。

　いや、明日は仕事だ。今日はなにがなんでも帰してもらおう、そうしよう。いくらなんでも、婚約を受け入れてすぐにそんな関係まで受け入れなくてもいいはずだ。

　葛城さんだって、花月庵の味や顧客を最大限に利用するなら父や兄の協力は必要不可欠なはずだし、多分そのための架け橋が私なのだ。私が嫌だと言えばこれ以上強引なことはできないはず。

　気合を入れ、静かに扉を開けてリビングを覗くと、彼がソファに座ってスマホをいじっているところだった。私に気がつき、優しく微笑む。

「なにか飲む？　コーヒーは淹いれてあるけど」

「それでいいです」

　葛城さんはふたり掛けのソファの片側半分に座っていて、私の分のコーヒーはその反対側に座るようにとローテーブルの上に置かれている。

　一瞬悩んだが、わざわざコーヒーの場所を変えてまでひとり掛けの方に座るのは感じが悪い。観念して同じソファのできるだけ端に寄り、ちょこんとお尻をのせた。

「……そんなに警戒しなくても」

「普通です」

「ちょっと、傷つくなあ。勝手が違うというか」

　葛城さんは苦笑いで頭のうしろをかいた。

「かって？」

「いや、いいよ。コーヒーどうぞ。さっき淹れたところだから冷めてないと思うけど」

　もしかして、頃合いを見計らって淹れてくれたのだろうか。触れたカップは、たしかにまだ十分に温かい。ひと口含むとちょうど飲みよい温度だった。

　温かさにほっと肩の力が抜けた時。

「じゃあ、飲みながらゆっくり聞いて。これからのことだけど」

　あんまりゆっくりは味わえそうにない話から始まった。

　柳楽堂のことがあるから、とにかく花月庵とカツラギが円満に業務提携することをできるだけアピールしておきたい、というのが葛城さんの要望だった。そのために今回のパーティー同様、今後もパートナー同伴の席があればあえて私を連れていきたいので、早めに仕事を辞めてサポートしてほしいということ。

　とても婚約のための話とは思えない、ビジネスライクな会話が淡々と進んだ。

　仕事は代わりの販売員がすぐに見つかれば、研修などの期間を経てひと月くらいで退職することは可能だ。少し寂しいけれど、この話を受けると決めた時に退職は覚悟していた。

　あとは秋に開かれる茶会で花月庵の上生菓子が主菓子として使われるのだが。

「その時には婚約を正式にお披露目できるようにしたいと思ってる」

「正式にはまずうちの父を打ち負かさないといけませんよ」

　まずというより、あの人が唯一で絶対の鉄壁防御だ。その防御は、頑固親父ゆえなかなかまっすぐ伝わらないが、私を思うがゆえなのだ。……多分。

　彼も今まで父と何度か相対してそのことはよくわかっているはずなのに、なんでもないことのようにさらりと言った。

「藍さんのお父さんの説得には、俺が行くよ。だから君は心配しなくていい」

「いや……無理ですって。葛城さんが行ったら逆効果ですよ」

　兄が協力してくれるとしたって、あの父がそう簡単に許すはずがない。だけど、彼にとってそんなことは大した問題でもないらしい。

「昔から、決まってるものだろう？」

「え？」

「〝娘さんを僕にください〟と言って一度は父親に殴られる。結婚のための通過儀礼だしね」

　言いながら笑った彼は、少し悪戯な、それでいて大人の空気を漂わせる。なぜそんなふうに感じたのか。それは多分、殴られることもいとわないという、揺るがない意思があるように見えたからだ。

　彼が、ぱら、ぱらと紙をめくる、その横顔をじっと見つめる。彼の手にあるのは、さっきまで私に見せてくれていた花月庵の過去のデータだ。店舗ごとや商品ごと、ネット販売分など細かなデータが書かれていた。どうにかして、採算の取れていない本店の改善のためにも父の協力を得たいと言っていた。

　それを聞いている間にも、段々とわからなくなってきていた。本当に、そんなことでカツラギにメリットがあるのだろうか？

　すでに資本提携とも言える状態で無理やり吸収合併しようと思えばできるのに、そうしない代わりに私と結婚するメリットは？

　殴られてもいいと思うくらいの意思の強さはどこからきているのだろう。

「あの……聞いても？」

「ん？」

「葛城さんにとってこの結婚のメリットはなんですか？」

　よくわからなくなってしまった。

　資料の紙をめくる手が止まる。横顔が少しこちらを向いて、私を見た瞬間にどきりとした。

「メリットは」

「はい」

　一度言葉をため込んだから、余計に空気に緊張が走る。

　彼の視線が私から逸れ宙を見ている表情が、なにか言葉を探しているように見えた。だから、歴れっきとした理由があるのかと期待したのに。

「かわいい奥さんが手に入る」

　にこっと笑われ、むかっとした。

「はぐらかさないでください」

　言い返したが、彼は資料の束をクリアファイルに入れてそれをローテーブルに置くと、今度は真顔で私を見つめる。

「藍さんの方こそ、さっきから花月庵のことばかりに熱心だけど」

「え」

　彼の上半身がわずかに私に近づこうと動いた。それだけで私はびくっと肩を震わせ、肘掛けに体重をかけるように一定の距離を保とうとしてしまう。わざとではない。どうしても体が警戒してしまうのだ。

　そんな私を見た葛城さんは、困ったような笑みを浮かべる。

「いきなり襲いかかったりしないから。もう少し警戒解いてくれないと話もできない」

「……すみません」

「そこまで嫌がられて、なにもする気は起きないよ。あんな仕事がらみのパーティーなんて疲れるだろうと思って、少しは休めるように部屋を取っといただけだ」

　彼はため息を吐いて両手を上げ、降参とでも言いたげだ。

「え。そのためだけにこんな部屋取っちゃったんですか？」

「くつろげないならほかの部屋に変えてもらおうか？」

「いえいえいえ、ありがとうございます」

　そんなことしたら余計にお金がかかるでしょう！

　慌てて首を振って「大丈夫です。くつろいでます」と言ったけれど、頬は引きつっていたかもしれない。

「ならいいけど。この後はどうする？　夕食はまだとても入らないだろう」

「そうですね。おなかいっぱい食べたので」

「あの状況で満腹になるまで食べられるのもすごいけどね。マッシュポテトもついてたからボリュームあったのにおかわりまで」

「えっ、だって、ローストビーフがおいしくて」

　そう、結局私はあの後、スイーツから再びローストビーフに戻り二皿目をいただいた。さすがにがっつきすぎただろうかと、ちょっと頬が熱くなる。

「女の子だから、リピするなら甘いもの中心だと思ったけどね」

　くすくす笑う彼が少し屈託なく、笑われているのに嫌な気はしなかった。

「甘いものは普段から食べてるからいいんです」

「まあ、実家が和菓子屋だもんな」

「それもあるけど、昔から祖母がよく作ってくれて、今は私もお菓子作りが趣味なので」

　そう言うと、彼はちょっと目を見開いた後、ゆっくりと私の全身に視線を巡らせて言った。

「……そのわりに細いね」

「ちょっと。変な目で見ないでくださいっ」

「いや、君こそいちいち人を変態みたいな目で見ないでくれる？」

　いつの間にかぎこちなさが薄れていた。気がつけばぽんぽんと会話のラリーが成立している。そのやりとりがとても小気味よく、こんなふうに男の人と会話が弾む経験が今までなかった。

　葛城さんが話上手なのか、そうしているうちに少しずつ警戒は緩む。

「次の休みはいつ？」

　そして今日はなにもしないと言った通り、デートから少しずつ進めてくれる様子にほっとした。また別の日に食事に行こうと提案してくれて、私はスマホが今手もとにないことに気づく。

　寝室に着物と一緒にバッグを置いたままだった。

「すみません、来週だったと思うけど、でも平日ですよ」

「かまわないよ、どうせ俺は休みなんてあってないようなもので、どこかで取らなきゃいけないだけだから。藍さんに合わせる」

「じゃあ、今月のシフトをのちほどメッセージで送ります。それと、また今日みたいな仕事関係で同伴した方がいい時も言ってください。誰かにシフト変わってもらえるか交渉しますから」

「ありがとう、助かる」

　そういう約束の上での結婚なのに、ちゃんとお礼も言ってくれる。案外誠実できちんとした人なのかもしれない、と思い始めて、気を許した微笑みでうなずいた。

　その瞬間、彼の目が少し熱のこもったものになる。その瞳の変化の意味を私は知らなくて、膝の上においていた手に大きな手が重なっても、すぐには状況を理解できなかった。

　――なんで？

　と、一度視線を手に落とす。それからもう一度彼を見た時には、ふわっと吐息がかかるくらいにすぐ目の前に彼の顔があった。

　コーヒーの香りがする。

　乾いたやわらかな唇が、一度だけ、ほんの一瞬、私の唇に触れた。不意打ちの出来事に驚きすぎて、息が止まってしまっていた。彼はまだ鼻先が擦れるくらいの距離にいる。

「未来の夫に、キスくらいは許してくれる？」

　かすれた声でささやかれ、私の唇に息がかかった。

　許すもなにも、今してしまったじゃないかと頭の中では思っていたけれど、瞬きでしか反応できない。もっともそれは、彼にとってキスのうちには入らなくて、許しを請うたのはそれより先のものだったのかもしれない。

　再び彼の唇が触れ、今度は濡れた、唇よりもやわらかなものが私の隙間にちらりと触れたのだ。それが舌だと気づいた瞬間、私の手は彼の手を振り払い、ぱああん！ と乾いた音を立てていた。

　手のひらがじんじんする。目の前には、平手打ちを食らってぽかんと目を見開いている葛城さん。

　本当に、ほんっとうに、心底驚いた顔をしているその人は、殴られた頬にゆっくりと手をやり「いて」とつぶやいた。その時やっと、息が止まっていたことに気がつき大きく空気を吸い込む。

「は、はじっ」

　初めてだったのに、と言おうとして口を噤む。この年になってキスをしたこともないと思われるのも悔しい。

　葛城さんの驚いた顔が、『たかがキスで』と言っているような気がして顔が熱くなった。だけど、べつに大事にとってたとかそんなわけではないけれど。

「ふ、不意打ちっ……」

　それも、なんの心の準備もないまま、一瞬でファーストキスが終わってしまうなんて……ひどい。しかし結局この苦情も、葛城さんには伝わらないんだろう。彼にとったらきっと、『たかがキス』に違いない。

　そう思ったらもうこれ以上言葉が出てこなかった。

「か、帰ります！」

「え。あ、藍さん！」

　彼の返事を聞く前にソファから立ち上がり、私が逃げ込んだ先は寝室だ。だってそこにバッグがあるのだから仕方がない。

　急いでバッグを掴み、またドアへ引き返す。葛城さんが呆然としてくれている間に、あのリビングを再び通らなければ帰れない、わけで。

「きゃあっ！」

「うわっ」

　寝室のドアを開ければ、そこには追いかけていた葛城さんがいて、思わずその鼻先でバタンと閉めてしまった。

　――ど、どうしよう、逃げ場が。

　扉を隔てて向こうに、葛城さんがいる。心臓が、重い音を立てていた。ファーストキスと唇を舐なめられた衝撃と、思い切り殴ってしまった申し訳なさで頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　だいたい、相手は結婚しようとしているその人なのだ、キスくらいでうろたえていてどうする、とも思う。だけど、あくまで政略なのだしそんなに積極的に『そこ』は進めなくてもいいんじゃないのか。

　ぐるぐると考えているうちに、じっとりと汗をかいてくる。

　その時、こんこんとノックの音と、「藍さん？」と、少しも怒っていない落ち着いた声がした。

「手は？　痛めてない？」

　言われて、まだ手のひらが熱いことに気がつく。だけど葛城さんの頬はもっと、痛いはず。

「……平気です」

「ならいいけど。そんな状態でひとりで帰すなんてできないから、落ち着いたら出ておいで」

　あんな思い切りよく叩かれて、腹は立たなかったのだろうか。葛城さんの声があまりに穏やかで、殴ってしまったことの罪悪感が次第に大きくなっていく。

「す、すみませんでした。叩いてしまって」

　二十四にもなって、まだキスもしたことないなんてきっと葛城さんも予想外だっただろう。

　だって、仕方ないではないか。キスなんて好きでもない人とするはずはないし、そんな人が今まで現れなかったのだから、未経験で当たり前だと思う。

「いや。こっちこそ急ぎすぎた。悪かったよ」

「……ほんとに、急だったと思ってくれてますか」

　葛城さんにしたら、ほんとに互いを知るための第一歩、程度だったのじゃないだろうか。そう思い恐る恐る聞くと、微妙な間が空いた。

「……いや、うん」

「なんですか、今の間。もしかして、笑ってますか」

「……違うよ、そうじゃなくて。……くくっ」

　ついに、扉の向こうで葛城さんの笑い声がした。声を押し殺そうとして失敗したらしい。

「わっ……笑ったっ」

　恥ずかしさで私の方は泣きそうになる。それを察知したのか、彼は慌てて言った。

「ごめん、いや。馬鹿にしてるわけじゃないよ」

　そう言いながらも、彼の言葉は一度途切れ、また「くくく」笑いを挟む。

「いや、ほんとに、ははっ……普段あんなに毅き然ぜんとしてるのに」

「うるさいです、もう……」

　案外笑い上じょう戸ごらしい彼を止めることはあきらめてむくれていると、ぽそっと笑いをこらえながらのつぶやきが聞こえた。扉越しなのもあり小さなその声は聞き取りづらかった。

「今なんか悪口言いました？」

「違うよ、なんで」

　さんざん笑ってようやく落ち着いたのか、大きく深呼吸をする音が聞こえる。

「疲れただろうし、その部屋で少し休んでからどこかドライブでも行こう。軽くなにか食べに行ってもいいし、そのまま帰ってもいい」

「……はい」

「俺は君の許可がなければ入らない。リビングにいるよ」

　そう言って、扉の向こうから遠ざかっていったのが足音でわかった。どっと疲れが押し寄せ、ふらふらとドアから離れると目の前のベッドにぽふんと横になる。たしかにクタクタだ。

　ため息をつき目を閉じる。すると、まざまざと思い出されたのはさっきの一瞬のキスで、慌てて目を開ける。

　触れた唇は、本当に優しくかすめるほどで。だけど、唇を舐めた舌先は一瞬なのに熱く感じた。

　ばっと勢いよくうつぶせになり、顔をベッドにうずめると声を出さずにしばらく悶絶した。間近に見た、少し熱っぽく感じた彼の瞳まで鮮明に思い出せてしまう。目を閉じるたびにこれではしばらく眠ることもできそうにない……そう思ったけれど。

　その後、私はひとり身悶えながらもいつの間にか眠ってしまって、なんと朝まで起きなかったのである。

　リビングで私に待まち惚ぼうけを食らわされた葛城さんはソファでひと晩眠ったらしく、私を見て「君は、やっぱり肝が据わってるよ」と少しあきれた声で笑ったのだった。










さあ恋を始めましょう




　公の場で葛城さんの婚約者をほのめかした日からもうじき一か月が経とうというのに……父からまったく音沙汰がないのが不気味だった。

　なにか言ってきたとしても、結局口論になりそうな気がしていたし、私から連絡することは葛城さんに止められていた。ただ、祖母からは連絡があり、この結婚を政略的なものだと知ってか知らずかとても喜んでいたから、まだ父の耳に入っていない、ということはありえないと思う。

「望月さん、お客様がいらしてますよ」

「はい？」

　定時を迎えようという頃、そう声をかけてきたのは、私の退職後の補充人員として来てくれた派遣販売員の年配の女性だ。お客様、というからてっきりお茶を買いに来た『お客様』で、どうして自分で接客せずに私を呼んだのか首をかしげながら振り向いた。

「かっ……！」

「お疲れさま。ごめんね、もうじき定時かなと思って寄ってしまったんだけど」

　そこにはスーツ姿の葛城さんが、他メーカーの販売員や通りすがりのお客様の視線を集めて立っていた。どうしてこう、この人は目立つんだろう。

「ど、どうしてここに」

「俺も早めに終わったから食事にでも行こうかと」

「だったらスマホに連絡してくれたら」

「制服姿も見たかった。やっぱりかわいいね」

　困惑して、言葉に詰まる。かあ、と頬が熱くなった。

　かわいい、なんて言ったって、ブラウスにベストとタイトスカートという、事務員のような制服だ。それに黒の三角巾を頭につけていて、恥ずかしい。だから来ないでくれと言っていたのに。

「望月さん、どうぞ上がって？　店長ももうすぐ休憩から戻るし」

　そう言って、派遣社員の女性がレジカウンターの下にあった私物のバッグを持ってきてくれた。

「……そうですか？　すみません」

　たしかにもう定時だし、派遣で販売に慣れている方なので問題はないだろう。バッグを受け取って頭を下げると、葛城さんの背中を押すようにして急いで売場から離れた。

「そんなに嫌がらなくても」

「嫌っていうか恥ずかしいんですってば……葛城さん目立つし」

　ほんっとに自覚してほしい。もうじき退職する身だし、あまり目立ったことはしたくないのだ。




　一度更衣室に寄って私服に着替えて、その間待っていてくれた葛城さんとすぐに合流した。

　葛城さんは、驚くほどにまめな人だった。気を使ってくれているのかもしれないけれど、会えない日でもとにかく一度は電話をくれた。平日時間が合えば、こうして食事に誘ってくれる。

　休みを合わせて会ったのは、まだ一度だけだけれど。ドライブに行って、都会から離れた場所でランチを食べ散策してまだ明るいうちに帰るという、健全極まりないデートだった。間違いなく私に合わせてくれているのだろう。

　今夜はふたりで私のなじみのお好み焼き店に行った後、葛城さんが車を停めている駐車場まで、ショッピングモールを歩く。彼は当然のように私と手を繋ぐ。いい加減慣れてはきていても、やっぱり恥ずかしいし変に意識してしまう。この程度のことでいつまでもうろたえていてはいけない、とわかっているのだけれど。

「あ、そうだ。さっきお店にいた販売員さん、補充で入ってくれた方なんですけど、すごく接客にも慣れてるしあの百貨店も経験がある方なので、引継ぎも順調で」

　会話に隙間ができそうで、咄嗟に次の話題をあてがった。ふたりで会っているだけならそれほど気にならないのに、手を繋ぐとどうしても調子が狂う。

「それはよかった。いつ頃退職？」

「一応研修期間はいてくれって言われて、あと二週間ってとこです」

「給料がなくなるだろう。マンションの家賃とか大丈夫？」

「はい。貯金があるのでなんとか」

　本当のことを言うと、家賃補助もなくなるのでちょっときついが。光熱費諸々を計算すると、食費を節約すればなんとか半年は持つだろう。

　通帳の残高を思い出しながら答えると、くすりと笑われた。隣を見れば、彼は苦笑いを浮かべている。

「……なんですか？」

「いや。この一か月、何度も会ってわかってきたけど、君は本当にしっかりしてるというか……隙がないというか」

　褒められているのだろうか、よくわからない。首をかしげながら隣を見上げていると、彼の向こうにある大きな柱の広告が目に留まった。

「……あ」

　気になっていたフリーマーケットのイベントが張り出されていて、つい立ち止まる。

「なに？」

「この緑地公園のイベント。一か月間、晴れの日だけやってるんですけど、気になってて」

　ハンドメイドのフリーマーケットもやっていて、一度見に行きたいと思っていた。

「行く？」

「え？」

「次の休み。俺も合わせられそうだから一緒に行こう」

　きゅっ、とそのタイミングで繋いだ手を強く握り返された。隣を見上げれば、葛城さんが優しい目で私を見下ろしている。

「……行きます」

　うなずく瞬間、なんとなく目を逸らしてしまった。なんだろう、この頃葛城さんと話していると、胸の奥が疼くような、こそばゆい感覚に襲われてしまう。




　政略結婚なんて、もっと無味乾燥に事を進めるものだと思っていた。形式的に何度か会い気を使いながら話をして、淡々と結婚までの必要事項をクリアしていく。普通、一般的にはそんなものだろう。

　だけど、葛城さんは最初に言った通り、私の気持ちを置き去りにしたりはしなかった。私を部屋まで送り、玄関先で頬にキスだけ残して帰っていく。

　今夜も彼は紳士的だった。こんなにも私に合わせてくれているのだ、私も少しは、なにかしなければいけないような気にさせられる。

　お風呂に入った後、寝転びながらスマホをいじりメッセージアプリを起動する。スクロールして、久しぶりに大学の友人だけのグループチャットを開いた。

　社会人になってからは、それほどしょっちゅう連絡を取ったりはしないけれど、たまに近況を報告し合ったりする。主に、彼氏ができたとか、別れたとか。

　ぱぱぱっと指をすべらせ【この度政略結婚をすることになりました】と入力して、いったん消した。

　いや、いくらなんでもそれは説明するのが大変だ。そのこと自体を相談したいわけじゃないのだ。

【デートすることになりました】

　そう入力してトン、と送信ボタンの上を指で叩く。

　彼女らしいことをするにはどうしたらいいのだろうか、きっとなんだかんだ話をしているうちにお節介な友人たちがいろいろと伝授してくれるのだ。

　数分も経たないうちに何人かの既読がついて。

「わっ」

　ぱぱぱぱぱっ！

　いくつかスタンプやら驚きのメッセージが入った。

【嘘っ！】【藍がまじで】【相手誰！】【ついに藍ちゃんに彼氏が】【ちょっと明日の天気大丈夫？　私デートなんだけど】

　うるさいな！と思うようなメッセージがしばらくガチャガチャと流れていた。




　当日、昼少し前に迎えに来てくれる予定で、私は朝早くからキッチンに立っていた。

　デートの場所は緑地公園、と言えば皆が一様に《弁当を作れ！》という意見だったのだ。

　それから、手作りお菓子もプラスされた。

〝藍ちゃんといえばお菓子〟なのだそうだ。

「……いきなり重くないかなあ」

　いや、でも。

　いきなり釣書送ってきた人だしな。その点で言えば向こうの方が遥かに重い。

　メニューはＢＬＴサンドとからあげ、ブロッコリーのアンチョビ炒めと、プチトマトの中をくりぬいてマッシュポテトを詰めたもの。小ぶりのかわいいお重にバランスよく入れて、おかずにはピックを何本か差しておく。

「よし、できた」

　お重を保冷バッグに入れて、お菓子の瓶のスペースを確保するため少し端に寄せる。お菓子は、すでに準備して瓶に詰めてある。透明なその瓶を持ち上げ、キッチンの灯りにかざした。

「乾燥、甘かったかなあ」

　瓶の中には、半透明の赤と青に着色された琥こ珀はく糖とうが詰められている。砂糖水に着色して粉寒天を溶かして固め、ひと口サイズにちぎってさらに乾燥させた、宝石みたいな砂糖菓子だ。これなら見た目も綺麗だし、外でも食べやすい。

　それに、ちらりと思ったことがあった。葛城さんは、もしかしたら甘いものがあまり好きじゃないのかもしれない。

　和食のお店で、私や祖母と同じコース料理を食べていたのに、葛城さんの分だけデザートが省かれていたことを思い出したのだ。

　パーティーで周りに見せつけるように私にデザートを食べさせていた時も、彼も少しは口に運んでいたけれど。あまり率先した感じではなかった。

　琥珀糖なら日持ちもするし、もし彼が食べないなら持って帰ればいい。




　気恥ずかしさを覚えたのは、彼に会ってからだった。

「なにが入ってるの？」

　彼が、助手席に座った私の膝から保冷バッグを持ち上げ、運転席との間から後部シートへ移動させる。その重みに不思議に思ったらしい。

「あの……お弁当を」

　言葉にしてから、じわ、と顔が熱くなって汗が滲み出た。やっぱり、いきなり張り切りすぎだったろうかと、茹ゆで蛸だこのようになっていた私だったが。

「いいね。公園で食べる？」

「あ、うん。そのつもりで……天気もよさそうだし」

　さらりと受け入れてくれた葛城さんに、ほっとする。

「ありがとう。手料理なんて久しぶりだな」

「たいしたものは作ってないですよ」

　そう言いつつ、喜んでもらえたことに私も頬が緩んだ。

　公園は過ごしよい気候で、イベントのためか平日のわりに賑わっていた。葛城さんが保冷バッグを持ってくれて、手を繋いで散策する。

　フリーマーケットでは、ハンドメイドのレジンアクセサリーについ夢中になり売り子をしていた作家の女性と話し込んでしまった。いつか作ってみたいと言ったら、丁寧に教えてくれたのだ。

「簡単だよー、って言ってたけど、すごく難しそうに聞こえたけどなあ」

「藍さんは器用にこなしそうだけどね」

「そうですか？」

「好きなことに夢中になるタイプでしょう。そういうタイプの人は集中してなんでもすぐに覚える。俺の存在を忘れて話に夢中になってた」

　くす、と笑いながら、突然耳たぶをくすぐられた。

　新しいピアスが揺れる感触と、くすぐったいような心地よいような感覚に襲われて肩をすくめてしまう。さっき親切に教えてくれたお姉さんの作品の中から、小さな青い花とコットンパールがキラキラ揺れるピアスを葛城さんが買ってくれたのだ。

「すみません、つい、興味深くて……ピアスありがとうございました」

　変に反応してしまったことを悟られないよう、なんでもないフリで話を続けた。

「藍さん、指輪つけてくれないしね……ピアスならと思って」

「えっ！　あれは無理です、ピアスだからとか指輪だからとかではなくてですね」

　絶対、高価でしょう？

　値段なんて聞いてないけど、とてもじゃないが恐ろしくて普段使いなんてできないのだ。石だって大きいし、手を洗うのも気を使う。洗い物なんて怖くてできないし、仕事には当然つけてはいけない。

　もちろん、葛城さんのパートナーとしてまた人前に出る時は身につけるつもりだけれど。

「気にしないで使ってくれたらいいのに。……雲行き、怪しくなってきたね」

　ふと、葛城さんの目が私から逸れて前方の空を見上げる。

　同じ方向に目をやれば、さっきまであんなに晴れていたのにどんよりとした灰色の雲が太陽を隠そうとしていた。

　ぽつ、ぽつ、と雨が落ち始めたら、あとはあっという間だった。

「これ被って」

　ばさ、と彼は着ていた春物のジャケットを私の頭に被せると、繋いだ手を引っ張った。小走りで駐車場まで戻る。

　車に乗り込んだ時には、葛城さんはずぶ濡れだった。

「あんなにいい天気だったのにー」

「急に降りだしたなあ。藍さん、濡れたでしょう。寒くない？」

「私は足もとくらいです。それより葛城さんが」

　急いでバッグを開けたが、入っているのは小さなタオルハンカチくらいだ。慰め程度にしかならないが、ないよりマシかと彼にタオルハンカチを差し出した。

「ありがとう。お弁当、外で食べるわけにはいかなくなったね」

「そんなのはべつにいいんですって。それより風邪ひきますから……今日はもう帰りますか？」

　正直、すごく楽しかった。だから本当に残念だけれど……。着替えなんかないだろうし、今日は帰るのがベストだ。

　とりあえずといった感じで顔の水滴だけ拭った彼が「ありがとう」とタオルハンカチを返してくれた。それを受け取ろうとした時、葛城さんの目が私の表情をうかがうように、こちらを覗き込んでいることに気づく。

「葛城さん？」

「せっかくだし、うちで食べる？」

「え……」

「このまま車の中で食べてもいいけど、やっぱりちょっと寒いしね。藍さんがよければ、近々案内しようとは思ってた」

　葛城さんの家。否応なしに緊張感に襲われる。だけど、迷いはしなかった。

「……お邪魔していいなら」

　お伺いします、とうなずいてみせる。彼は少し目を見開いた後、ふんわりと微笑み、ゆっくりとハンドルを掴んだ。

「決まり」

　エンジンのかかる音がして、静かに車は走り出した。




　男の人のひとり暮らしの家に上がるのは、当然初めてのことだった。平静を装っていたけれど、多分緊張感は葛城さんにも伝わっていると思う。

　地下駐車場に車を停めて、そこから一気に最上階まで上がる。高層マンションの一室、ドアの前で彼は「覚悟はいい？」と言った――。

「葛城さん！　いくらひとり暮らしでも、せめて洗濯は三日に一度はするべきです！」

　リビングのソファの背もたれに放置されていたワイシャツをまとめて洗濯場に持っていき、再びリビングに戻るとまず苦情を言った。

「ワイシャツはクリーニングに出すんだけど先週忙しくて……」

　テーブルの上に出しっぱなしになっていた仕事の書類やらを片づけながら、彼は申し訳なさそうに言い訳をする。

「近々、私を呼んでくれるつもりだったんですよね？」

「……先にハウスクリーニングを呼んでからね。今日はほんとに急だったからで」

「普段、そんなに忙しいんですか？」

「それもあるけど。寝に帰るか仕事してるかだからあまり家の中のことに気を配ったこともないし」

「豪華なマンションなのにもったいない……」

　私は、テーブル上の使用済みのカップを片づけに向かう。途中、お仕事中のお掃除ロボに遭遇し、私の横を通り過ぎていくのを待ってからキッチンに入った。よかった、流し台はそれほど汚くない。というか、カップやグラスしか見あたらないから家で食事はしないのかもしれない。

　数分前、『覚悟はいい？』と聞かれ、ドキドキしながらドアを開け中に入り、その散らかりように一瞬で緊張感は消し飛んだ。私がドア前で決めた覚悟とは、別の覚悟が必要だったようだ。

　大事な仕事の書類だけ片づけてもらって、風邪をひくからと先にシャワーを浴びてきてもらい。その間に私は汚れたカップを洗ってからリビングの体裁を取り繕い、お重をテーブルの中央に据えてお皿を拝借し準備を整える。

　カーテンで閉ざされていた窓を開けると、雨で灰色の空だけれど絶景が広がっていた。

「すっ……ごい」

　何階だっけ？

　最上階だからそれだけ覚えていた。

　天気がよければ、もっと遠くまで見渡せただろう。夜景もきっと美しいはずだ。こんないいとこに住んでいて、部屋は雑然としているなんてほんとにもったいない。

　なんでも完璧にこなしそうな人だと思っていたけれど。

「……案外手がかかりそう」

「じゃあ、藍さんが面倒見てくれる？」

　そんなセリフと共に、真うしろからシャンプーの香りがした。

　同時に、肩に重みがかかり、ふわりと温かい体温が背中と肩に伝わってくる。

　どきりとして、一瞬うろたえてしまったけれど。

「……腹減った。食べない？」

　と甘えたような声で言うので、つい笑ってしまった。

　考えてみれば、男の人に手料理を食べてもらうのは、兄と父を除いて葛城さんが初めてだ。

　そう思うと、やはり少し緊張する。

「……うまい。藍さん、すごいな」

　サンドイッチをひとつ食べ、すぐにからあげやブロッコリーなどほかのおかずにも手をつけてから、驚いた顔でつぶやくとまたひとつサンドイッチを手に取る。

「喜んでいただけてよかったです」

　外で食べやすいようにと簡単にサンドイッチにしたのだけど。最初から家で食べる予定だったら、もっと手の込んだお弁当を作ったのに、とちょっと残念に思う。けれど葛城さんはどれもおいしそうに食べてくれて、その表情に満足しながら私もサンドイッチを手に取った。

　綺麗に空になったお重を見るとうれしくなって、つい口もとを緩ませながら片づける。お重の横には琥珀糖の瓶があり、それはテーブルに出したままでお重だけを保冷バッグに戻した。

「ありがとう。手料理なんかほんとに久しぶりに食べた……」

「いつも外食ですか？　体壊しますよ」

「手がかかる男で悪いけど、本当にいろんな意味で早く嫁に来てくれない？」

　甘い理由よりも、どちらかというと切実さのこもったセリフが私たちの関係らしくて笑ってしまう。

「仕事辞めたら、掃除とかしに来ます」

「本当に？　じゃあ、これ渡しとく」

　彼が不意に私の手を取ると、手のひらになにかを握らせる。

「いつ来てくれてもいいし、泊まってくれてもいいよ」

　手を広げると、そこには真新しい鍵があった。

「この家の、合鍵？」

「そう」

　当然だろう、と言いたげに彼が苦笑いする。

「君が気軽に寝泊まりできるようにゲストルームを……うん、片づけとくから」

　いまいち頼りない語尾に、思わず噴き出してしまった。

　一瞬、『泊まってくれてもいい』という言葉に緊張してしまったけれど、そんな私のことも彼はわかってくれているらしい。ゲストルームを用意してくれるのは、そういう意味だ。

　彼はあの『不意打ちキス』以来、強引になにかしようとしたことも、私を抱きしめたこともない。別れ際の、頬へのキスだけ。本当に、紳士的だった。

「わかりました。ご飯も作らないと葛城さん病気になっちゃいそうですし」

　ありがとうございます、と受け取った鍵をバッグにしまう。

　そういえば、男の人に合鍵をもらうのも初めてで、私はこうして、いろんな初めてを葛城さんと経験していくのかと思うと、気恥ずかしいようなこそばゆいような感覚に襲われる。

　だけど決して、嫌じゃない、そう思えることにほっとした。そんな私の様子を、彼ももしかしたら、うかがっていたのかもしれない。

「あ。コーヒーでも淹れましょうか」

　と、ソファから立ち上がった私の手首を、葛城さんがやんわりと掴んで引き留めた。

「葛城さん？」

「コーヒーはいいよ。それより」

　ゆっくりと、私を驚かせないようにしてくれているのがわかる。私を引き寄せ、ソファに座る彼の足の間に立たされた。

「少しだけ、距離を詰めてもかまわない？」

　そう言う彼の目に、正面からまっすぐに見つめられ息をのむ。

　この人は、今まで上手に私の警戒心を解いてくれていたのだと思う。夫婦になるのだから、私からも歩み寄るべきだし……そう、嫌じゃない。ただ、なんと答えたらいいのか素直には言葉が出てくれない。

「……いちいち聞かれたら恥ずかしい」

　とぼそっとつぶやいたらもっともな言い分を返された。

「不意打ちでしたら殴ったくせに」

「あ、あれは！　ファーストキスが不意打ちの一瞬で終わったからで！」

　慌てて言い訳をした私は、うっかりファーストキスだったとばらしてしまった。多分、バレバレだったろうとは思うけれど。

　てっきりそのことでまたからかわれると思ったら、彼は意外なところで微笑んだ。

「不意打ちじゃなければ嫌じゃなかったってことだ」

　優しいだけだった彼の微笑みに、今まで潜ませていたのだろう妖艶さが滲み出る。「う」と言葉に詰まってしまったが、どうにか声を絞り出した。

「だから。聞かないでくださいってば」

　そう言うので精いっぱいだ。

　素直に言うってこんなに難しいことだった？

　顔が火照って熱くなるほどに、泣きたいわけでもないのに目が潤む。くんっともうひとたび腕を引かれて前屈みになってしまい、いっそう近づいた距離に怖気づいた私は、目を閉じてしまった。すると急に両腕を掴まれて、くるんと体の向きを変えさせられる。

「え、わっ」

　葛城さんに背を向ける形になった。

「これ、なに？　さっきから気になってた」

「えっ？」

　私をうしろから抱きしめながら、彼が少し腰を上げたのがわかる。大きな手がテーブルの上にある琥珀糖の瓶を取って、またぽすんとソファに腰を下ろす。

「これ。綺麗だね」

　気がつけば、私は葛城さんの足の間に腰を落ち着けて、ぴったりと背中を密着させていた。

「お菓子？」

　肩の近くに葛城さんの顔がある。

「あ……琥珀糖です。作ってきたんですけど……た、食べますか」

　いきなりキス、とかではなかったけれど。背中のゼロ距離が、急速に私の心臓を追いつめる。彼の手が私の目の前で瓶を開ける。緊張感に耐えられなくて、なんでもいいから話題を探した。

「昔、祖母に初めて作り方を教わったお菓子なんです」

「へえ」

　彼が声を発するたびに、偶然なのかなんなのか吐息が耳にあたってくすぐったい。

「料理もお祖母さんから？」

「基本はそうです。でも、祖母とはお菓子作りの方が多かったかも。洋菓子でも和菓子でもなんでも手作りしちゃう人で……」

　開いた瓶が傾けられて、咄嗟に差し出した手のひらに、ころんと琥珀糖がひとつ、きらめきながら落ちてくる。薄い藍色に染まったその琥珀糖は、葛城さんがくれた指輪の石の色に少し似ていた。

　手のひらにのせたまま彼が手に取りやすいよう少し掲げる。彼の左手に瓶、右手には蓋。てっきりどちらかをテーブルに置いて、手のひらから琥珀糖を取ってくれるのだと思っていた。

「もう少し、上」

「え。こう？」

　言われるままに位置を高くすると、彼は身を乗り出して私の手から直接、琥珀糖を食べた。即座に、かあっと頬が火照る。

「行儀悪い……」

　というか、恥ずかしい。恋人同士でもふたりきりでも、こんなことするだろうか。この空気の甘さに、私の脳は疲れて麻ま痺ひし始めていた。

「だって手、塞がってるし。甘いね」

　そうしてまた私の耳もとで話されると、低い声が耳の中に響いて、そのくすぐったさに頭がぼんやりとしてきてしまう。

「おいしい」

「それは……よかったです」

　気を張って肩に力を入れているのもしんどくなって、ころんと再び琥珀糖が手のひらに転がった時。ほうっと力が抜けてうしろの彼にもたれかかった。ひと口サイズの琥珀糖を今度は自分の口に運ぶと、優しい甘みが舌にのる。

　……うん。おいしくできてる。

　口の中で、体温でじんわりと甘味が溶けて広がるのを味わう。私自身も温めるようにうしろから包まれていて、この状況を受け入れてしまえばとても気持ちがよかった。

　ちゅっと耳の近くに唇が触れる。それから顔を少しだけ横に向ければ、今度は頬に触れる。じっと、彼が私の反応を待っている。

　……嫌じゃない。

　空気にのまれてぼんやりとした頭では、それだけ判断するのが精いっぱいで、私は上半身を半分振り向かせ片手で彼のシャツを握った。

　重なる唇の、甘さに酔う。

　やわらかさを確かめるように唇を啄ついばんだ後、彼は一度キスをやめ片腕でしっかりと私の肩を抱え込む。右側に体を倒すよう体重移動を促しながら、彼の体が私を覆う。

　ごと、と音がした。瓶をテーブルに置いた音だ。

　再びくすぐるように互いの唇を触れ合わせる。肩を抱く手は強くてがっしりとしていて、あきらかな、力と体格の差を感じさせられた。

　心臓が、痛いくらいに早鐘を打つ。彼のもう片方の手が、私の両足の膝を引き寄せ気づけば膝の上で横抱きにされていた。ちゅ。と下唇を挟まれた後。

「舌、出して」

　どうして舌なんか、と思いながらもう、素直に従うしかできない。それほどに思考回路を奪われた私は、唇の間から少しだけ舌を覗かせた。一瞬だけ、舌先が触れ合う。

　濡れて、甘い。

　驚いて跳ねた体は肩を抱く腕に支えられ、咄嗟に手を動かしかけたけれどいつの間にか手首を彼に押さえられていた。引っ込めてしまった舌を、誘うように再び唇を啄み「もう一度」とねだられる。

　ぎゅっと目を閉じて再び差し出すと、彼がゆっくりと舌同士を絡ませた。唇で挟み、吸い上げて、徐々に絡み方が濃厚になる。じわりと目尻に涙が滲んだ。舌先がこんなに敏感だなんて知らなかった。

　やがて、上がる息に空気を求め唇を大きく開く。その隙に彼の大きな舌が私の口の中に入り込んだ。驚いたけれど、力の抜けてしまった体はもう、翻弄されるだけだった。頭の片隅を、キスってこんなに甘かったんだ、とちらりとよぎる。その甘味は、キスの直前互いに含んだ琥珀糖の甘味だったのだけれど。私の頭の中はこの時、キスの甘味だと勘違いしていた。

　長いキスが終わって、ぺろ、と彼が私の唇の端を舐める。その時になって、そうだ砂糖の甘さだと、唾液がただ甘いわけはないと気がついた。

「甘いね」

　彼が、くすっと笑った。砂糖の混じった互いの唾液の味だったのだと気がつくと、急速に恥ずかしくなってきて、同時に段々と頭もはっきりとし始める。なのに、葛城さんはまだ私を片腕に抱いたまま、頬や耳のそばにキスを続けていて。

「もう一回していい？」

　片手がなぜか、私の太ふと腿ももをなでている。

「や、ま、待って……」

「甘くておいしい」

「そ、それ琥珀糖だから！」

　慌てて太腿にある彼の手を、上から掴んで阻止した。

「あ。もとに戻っちゃった」

　我に返った私に気づき、残念そうに笑う。ということは、キスに溶かされていた私のことも当然わかっていたわけだ。気づくと、かあっと顔中に熱が集まって、涙が出そうになった。

「も、もうやめる！　下ろして」

「わかったわかった。ここでストップだからもう少し」

　膝の上でじたばたとあがく私を、なだめはしてもしばらく逃がしてはくれなかった。軽いキスを顔中に繰り返し、抱きしめてくれる体温に、私は自分がとても愛されているような、そんな勘違いをし始めていた。

「藍さんに好きになってもらえるよう、努力するよ。……この先にお許しが出るように」

　そう言った葛城さんの目は、とても優しいものだったけれど。シン、と静かな水面のような、熱を感じないものだった。

　私は、胸の奥に小さなトゲが刺さったような痛みを感じ、その時やっと、勘違いに気がつく。

　甘いキスに溺れていたのは、私だけ。それは、私にひとつの事実を突きつける。彼は、私が彼を好きになれるように努力しているにすぎない。それはつまり……今見えている彼が本当の葛城さんとは限らないということ。

　どくん、と心臓がひとつ、音を立てた。

「藍さん？　どうかした？」

　不思議そうに首をかしげる彼に、一瞬私は笑うことができなかった。

　私が彼を好きになったら。

　彼は私を好きになってくれるだろうか。

　私みたいな、とくに美人でもない、ただ気の強い、頑固と処女をこじらせたかわいげに欠ける女のままで。

「なんでもないです。コーヒー淹れますね」

　強引に口角を上げる。この時私は初めて、笑うことで心を隠すことを覚えた。ずきずきと疼く胸の痛みの意味も、わからないまま。










寂しさの理由




　葛城さんは、仕事以外にはまったく無頓着な人だった。初めて彼の部屋を訪れて、二度目は一週間後だったろうか。巻き戻したかのようにまったく同じ状態で、その後必然的に訪問回数は増えた。

　会う回数が増えれば、少しずつ彼の現状もわかってくる。とにかく、彼は忙しい。家で食事をしないのは、仕事が終わる時間が通常の夕食の時間よりも遅いからだ。

　遅くなる彼のために食事を作って待ったりすれば、余計に負担になりそうでそこは遠慮している。

　だって、夜遅くに帰ると言えば彼は必ず送ってくれるし、料理の作り置きなんかしてもその後片づけの負担を増やすことになる。外食は合理的な彼の生活の一部なのだ。

　そこをサポートするなら、一緒に住むほかない。

　だが、今夜は彼の帰りを待っていた。明日は和菓子ブランド葛城の立ち上げ一周年のレセプションパーティーがあり、それに出席する予定だ。朝も早い。だというのに、彼は今夜も遅く、明日も私を迎えに来ると言って聞かないから、先回りすることにしたのだ。

「おかえりなさい。遅かったですね」

「藍さん、ほんとに来たの」

「私の家に寄る手間が省けるかと思って」

　玄関先で出迎えた彼は、少しお酒のにおいがした。

「……俺は、一緒にいる時間が増えるからうれしいけどね」

　彼が腰を屈め、私の頬を手の指でなでてから首筋を支える。目を閉じれば、唇が重なった。もう、キスでうろたえることはない。だけど、言葉で言い表せないせつなさや痛みが、その度強くなっていた。

　ゆっくりと味わった後、少しだけ唇を離し彼が問いかける。

「大丈夫？　泊まっていくの？」

「はい。ゲストルーム、使わせていただきます」

「じゃあ、今日はゆっくり過ごそう」

　満足そうに笑ってもう一度キスした後、彼がじっと私の表情をうかがった。

「なんですか？」

「いや……最近、よくそんな顔をする」

「え？」

　親指がすっと、私の頬をなでる。意味がわからず答えに困っていると、彼がぽんと私の頭に手を置いた。

「不安があるならちゃんと言って。ひとつひとつつぶしていこう」

　そう言われたけれど、やっぱりよくわからない。自分がなにか、葛城さんと出会う前には知らなかった感情に浸食されているのはわかっている。それが不安によるものなのかわからないが、一番似ていると思ったのは『寂しい』という感情だった。

　ただ、なにが寂しいのかわからない。不安なら、たしかにいろいろあるけれど。

「そろそろ、父とちゃんと話そうと思うんですけど」

　父との関係、花月庵のこと。一番の心配事はそれしかない。

　今日は会食だと聞いていたけど、小腹がすいたらなにか食べるだろうかと思ってリンゴのコンポートを作ってあった。ほんのりと温かいそれは、胃腸にも優しい。スーツの上着を脱いで、ネクタイを少し緩めた彼はリンゴをひと口すくって口に入れる。

　ついじっと彼の表情の変化をうかがって、気づいた彼がにこりと笑う。

「おいしいよ」

　ほっとして、私もとなりでひと口含んだ。

「で……さっきの、お父さんの話だけど」

「あ、はい。一度はぶつからないといけないことですし」

「今度、一緒に行こうか」

「えっ？　いえいえそれはまずいですって」

　さらっというけれど、あの父が簡単に許すはずはないのだ。葛城さんが行けば火に油というやつで、まず私が話をしてから……って結局いつものように喧嘩になるのがオチだけれど。だけど葛城さんは不思議そうに私を見る。

「なにが。大事な娘さんをくださいって説得するのは男の役目だよ」

「いやそれは、そうかも、ですが……」

　そのセリフに、かあと顔が熱くなる。いや、照れている場合ではないのだけど。

「まあ……あともうちょっとかかるかな。それまで待ってて」

「なにがですか」

「君のお父さんのお許しが出るまで」

「え」と、彼の言葉に瞬きをした。まるで、父とのことですでになにか対策をしているように聞こえたのだ。たしかに、説得は任せてと以前言っていたが、そんなにうまく事が運ぶわけがない。いったいなにを、と聞き出そうとしたけれど、ひょいと私の視界いっぱいに飛び込んできた彼の微笑みに黙らされる。

「なにも心配しなくていいよ」

　腰が引き寄せられ、唇が重なる。混じり合う吐息から、お酒とシナモンの香りがする。唾液が甘くて、また、なにも考えられなくなる。咄嗟に、彼の胸を押した。

「藍さん？」

　一瞬なにが怖くてためらったのか、わからなかった。

「あ。くしゃみ出そうになったの」

「ぶっ」

　片手で口もとを覆ってくしゃみをこらえる仕草をすると、彼がおかしそうに噴き出した。その、不意の笑顔の方がほっとする。

「藍さんといると、毎日楽しくていい」

「ムード壊してすみません。仕方ないじゃないですか、くしゃみは我慢できません」

　こんなふうに言い合えることの方が、なぜかとても、ほっとするのだ。

　彼がまだ笑いをこらえきれないといった様子で、くしゃくしゃっと私の髪をかき混ぜる。そのまま頭を抱き寄せ、自分の胸に押しつけた。

「葛城さん？」

「このところ、忙しいけど。またゆっくり出かけたいね。藍さんの退職祝いもしないといけないし」

　私は先週末、百貨店を退職した。これから私は、葛城さんとの結婚に一直線になる。

　ああ、不安の一端はこれなのかもしれない、と思った。

　考えてみれば、今までと生活がどんどん変わっていくのだ。不安はあって当然だ。

「今度こそ、外でお弁当食べましょう。また作ります」

「梅雨だよ？　雨じゃないかな」

「あ、そうか」

　ぎゅうっと頭を抱きしめられて、それで少し、胸の奥にあった痛みが和らいだ気がした。

「でもどこか、出かけよう。考えておくよ」

「はい」

　背中に手を回して応え、自然とほうっと吐息が漏れる。私を抱きしめてくれる腕が、少し強くなった気がした。




　昨夜泊まったゲストルームは、いつ私が越してきてもいいようにすっかり整えられていた。クローゼットの中に背の低い和箪笥が設置されていて、中には先日もらった振袖とまた別に訪問着もあった。無地のものもあり、お茶会にも使えそうだ。葛城さん、よくわかってる。

　……じゃなくて。こんなにいろいろ買い与えてくれなくてもいいのに。どうやら、彼は私に着物を着せたくて仕方がないらしい。

　会場は立食形式で、パティスリーカツラギの社員ばかりで賑わっていた。私は晴れやかな色合いの訪問着に、髪をセットアップして花飾りのついたかんざしを差している。

「やっぱり、君は着物が似合うね」

　耳もとでささやかれれば、ぴんと背筋が伸びた。レセプションパーティーの賑やかな会場で、そんな甘い声を出さないでほしい。

　和菓子ブランド葛城の一周年記念パーティーで、それでなくとも私は完全にアウェイで居心地が悪いというのに。

　ましてや社長に連れ添って現れたのだから、目立って当然だ。

　以前の菓子博のパーティーの時に、各メーカーのトップが集まっており注目は浴びたが、まだ社内の人たちには私の存在は知られていない。さっきからチラチラと興味津々な目線が飛んできて、それを受け流すのに大変だ。しかも。

「ごめんね。途中、ちょっとそばにいられないけれど」

　恐らく社長としての挨拶やなにかがあるのだろう。

「大丈夫です。問題ありません」

　心細いに決まっているが、表情を引き締めてうなずいた。婚約者として頼られはしなくとも、迷惑はかけないようにしなければ。そう思ったのだけれど、葛城さんはなぜか少し残念なものを見るような目をしている。

「もう、少し」

「はい？」

「そばにいてくれないと寂しいとか、心細いとか甘えてくれてもいいのに」

「えええ。そんなキャラじゃないですし」

　私が？

　想像しただけで、なんかこそばいというか、気持ち悪いというか。

　頬をひきつらせて遠慮させてもらうと、彼が腰を屈めて耳のそばでささやいた。

「昨夜みたいに。かわいかった」

　昨夜みたいに……？

　一拍遅れて思い出したのは、初めて私から背中に手を回し、抱きついたのだということだった。

「あ、あれは、べつに甘えたわけじゃ」

　ただ、あの時はなにか衝動にかられて、自然としてしまっただけなのに。

　慌てふためいていると、ふっと周囲の灯りが落とされた。レセプションパーティーの始まりだ。「社長」と彼を呼ぶ声がした。

「じゃあ、藍さん。後で軽く、君のことを紹介するから」

「はい……えっ？　いつ？」

「壇上から声をかけるよ。花月庵の名代として」

　それだけ言い残すと、彼は数人のスーツの男性のところへ向かった。呆然と、その背中を見る。

　え、待って。聞いてない。壇上に呼ばれるの？　花月庵の名代として!?

　焦りと共に、今さらながらに自覚する。単なる婚約者ではない、葛城さんの甘さにただ翻弄されていてはいけない。花月庵の娘として、彼の婚約者としての役目を果たさなければいけないのだ。

　胸の奥に刺さったトゲが、つぷりとまた、深くなる。その痛みに、着物の合わせを手で押さえた。最初から、それが前提の関係なのに、今さら痛みを感じる意味がわからない。

　うつむけば、胸を押さえた手に青い石の指輪が見えた。この指輪は、政略として結婚の契約をする証。結婚することで花月庵を守ってもらう、約束の印だ。

　これをもらった時は重々理解していたはずで、覚悟の上でもらったはずだ。まだ、幾いく許ばくも経っていないのに、あの時と今では心境が違うことに気がついた。

　司会の声と共に壇上が明るくなる。開会の言葉などひと通りの挨拶が行われた後、彼が、パティスリーカツラギ社長として壇上中央に立つ。

　低いけれど、耳に心地よく通る声。視線を集める中での、堂々とした佇まい、存在感。人の上に立つべく生まれた人というのは、彼のような人のことを言うのだろうと、ぼんやりと見つめた。

「この秋には、提携企業となった花月庵の協力を得て試作中の和菓子を発表することになります」

　初めて聞く事実に、またひとつ胸の痛みを増やす。

「今日はその花月庵の名代として、ご息女の望月藍さんにもお越しいただいています」

　彼の目が、優しく微笑んで私を見下ろしている。壇上から手を差し伸べられ、私は震える足を一歩踏み出した。

　なにも聞いていない。だけど最初からわかっていたことだ。彼が私と結婚するのは、花月庵の和菓子の技術が必要だから。彼が、それを自社の製品に利用するのはあたり前のことだ。

　壇上までのステップを、着物の裾を少し持ち上げながらのぼる。差し伸べられた手に、役目を果たすべく指輪が光る左手をのせた。

　私たちの結婚の大前提が、自分の目の前に突き出された。今、これまでで一番、胸が痛みを訴えている。そのことが、なにを意味しているのかようやく、理解した。

　――君に好きになってもらえるよう努力するよ。

　彼の努力は、着々と実を結んでいる。気持ちが生まれてしまったら、相手にも同じ感情を期待してしまう。だけど彼にはそれがない。

「……緊張しないで。普段どおりの君でいいよ」

　苦笑いをしながら私にささやく彼はきっと、これがどれだけ残酷なことなのか気づいていないのだろう。

　ぐっと目頭に力を入れた。背筋を伸ばし、顔を上げた。今は考えてはいけない。婚約者としての役割がある。

　私は、少しでも彼と並んで相応しく見えるよう、精いっぱい微笑んだ。




　パーティーの途中、お手洗いを理由に会場を少しの間抜け出した。広いフロアの壁にところどころに置かれたソファに、腰を下ろす。

　いつ誰が見ているかもわからないからあまり気を抜くわけにはいかないけれど、帯をつぶさないように軽く背もたれに体を預けた。

　……葛城さんは、悪くない。

　彼はずっと、婚約者として誠実に接してくれている。だけど、本来愛し合って結ばれるのだろう人たちにはない不純物が、私たちの結婚には混ぜられている。あくまで会社の利益が前提だということが。

　最初からわかっていたことなのに。政略結婚でも、気持ちが伴うようになればうまくいくと思っていたのに、思っていたよりショックだった。

　彼の優しさや甘さは、愛情ではなくて婚約者に向けた義務的な誠意なのだということが。

「無謀だった……」

　ぽそっとつぶやく。考えてみれば、最初に出会った時から印象深い人だった。突飛な行動で警戒はしても意識せざるを得なかったし、そこからすでに思うつぼだ。

　あんな人に、あんなに誠意を向けられて好きにならない女なんているのだろうか。対して私は、恋愛経験ゼロ。敵かなうわけがないではないか。そうは言っても、もう後戻りもできないのだけれど。

　バッグの中のスマホを確認する。そろそろ戻らなければ、葛城さんに心配をかけてしまう。大きく深呼吸をして、立ち上がった時だった。

「藍ちゃん」

　聞き覚えのない声で、ずいぶん馴れ馴れしく呼ばれた。

「あ……柳川さん？」

　菓子博のパーティーで会った、柳楽堂の人だ。顔はどうにか覚えていたけれど、『藍ちゃん』とはずいぶん砕けすぎていて、違和感がある。

　どうしてここに？

　その疑問をどう口にするか考えながら、向き直って会釈する。あっさりとその答えは柳川さんから聞けた。

「俺もこのホテルで商談があって来たんだけど。カツラギのパーティーがあるって聞いたから、もしかしたら会えるかと思って」

「あ、葛城さんでしたらまだ中に」

「違う違う。藍ちゃんに、だよ」

　言いながら、彼はすとんと今私が立ち上がったばかりのソファに座る。

「大丈夫？　菓子博のパーティーの時にも聞きたかったんだよ。カツラギが花月庵を買収したのがずいぶん急だったからね。なにかと強引だろう？　葛城さんは」

「……強引、ですか？」

　込み入った話になりそうだ。ためらったが、仕方なく私もひとり分ほどの隙間を空けてもう一度腰を落ち着ける。

　迂闊なことは話せないが、私の知らないことを彼から聞けるかもしれない。カツラギと花月庵の関係がはたからどう見えているのかも知りたかった。

「和菓子業界も厳しいからね。柳楽堂と花月庵で今後協力していけたらいいんじゃないかって、話が持ち上がってたところだったんだよ」

「そうなんですね」

「それを横からさらーっと」

　両手で水の流れのようなジェスチャーを見せ、おどけて言う。くすくす笑って返事はせずにごまかした。兄から聞いた話とは、ニュアンスが違う。認識の相違だろうか？

　私がどこまで理解しているのかを見ているのかもしれない。

「藍ちゃんも戸惑ったんじゃないの？」

　頬杖を突き、にこにことこちらを見る彼は、どうしても私からなにかを引き出したいらしい。

　私は微笑みながら、頭の中を必死で回転させていた。カツラギと企業提携したことで、もう柳楽堂は花月庵には手を出せないはずだ。

　それなのに、わざわざ私に近づく理由はなんだろう。

「葛城さんには、よくしていただいてます」

　まだ婚約は正式ではない。だけどもう、言ってしまっても問題ない気がする。さっきのパーティーでの話では、問題なく技術の共有はできているようだ。

　それでも無難な言葉しか選べない自分が嫌になる。私は、あまりに世間知らずだ。

「心配じゃない？　技術の流出とかさあ」

「そこは父や兄と、彼が折り合いをつけるところですね。私はよく知らないんです」

　そして世間知らずをそのまま露見させておいた方が、都合がいいのだと判断した。会社同士の付き合いだけでなく葛城さんと私の関係も順調であり、あくまで友好的な業務提携なのだと、そうしておけば足もとをすくわれる可能性が少なくなる。情けない方法だが、それが一番無難でたしかだ。

　微笑みを崩さずにいると、じっと私を見ていた柳川さんが、おもしろくなさそうに目を逸らした。

「……すっかり懐柔されちゃって。だいたい、洋菓子のトップメーカーが今さら老舗和菓子店をなんで買収するんだか」

「え？」

「間違いなくうちに喧嘩売ったんだと思ったんだけど」

　意味を測りかねた。柳楽堂とカツラギの間で、なにか競い合うようなことがあったのだろうか。洋菓子と和菓子なら土俵が違う気がするが、もしかすると和菓子ブランドの方で？

「まあ、うちはこれまでどおりやってくだけだけどね」

　柳楽堂は宮内庁御用達の「どら焼き」に特化して、業績を伸ばしている。和菓子に参入したばかりの葛城は、もう柳楽堂と競えるくらいに売上も順調だということか。

「あの……」

　話を聞き出そうと口を開こうとした時だった。

「藍さん。ここにいたんだ」

　葛城さんの声に遮られる。振り向くと、彼が私たちを見て微笑んでいた。

「葛城さん」

「なかなか戻ってこないから、心配した。具合でも悪いのかと」

　すぐ間近まで彼が近づき、私は立ち上がる。すると、彼の手が私の頬を包み込む。それから、私のうしろにいる柳川さんに視線が向けられ、その時、ピリ、と空気が冷えた気がした。

「柳川さん、どうしてこちらに？」

　彼にしては、ストレートな問いつめ方だった。

「たまたまこちらで商談がありまして。そうしたら藍ちゃんをお見かけしたので声をかけただけですよ。ね？」

　私に問いかけたような語尾が聞こえたので、振り向こうとしたけれど葛城さんの手がまだ私の頬にあって、中途半端にしかできなかった。まるで、よそ見をするなと……自分だけを信じていればいいのだと、狭い世界に閉じ込められたような感覚になる。

　葛城さんの視線が私にまた移される。『本当に？』とうかがうような視線にうなずくと、彼はふっとため息を落とした。

「そうでしたか。では、まだパーティーの途中ですのでこれで失礼します」

　ぐいっと肩を抱かれて体を会場の方へと向けられる。

　戻るまでに、彼の横顔をじっと見上げた。

「……なにか言われた？」

　私の視線に気づいて彼が尋ねる。私は世間知らずだ。駆け引きもなにも、理解できないことが多い。だからストレートに聞くことしかできない。

「柳楽堂とカツラギって以前からなにか争ってるんですか？」

　直球すぎたのか、彼がちょっと驚いたハトみたいな顔をした。

「あと、言いたい文句もあります。結局、葛城さんも父や兄と一緒で私にはなにも話してくれないんですね。花月庵と協力して新作和菓子とか、いつの間に？　父とはまだ和解はできてないんじゃなかったですか？」

　睨むと彼は、とても困った顔に変わった。

「そんな顔してもだめです」

　仕事のことに本来口を挟むものではないのかもしれないが、私たちの間においては取り除くことのできない問題のはずだ。

「柳楽堂とは、これまではべつに争う理由もなかったよ。ただ今回、俺が花月庵に手を出したのが気に食わないのは、ひしひし伝わってくる」

「じゃあ、最近になって、ってこと？」

「そう。でも、気にしなくていい。それは最初からわかっていたことだし」

「わかってたのに？」

　うちを買収しちゃったの？

　いらぬ火花を散らすことになるとわかっていても、葛城さんにとって花月庵はメリットのある物件だということなのか。

「花月庵の技術提携は進んでるんですか」

「それはまだ。半分くらいはったりなんだよな……」

「は？」

「もう少し待って。ちゃんと話せるようになったら話す。信用してほしいけど……まだ無理かな？」

　じっと、彼の目を見つめ返した。彼がずっと私に誠実に接してくれているのは、愛情の代わりに信頼を築こうとしてくれているからだ。

　しばらく考えた後、深くうなずいてみせた。

「信じてます。花月庵を守ってくれるって」

　信じることが、今私にできることだ。花月庵にとっても、芽生えたばかりの恋心にとっても。今はまだ一方通行の想いでも、この関係を手離したくはなかった。信頼がいつか、愛情に変わる日がくるかもしれないから。

　心に決めて微笑んだ。すると彼の手が私の頬をなで、不意に額にキスをされた。

「かわいい妻の大切なものなら、必ず守るよ」

　互いの利益のために、きっと彼はいい夫になってくれるだろう。

　だから私も、かわいい妻にならなければ。

　うれしいのか寂しいのか、よくわからない複雑な感情を抱えていたら、彼もなぜか複雑な表情をしていた。




　パーティーが終わってふたりでマンションに戻ってきたのは、午後三時頃だった。ゲストルームで着物を脱いで、ブラウスとワイドパンツに着替え腰のリボンを結ぶ。コンコンとノックの音がした。

「藍さん、今日は疲れただろうから夕食は外に食べに行こうか」

　ドア越しに聞こえた葛城さんの声に「はぁい」と返事をすると、左手につけていた指輪をはずし、アクセサリーボックスに戻す。この指輪をつけるのは、婚約者としての私が必要な時だけだと決めた。

　そうして、着物には合わなかったのではずしていたピアスをつける。部屋を出てリビングに行くと、彼もカジュアルな服装に着替えてソファでコーヒーを飲んでいた。私の分のコーヒーもちゃんと置かれている。

「ありがとうございます」

　隣に座ると、彼がそっと私の耳たぶに触れた。

「やっぱり、ピアスは気に入ってくれてるんだ」

　ちら、と彼を横目で見てから、コーヒーカップを手に取る。

「はい」

「指輪ははずしちゃってるけど」

　指輪は高価すぎて、という理由ではもうなくなった。ピアスだからつけているわけでもない。

　このピアスは、カツラギの社長としてではなく、葛城圭個人で、花月庵は関係ないただの望月藍にプレゼントしてくれたもののように感じられるからだ。損益の関係ない、意図もない、誠意でもない。あの公園で、ハンドメイド作品に夢中になる私に、何気なく買ってくれた。

「喜んでくれてよかった」

「はい。好きです」

　葛城さんが、好きです。

　こく、とコーヒーをひと口含んで飲み込み、今度はちゃんと彼の方を見て言った。

「今夜、泊まってもいいですか？」










ほんとのことを知りたい




　かわいい彼女になるにはどうしたらいいのだろう。

　グループチャットに相談したら、そこから少々下世話な方向に話は逸れた。

【だーかーらー。頼りないところとか見せられる女の方が得なんだって】

【女から見るとちょっとイラッとするけどねぇえ】

【藍ちゃん向いてなさそ。ちょっと酒でも飲んで離れたくないーって甘えてみたら】

【そしてしかるべき時にはおとなしく】

【なによしかるべき時ってー！　やらしー！】

【藍、口より先に手が出るタイプだからちょっと心配】

【あ、わかる。テンパったら平手でもかましそう】

　こっちが口を挟む間もなく流れていく会話を眺めていた。

「……もうやっちゃったよ平手」

　しかもキスごときで。

　あの日の自分を今さら恨めしく思う。

　はあ、とため息と同時にスマホをベッドの上に落とした。ついでにそのまま、上半身もこてんと落として寝転がる。仕事もしてないし、ここで葛城さんを待つだけの毎日は時間があまりすぎて今まで以上に彼のことを考えてしまう。

　あの人に、好きになってほしい。そんな気持ちが膨らんで、胸が苦しい。葛城さんは相変わらず優しいし、話もたくさんしてくれるし。

　キスも、甘い。

　普通ならそれで、愛されていると実感できるものなのだろう。だけど、私たちの場合そうはいかない。少しは、好きになってもらえているのだろうか。愛情の探し方がわからない。




　レセプションパーティのあった夜から、数週間が経っている。あの勢いのままでなくてよかった、と少し落ち着いてからはそう思えた。やはり、焦りに追い立てられてむやみに飛び込むことではない。

　だけど……あの日から、そこはかとなく、葛城さんが素っ気ない気がする。

「あ、すごい。口の中で溶けるね」

　食後、ソファに座ってデザートを食べるこの時間が、一番ふたりでゆっくりと過ごせる時間だ。

「ね。仕上がり完璧でしょう」

　褒められてうれしくなってそう言うと、彼はフォークを持った手で口もとを隠し笑いをこらえる。

「……また笑う」

「いや、だって。本当、うまくできた時はうれしそうな顔するね、と思って」

　うまくできたからじゃないですよ。葛城さんに、褒めてもらえるからです。

　紅茶で口の中を湿らせた後、彼がフォークを皿に置いた。とくん、と期待した心臓が先走る。

「おいしいよ。ありがとう」

　シフォンケーキのやわらかさそのままの、優しいキスに目を閉じる。甘い、甘いキスは、あれからとても穏やかで、浅く舌を絡ませて離れていく。それでは物足りないと感じるくらい、情熱的なキスを私に教えたのは彼なのに。

　たくさん話してくれる。

　キスも甘くて優しい。

　けど、抱きしめてくれることが、あまりない。触れ方が足りなくて、私は寂しさが募りまた甘えてみたくて彼の背中に手を回そうとする。

「今夜は？　泊まっていく？」

　ぽん、と頭に手を置かれて体を離された。

「……はい。明日、朝ご飯とお掃除します」

「あんまり無理しなくていいよ。君がいてくれるならハウスキーパーを頼んでもいいんだけど」

「いえいえなんで？　私がいるのになんでハウスキーパーが要るんですか」

「今まで頼まなかったのは、留守中に人に入られるのも嫌だし帰ってから誰かがいるのも億劫だったからなんだよ。君がいるならその間に来てもらうのもありかと思って」

「私の仕事取らないでください。ほんとにすることがなくなっちゃう」

　こんなふうに、甘い空気をすぐに彼が散らしてしまう。

　どうしてだろう。私とキスするのが嫌になった？　やはり、女としては魅力が足りない？

　自信なんてないから余計に言葉にはしにくくて、ただやはり離れがたくてつい彼のワイシャツの袖を握った。だって、この流れならもうすぐ彼は、お風呂を済ませてそのまま寝室に入ってしまう。もう少しだけ、せめてこうしていたい。

　多分、こういった願望を私はダダ漏れさせているのかもしれない。だから、彼は距離を取ろうとするのだろうか。困った顔で私を見る、そんな表情をされてしまうと、後悔してしまうのだ。

「あ。お風呂入りますか？」

　うつむいて袖を離した時だった。

　ローテーブルの上に置いたスマホが、短く振動する。つい目線がそちらに向くと、液晶画面にはネットニュースの見出しが小さな文字で表示されていた。

「……え？」

　小さいけれど、多分見間違いじゃない。

　よく知った名前が出ていて、驚いてスマホに手を伸ばす。ニュースの見出しをクリックすれば、サイトの記事に飛んだ。

「これって……」

　葛城さんにも見えるようにスマホの画面を傾ける。すると彼がテレビのリモコンを取り、ニュース番組を放送しているチャンネルを探していた。

「柳楽堂が……食品偽装？」

「内部告発かな？　噂はあったけどね」

　あるチャンネルでちょうど柳楽堂の報道がされているところだった。国産の小豆を、しかも国内で有名な産地の名前を掲げていたのに、輸入ものや正規の規定に満たない小さなものや色落ちしているものを交ぜて使っていたという。

　もしも花月庵を買収したのが柳楽堂だったら、否応なくこの騒動に巻き込まれていただろう。テレビに映る柳楽堂本店の画像を見て、ぞっとした。こんなことに巻き込まれていたら、ひとたまりもない。廃業にまで追い込まれていたんじゃないだろうか。

「柳楽堂が花月庵を欲しがってたのもこのためだろうね、確かな信頼と力のある顧客を持ってる花月庵を取り入れてダメージを抑えたかったんだ。見え見えだよ」

　そう言うと彼がリモコンをテーブルの上に再び置いて立ち上がる。少しも驚きを見せない彼を見上げて、思いついたことをそのまま口にした。

「……知ってたんですか？　もしかして」

「食品偽装のこと？　噂はね」

　本当に噂だけ？

　確信を持っていて、いずれ露見するとわかっていたんじゃないのだろうか。立ち上がって、リビングを出ていく彼の背中を見つめる。

「……助けてくれた？」

　理由はわからない。わからないけれど、声に出したらそれが真実に近いような気がした。だって、兄も柳川さんも言ってた。葛城さんによる花月庵の買収は、本当に突然だったって。

「……や、まさか」

　自分に都合のいいように考えすぎだ、と浮かんだ仮説をかき消した。だって、花月庵の技術と顧客が欲しいって言って、私との結婚を条件に父に迫ったわけで……。

「あ、あれ？」

　買収はされてしまっているわけだから、もっと強引に出ようと思えば出られるものなのかもしれない。でも、技術の流出をそう簡単に父が許すはずはないから、私をダシにしたくて？

「……わかんない」

　だけど、ずっと気になっていることがある。彼は強引なことをするよりも、できるだけ友好的に資本提携を進めようとしてくれている。

　花月庵の名前を残したければ、なんて私を脅しておきながら。

　それに、いつも守ってくれた。パーティーで私は柳川さんと接触しないように気を使われていた。あれは、守ってくれていたのでは？

　都合のいい仮説かもしれない、妄想かもしれない。だけどもう、一度そんな考えが浮かんでしまったら、じっとなんてしていられなかった。いてもたってもいられなくて、リビングを出ていった彼を小走りに追いかける。

　廊下に出ると、寝室のドアが開いていた。

「葛城さんっ」

「藍さん？　どうしたの」

　入るのは初めてじゃない。掃除はいつもしてるし、と、少しのためらいはあったけど、一歩、中に入ってしまった。彼はとっくに緩めてあったネクタイを抜き取って、クローゼットの中にかけているところで。突然飛び込んできた私に驚いているみたいだった。

　それからちょっと、意地悪そうな笑みを浮かべる。

「男の寝室にむやみに飛び込むものじゃないよ」

「えっ」

　言葉につまり彼を見上げていると、困ったように眉尻を下げる。

　最近、よく見る表情だと思う。

「信頼してくれてると思えばうれしいけどね。あまり無防備にされると、俺も期待する」

　ネクタイと上着だけ引っかけて、寝室からはすぐに出るつもりだったのだろう。照明はまだつけられていなくて部屋は薄暗い。陰影の濃い葛城さんの綺麗な顔に、なにかぞくりとするものを感じて慌ててうつむいた。

「無防備って、だって」

「なに？」

「……信頼、してます。だって、夫婦になるんでしょ。それに」

　責められているような気がして、少し納得がいかなかった。どきどきと忙せわしない胸を押さえながら、うつむいたままで言い返してしまう。

「き、キスとか、そういうの教えたのは葛城さんなのに。今度は無防備だって言われても……」

　急に距離を置かれた気がして不満だったこともあり、拗すねた口調で言わなくてもいいことをぼやいてしまった。

「そ、それより、私ちゃんと、聞きたくて」

「……なにを？」

「……守ってくれたんですか、花月庵を」

「守るよ。言ったはずだけど、かわいい妻の大切なものなら守るって」

「それは、聞いたんですけど、あの……」

　かわいい奥さんでいたら、約束は守ってくれる、そういう意味でしょう？

　でも、私の聞きたいことはそういうことじゃなくて。

　自分の足もとを見つめたまま言葉を探していると、彼の足が目に入った。顔を上げれば、すぐ間近に葛城さんがいて思わず一歩後ずさる。

　だけど、かるく片腕を横に引かれてトンッと背中がドアの真横の壁にあたる。通せんぼするみたいに、彼の手が私の背後の壁に置かれた。

　彼の表情は、久々に見るものだった。少し意地悪で、ちょっと怖くて、妖艶な微笑。

「あ……の……」

「なに？」

　なんでもないことのように、彼は話の続きを促す。近すぎて、まともに顔を見てられなくて目線を下げた。そしたらワイシャツがはだけていて、胸板や鎖骨がすぐ目の前にあり今度は横を向く。

「か、葛城さん？」

「うん？　どうぞ、聞くから話して」

　声と一緒に、彼の息が耳にかかった。びくっ、と体が震えてしまい、恥ずかしさに顔が熱くなる。

「でもこれ聞く体勢じゃ……」

　反論の途中で、彼の片手が私の顎あごを掴んで持ち上げた。自然、彼の顔を目の前に見上げることになる。

「無防備がすぎるって忠告したのに。言うこと聞かないから俺も好きにさせてもらってるだけ」

　低く静かな声に、体の芯が震えた。意識しすぎて、ちゅ、と軽く唇を啄まれただけでぎゅっと目を閉じてしまう。

「ほら、早く。話の続きは？」

　と催促しながら、彼のキスは唇ではなく頬から耳へと移っていく。じん、とそこから熱が生まれた。その感覚は、たまに彼が耳のピアスに触れる時から感じていて、だけど今は特別強い。なんで耳に触れられるだけで。

「んっ……」

　喉の奥から漏れ出た甘い声に、涙が滲む。恥ずかしくて、話どころじゃない。そんな私を、彼はわかっている。強張った私を壁との間に挟んで、彼がさらに距離を詰める。

　肌の匂いや、心臓の音さえ伝わってしまいそうな近くで、彼は一度深呼吸をした。

「……葛城さん？」

　不思議に思い、顔を上げる。すると彼は、薄く唇に笑みを浮かべて言った。

「かわいい妻が飛び込んできて手を出さずに逃がすほど、俺は欲のない人間じゃない」

　私を試しているような、そんな気がした。怖がって逃げようとするのを待っている気がした。

　こくりと息をのみ、言葉を出せずにいると、彼が力を抜いてため息を吐き一歩下がろうとする。

「や……」

　離れていってしまう、と思った。たしかに怖い。だけど、このところずっと距離を置かれていたことを考えると、離れていくのも寂しくて、つい彼のシャツにすがりついてしまう。その途端、彼の目の色が変わったように見えた。

「んっ……」

　いつもより少し乱暴に唇が塞がれる。大きな舌が私の唇を割り歯の間もこじ開けて、口内を愛撫した。上顎と、舌先やその裏までなで回されるうち、大きく口を開いてしまう。

　このところの穏やかなキスとは全然違う。壁に押しつけられ、逃げ場のない私の唇を舐ねぶり貪る。ぎゅっと、彼のシャツを握る。伝わってくる彼の体温は熱かった。

　舌を吸い上げられ、彼の口の中で甘噛みされれば膝が震えた。立っているのが心許なくなると、察した彼の片腕が私の腰に絡みつき抱き寄せる。

「んんんっ……」

　あふれる唾液が、唇の端からこぼれるのがわかった。それがひどくはしたなく思えて、恥ずかしくなる。

　それなのに、彼のキスが唇を逸れ、その唾液を舐め取るように顎から首筋へと降りていく。

「やっ……あっ」

　私の腰を抱く片腕の力が強くなり、足が少し浮いた。背の高い彼が私の首筋に口づけやすいようになのだと気づけば、羞恥と畏怖が私の中で混ざり合う。どうなっても自分の力では逃れられない状況なのだと、教えられている。

　首筋から耳へ、舌が薄い肌を這はった。そこから体の中に熱を吹き込まれているようで、頭の芯がぼんやりとしてくる。

　耳の縁をたどられ、耳たぶのピアスをいじられ、その度体が反応してしまう。浮いた足の爪先が床をかくばかりで、どうにもならない。されるがままに、彼の腕の中で力が抜けていく。

　……どうして、こんなことになったんだった？

　頭の中が混乱する。

　……話をしたくて、追いかけてきた。ほんとのことが知りたくて。

　耳の中に熱い吐息が吹き込まれ、肩をすくめる。懸命に閉じた唇から、微かに漏れてしまう声がどうか聞こえませんようにと祈っているのに。耳たぶの下の肌を、彼の唇に音がするほどに強く吸いつかれた。

「んっ……や、あっ」

　こらえきれなくなり、ぐったりと彼の肩にしなだれかかる。少し、痛いほどだった。

　その後を彼は軽く舌で舐め、大きな手で私の後頭部をなでてなだめる。

　彼が腰を屈めてくれて、やっと、足が地に着いたけれど。

「自分で立てる？」

　壁にもたれるように立たされ、ぼんやりと虚うつろな視界の中で、彼の大きな手が私の胸もとで動いているのがわかった。

「え……あ、……」

　彼はためらいなく、私のブラウスのボタンをはずしていて、私の方は逆に混乱しすぎてうまく言葉も出ない。

　これは、このまま？　そういう流れなの？　どうするのがいいの？

　怖い、嫌じゃない、恥ずかしい、でもうれしい。

　このままでいいの？　でも、夫婦になるんだよ、間違ってない。

　言葉がぐちゃぐちゃに頭の中で交わっている。

「か、葛城さん……っ」

　片手が、急にとんっと私の顎を下から突いて上向かされた。ぞくりとするほど、熱を孕はらんだ目で見下ろされていて。キスをしながら、彼の手がはだけたブラウスの中に忍び込み、指先が優しく肌の上をすべる。

　その心地のよさに、ぎゅっと目を閉じてキスを受け止めていたけれど、彼の指が首筋から鎖骨へと流れた時だ。ぞく、と背筋が震えて、腰が抜けた。ずるずると背中が壁を伝って落ちて、キスから逃れる。気がつけば、私はその場にへたり込んでいた。

　息が上がる。とろん、と溶けた視界の中で彼が私の正面で屈んでいる。私の肩を掴む手に、一瞬力が込められて……それから、ゆっくりと和らいだ。

　指が優しく頬をなで、ようやく視界がはっきりとした時には、彼はもう穏やかな顔に戻っていた。

「……ひとつ、決め事をしようか」

　私と目を合わせ、彼が静かな声で言った。

　応えた私の声は、まだ少し震えていた。

「……決め、事？」

「今度俺の寝室に入ったら、やめないよ。俺の理性にも限界があります」

　少しおどけてそう言うと、彼は立ち上がる。

「風呂に入ってくるから、その間にちゃんと逃げておくように」

　ぽん、と頭に手をのせて、彼はまだ呆然とする私を残し寝室を出ていった。




　逃げろと言われた。だから逃げた、というだけで本当に逃げ出したかったというわけではない。そこまで頭が働かないからわからない。

　寝室の隣のゲストルームに入って、ぽすんとベッドに腰を下ろす。そしたら、目の前のドレッサーに上半身のブラウスがはだけた自分の姿が映って、また体が熱くなる。

　ひどい格好だった。

　泣きだしそうなくらいに潤んだ目で、手がカタカタ震えていた。でも嫌じゃないのに。いずれ夫婦になるのに、どうして葛城さんはあそこでやめてしまったのか。

　私がまだキスも知らないでいた時は、彼の方から距離を詰めてきたのに。私に、女としてそれほど魅力を感じないから？

　色気がないとか？　反応が変だった？

「……だって、初めてだし。わからないし……」

　目尻からこぼれそうなほど、じわりと涙の膜が張る。

　ああ、でも理性がって、言ってた。本当かな？

　でも、たしかにキスしてる時、彼の目もまた、熱かった。彼の言葉を思い出し、今度はまた恥ずかしくなるほど照れてしまう。

　でも、じゃあなぜ？　結婚するまでは、ってことだろうか。

　涙が出るほど悲しくなったり、こそばゆくなるほどに恥ずかしくなったりうれしかったり。彼の言動ひとつに、振り回されてしまっている。

　ブラウスのボタンを閉めながら、また目が鏡に向いた。ふと、首筋に赤いものを見つけて、ドレッサーに近づいていく。間近に見て指でなで、そこが葛城さんに強く口づけられた場所だと気づいた時、また体が熱く火照った。

「もー……やだ」

　手で押さえながらよろよろとベッドに戻り、ころんと横になる。こんなキスマークひとつがうれしいなんて、どうかしている。ころころ変わる感情に振り回されて、どっと疲れを感じた。

「……ああ、それに結局、なんにも聞けてない」

　そう気がつくと、ただはぐらかされただけのような気がしてまた落ち込んでくる。

　ころん、とあの日手のひらで転がった琥珀糖にでもなった気分だ。

　ほう、とため息をひとつこぼす。

　好きです、って言っていいのかな。言ったらきっと、『俺も好きだよ』と返ってくるだろう。つつがなく、夫婦となるために。

　だけどそんな気持ちのない言葉が欲しいわけではないのだ。

「……もっと、普通の出会い方ができればよかった」

　そうしたら、こんな悩みはなかっただろう。

　考えながらいつの間にか眠ってしまい、その翌朝だった。父から、『今すぐ帰れ』と連絡があったのは。










百夜通えば




　本店と実家は別棟だが、同じ敷地内にあり廊下で繋がっている。まずは久々に本店の方に顔を出せば、季節の和菓子の中にアジサイを見つけた。白あんの周りに、藤、桃、薄青色の寒天ゼリーの粒が色鮮やかに飾られている。

「これ、お兄ちゃんのですよね」

「あたりです」

　兄と父では、同じ細工でもなにかが違う。

　まあ、どっちがいいとかそういうのは好みだと思うけど、兄の方が寒天ゼリーの粒が大きめでその分色艶がよく見える。父のはもっと繊細で光の加減で氷の粒のようなのだ。

「これふたつ、包んでおいてもらえますか。帰る時に取りに来ます」

　長年勤めてくれている販売員の女性にそうお願いすると、私は奥の通路から実家の方へと足を進めた。

　さて、バトルの開始である。

　今朝起きたら、ワイドショーで柳楽堂の記者会見をやっていた。急に父が私を呼び出したのは、それを見たからじゃないかと期待している。

　怒られるのは覚悟の上だ。

　だけど、父もあれを見て、葛城さんの買収がどれだけ私たちにとってタイミングがよかったか気づいたはずだ。

　そこが、父の許しを得るための突破口だと考えている。

　最初はたしかに、家族からの疎外感や葛城さんへの興味から彼の提案に乗った。だけど今は、それだけじゃない。どんな形でもいい、葛城さんと繋がっていられることが、私には大事なことだった。そしてやっぱり信じている。

　彼は花月庵を守ろうとしてくれていると。

　父の待つ仏間の襖の前で一度膝を突いて正座し、大きく深呼吸する。

「藍です」

　声をかけてから襖を開け目が合った、第一声。

「この、馬鹿が」

　――カーン。

　早々に頭の中でゴングが鳴った。

　長い座卓を挟んで、父の正面に座る。

「馬鹿ですみません。なにも教えられずに育ったもので」

　そう言い返すと、ぴきっと空気が凍りつく。本音でもある。父の言いつけか、母だってなにも店のことは教えてくれなかったし、それ以前にふたりとも忙しすぎて相手にしてくれなかった。

「その年になってから反抗期か」

「そういえば私の反抗期、知らないですよね、お父さんは」

　応戦している自分も鳥肌が立ちそうなほど、仏間が冷気に満ちている。覚悟してきたものの、いつも親子喧嘩の時は、言い合いの途中でどちらかが面倒になって背中を向けることが多かった。だけど今日は、そういうわけにはいかない。そして喧嘩をしに来たわけではないのだ。

　ついいつもの調子でやり合っているが、落ち着かなければと深呼吸をした時だった。

「お前があの男とあちこちに顔出してから、店にも影響が出てる」

「え……」

　どくん、と心臓が脈打った。

　私のしたことがなにか、悪影響になったのか？

「なにか、悪いことが？」

　父の、じっとこちらを見る目が、なにかを見透かそうとしているようで、怯みそうになる。

「……悪かねえが。今まではなかったところから、記事や店舗紹介の打診があるな」

「なんだ。よかったじゃない」

「よくねえよ。あちこち派手に宣伝するような店じゃないんだよ花月庵は」

　なんとカビの生えた頭か！

　そんなことだから花月庵は衰退していったんじゃないのか、とあきれて仏頂面の父を見ているとなんとなくわかったことがあった。理解はしているのだ、だけどプライドが許さない、その境目にいるのだと。職人の父らしいと言えばその通りだが、これでは毎日相手をしている兄も大変だろうなと同情してしまう。

　どうにか、父を刺激しないように言葉を探した。

「……花月庵の和菓子はどこよりおいしい。好きだから、それを先に残す努力もしてほしい」

　父の返事を待ったが無言が続く。多分、私に言われなくてもわかっているとは思うけれど。

「今働いてくれてる人のためにも、少しでもいい形で、って葛城さんは考えてくれると思うよ」

　あ、しまった。ここで葛城さんの名前を出したら絶対逆効果だ、と思ったが、つい、言ってしまった。案の定、父の眉間がぴくりと動く。

　父からしてみれば、葛城さんは生意気な若造としか思えないのだろう。やたら荒々しい仕草で、置いてあった湯飲みのお茶を飲み干した。

　もう、これ以上なにを言えばいいのかわからない。機嫌の悪い父から少し目を逸らし、仏壇をじっと見ていると。

「……藍」

「はい？」

　やっと父が口を開いたかと思ったら、その口から出たのは思いもよらない質問だった。

「お前、あの男が好きなのか」

「は？」

「結婚したいと思ってるのか」

　ぽかん、と口を開いて父の顔を見る。

　言われたことを理解するのに数秒の時間を要した。だってまさか、『そっち』の方面で話を切り出されるとは思ってもいなくて。理解した途端、じわっと汗が滲み出るほどに顔どころか体中が熱くなった。

　真っ赤になった私を見て、父が嫌そうに舌打ちをする。

「ちょ、聞いといて舌打ちって」

「もういい。わかった」

「はっ？　ちょっと……」

　恥ずかしさのあまりに余計に腹も立って、バトル再開となりかけたが、襖越しにかけられた母の声に遮られる。開いた襖の間から、母とそのうしろに先ほど店にいた従業員の姿が見えた。

「お父さん。今日もいらしたそうですけど、店の方に行かれます？」

「いや。隣に通せ」

　どうやら、店に父を訪ねて人が来たらしい。隣の客間に通すつもりのようだ。

「お通しして。お茶も出してくださる？」

　母が女性従業員に声をかけると、出ていく父と入れ替わりに私のいる仏間に入る。父は出る間際に顔だけで振り向いた。

「藍。お前はここにいろ」

　相変わらずの命令口調だ。それだけ言い残し、すぱんと襖を閉めた。

「ね、お客さんなら私帰るけど」

「いいから」

　母は私の隣に腰を降ろすと、眉をひそめる。

「まったく、あんたは。昔っから気の強い子だけど……今回、お父さん結構ショック受けてたのよ」

「え……なにが？」

「親子喧嘩はしても、こんなにはっきり反抗してみせたのは初めてでしょ。あんたが葛城さんのパートナーとしてパーティーに出てたって知った時のお父さんの顔ったら……可哀想かわいそうだったわよほんとに」

　そう言われて、首をすくめた。

　だけど私は、少しも後悔していない。

「私だって花月庵のことちゃんと知りたかった。役に立ちたかった」

「わかってるわよ。けど、お父さんが藍を店から遠ざけたのも親心だったのよ」

　もちろん、それもわかっているが。

　反論するのはやめて、小さくうなずく。その時、廊下を人が歩く気配がして、母が私に向かって人差し指を口の前にあて「静かにね」と言った。

『まったく、毎日毎日こりないな、あんたも』

　父の不機嫌な声が隣の部屋から聞こえてくる。

　それに返した人物の声に、私は驚いて目を見開いた。

『何度でも参りますよ。店頭で追い返されてたのが、やっとここまで通していただけて感謝します』

　間違いなく、それは葛城さんの声だった。

『ふん。〝百夜通ももよがよい〟にはまだ足りないがな」

『今日こそは、こちらに目を通していただきます。どうぞ、花月庵の事業計画書です』

　話を聞いて唖然とする。

　父を説得するためになにかしているのだろうとは思っていたが。まさか毎日、事業計画書を持って通っていたのだろうか。しかも聞いていれば、今までは店頭で追い返されていたという。

　いやそれよりも、父の上から目線に唖然とする。あの人、一応立場的には葛城さんに買収されたはずなのだが。本当なら、もうちょい頭低くしないとまずいんじゃないの。

　しばらく無言が続く。多分、父が葛城さんが持ってきたという計画書に目を通しているのだろう。その間の緊張感がはんぱなく、胃が痛くなりそうだ。

　だが、長くは続かなかった。数分も経たないうちに、ばさっと紙の束を放ったような音が聞こえたのだ。

『こんなもん従えん』

　取りつく島もない父の態度だが、その後は息をつく間もない言い合いが続いた。

『それでは困ります。事業提携した以上、改善してもらわなければこちらとしてもまったく今のままというわけにはいかないんです』

『本店でのやり方は変えない。ずっと言っとるだろうが』

『そのやり方が支店の売上の足を引っ張っているだけだって、わかってるんですよね？』

『そもそもの考え方が逆なんだよ。ネット販売だのに手をつけたのは本店を支えるためだろうが。どうしてそれがわからんか』

『カバーしきれてないでしょう』

　あの父にまったく引かない葛城さんにも驚いたが……。

　ちらりと母を見て、向こうの部屋には聞こえないよう、顔を寄せて小声で尋ねる。

「……これ。いつから？」

「もう二か月くらいになるかしらねえ……部屋に通したのは今日が初めてだけど。最初は暖簾のれんもくぐらせなかったのが、いつの間にか店内に入るようになって、ちょっとずつ進んでるわよ。牛歩みたいねえ」

　母がのんきな声で言った。

『ですから！　本店に限定感を持たせることに反対なのではありません。もっとスポットを小さくしようってことなんです！』

『古くからの客に胸を張って出せる商品を減らしてどうする』

　押し問答は続いている。

「牛歩、とはまた意味が違うと思うけど……」

　なんにせよずいぶん地道な戦法だと、驚かされる。あの父を相手に、しかも毎日繰り返していたというのだから。

　黙って耳をそばだてながら、膝の上でぎゅっと拳を握った。葛城さんの方がもっと強く出られるはずだろうに。しかもさっきから私を盾にする様子もない。

「藍との縁談が持ち上がってすぐだったのよね、株を買い占められてしまって」

　母が、小声でささやく。

「だから私もお父さんも、てっきり藍を盾にされたと思って余計に反感しかなかったんだけど」

「そうはならなかった？」

「しつこい、とはお父さんも辟易してるけどね。柳楽堂の食品偽装、昨日出たでしょう。買収されたのがあっちだったら大変なことになってたからね。それでお父さんもちょっと折れる気になったみたいよ」

　それからも、背筋を伸ばし正座のままで、しばらく黙って隣の話を聞いていた。侃かん々かん諤がく々がくと言い合いながらも、それは互いに忌き憚たんなくビジネスを進めていこうという葛城さんの誠意にも私には聞こえた。

　私は花月庵を守るために。葛城さんは、こういったやりとりをしなくともすんなりと花月庵の持つ技術と顧客を得られるように。

　それが、私との結婚の意味だったはずなのに。父をビジネスの相手として尊重してくれている。

　この人を好きになってよかった……。

　間違いはなかったと自分の心がとても、誇らしかった。たとえ恋愛感情はなくとも、この人は人としての情を持っている。

　じん、と胸の中が熱くなるのを感じていると、襖の向こうが少し静かになった。互いに言い合うことに疲れたのかもしれない。次に聞こえた声は、落ち着いた父の声だった。

『……俺は今流行りの店にしたいとかは思ってない』

『それはもちろん……』

『それを踏まえてもう一度練り直してこい』

　あの父に、再び話を聞いてやると言わせたようなものだ。思わず、固く手を握りしめていると、父のうんざりとした声が続いた。

『だから、毎日来るのはやめろ。次の案ができてからでいいからな』

　百夜通い作戦がかなり効いていたらしい。

『わかりました。では、後日もう一度。ありがとうございます』

『俺は、菓子職人だ。経営には向いてないと自分でよくわかってる』

『そんなことは』

『葛城さん。あんたはうちの技術と顧客が手に入ればいいんだろう。こんなことを繰り返して無駄だとは思わないのか』

　どきりとして、息を詰める。葛城さんがなんて答えるのか気になって、少し体を乗り出した。さほどの間は置かれず、彼の答はあった。

『花月庵の白あんとこしあんには、どこにも真似できない技術があります。それが失われるのは惜しい。客筋のよさも財産です』

『あたり障りない言葉ではぐらかすな』

『どんな方法でもそれが「葛城」にも応用できれば、こちらはそれでよかったんですが……』

　ずず、とお茶をすする音を間に挟み、再び聞こえた葛城さんの声は、ひどく優しいものだった。

『花月庵をつぶすようなことになったら、藍さんが泣きそうですし』

　きゅん、と胸の奥を掴まれたように苦しい。

　本当に？　私のため？

『彼女を泣かせたら、顧客も技術も全部火にくべてしまいそうですしね、お父さん』

　そんな冗談が続いたけれど、涙が滲むほどうれしかった。

　それになにより、父と葛城さんがずいぶん打ち解けて話をしているように聞こえて、それがうれしいと同時に驚きだった。それだけ長い期間、本当に毎日通い続けたというのもあるのだろうが、あの父に対し一歩も引かない話し方をする彼の人柄もまた、父の好みでもあったのだろう。

『藍がちょくちょく押しかけてるんだろう。元気か』

　突然父が白々しいことを言う。

　父がなにか余計なことを言わないか、今すぐ隣に乗り込みたいところだが、ちょっとだけ下心が湧いた。なにか少しでも、葛城さんの口から私をどう思ってくれているのか聞けるかもしれない。

『お元気ですよ、とても』

『あいつは気が強い。かわいげがないだろう』

　父の言葉は私を貶けなすものから始まった。そういう言い方しかしない人だとわかってはいたけれど、恥ずかしさにじわりと汗が滲む。

　それでもやっぱり、聞いてみたかった。

『……かわいらしいですよ。本当に。素直でまっすぐで感情が豊かで』

　じっとそばだてていた耳に響く。やたら、しみじみとした声だった。聞こえた途端に、顔や耳が火照り始める。気恥ずかしさに片手で顔を覆い、隣にいる母の視線から逃げた。

　とてもありふれた褒め言葉だけれど、お世辞でもうれしい。悶えそうなのをこらえていたら、まだ私の話は続く。

『素直すぎて危なっかしいところもあるし』

『女はそれくらいのがいいんだよ』

『怒らないでくださいよ、べつに貶してません。放っておけないという意味です。驚かせると口より先に手が出るところも、見ていて本当に飽きない』

『……おい』

『花月庵を守りたい、って気合を入れて会いに来てくれた時の、びくびくしながらもこっちを睨む目がなんともいえず、かわいらしくて……』

　襖一枚挟んだこんな近くで一連の告白を聞いていた私は、正座をしたまま全身から汗が噴き出しそうなほど真っ赤になって固まっていた。

　盛大な惚気のろけにしか聞こえない葛城さんの言葉に、父が焦って声を荒らげる。

『おい！　まさか手は出してないだろうな！』

　ぎょっとして、私の方が声をあげそうになった。

『出してませんよ、約束ですから』

　葛城さんが悪びれないような言い方でそう応えているけれど、私は気が気じゃない。

『本当だろうな』

『本当です』

「……ほんとに？」とこっそり耳もとで母にささやかれ、心配そうに私を見る母にびくっと震える。手を出す、とはどの程度のことを言うのだろうと判断に迷いながら、こくこくと必死でうなずいた。

　娘の前でなんという話をするのか、あの父は。しかも、葛城さんは私がここにいるって知らないのに性格が悪すぎる。だけどそれを言うなら私も、こんなところに隠れていないで葛城さんの前に出ていけばいいのだ。

　胃が痛むような恥ずかしさの中、声をあげようとした時だった。

『……あんたの目的が、最初はわからなかった』

　襖の向こうの会話が核心に触れた。

『どうしてですか。最初から俺は嘘は言ってません』

　最初、というのはいつのことだろう。私と会った、祖母の誕生日以前のことだろうか？

　だとすれば、父に私との縁談を持ち込んだ日か、花月庵を買収した日？

　その時、どういった会話がなされていたのだろう。結局私は、悪いと思いながらも息をのんで、ふたりの会話からその話が出るのを期待した。ところが、だ。

『……嘘はないんだな』

『はい』

『……わかった。これに名前書け。それを使うかどうかは藍に決めさせる』

　お、お父さん……！

　なんと、結局私にその大事な部分は聞かせるつもりはないらしい。期待した分、余計に気になって仕方がなく、どうしたものかと思っていれば、また父の声がした。

『藍、入ってこい』

　え。

　と、目が点になった。

　ちょっと待って、結局どうせ呼ぶならなんで私をここで待たせてたのよ、最初からそっちに呼んでくれたらよかったんじゃないのか。聞けてよかったなと思える言葉もたしかにあったけれど……それをこっそり聞いていた私に、今、出ていけと。

　葛城さんの、反応がない。

　意味がわかっていないのかもしれない。

『藍！』

「はいっ！」

　もう一度厳しく名前を呼ばれて、うっかり返事をしてしまった私は、観念しておそるおそる襖を開けた。気まずい気持ちで、畳から徐々に視線を上げる。最初に目が合ったのは、葛城さんで。

　……あ。前にも見た顔だ。

　私が平手打ちをお見舞いしてしまった時の表情、そのままだった。彼は座卓に向かい正座をして、父に言われたなにかを書いているところだった。なにも言えず、黙ったままで部屋に入り葛城さんの斜め横に座る。

　もう一度彼を見ると、今度は彼の方が私から目を逸らし、正面にいる父を軽く睨む。

「人が悪いですよ、望月さん」

　その横顔が珍しく赤く色づいて、私も恥ずかしくなってうつむいた。父もまた、珍しく楽しげな声をあげる。

「いつも澄ました顔しやがって。たまには違う顔見せろ」

「あの……ごめんなさい」

　気まずさと申し訳なさで、小さな声で謝罪をした。が、彼は憮然とした表情でこちらを見ず、再び手もとの書類に視線を戻す。

「葛城さん、それ……」

　彼が書いているのは、婚姻届だった。すらすらとためらうことなくペンをすべらせるその手を、息を詰めて見つめてしまう。

「藍が持ってろ。お前がいいと思ったら、書いて出せ。嫌なら破け」

　葛城さんの書くべきところが埋まったそれを、父は私に持たせた。

　初めて気づく。この一連の流れは、私に決定権を持たせるための父の親心だったのじゃないだろうか。




　実家からの帰り道、車の助手席に座り、封筒に入れてあった一枚の紙きれを取り出した。

　かさ、と手の中で音がする。ずいぶんと薄い紙で繋ぐ絆なのだなあと、破れてしまわないように、そっと丁寧に扱った。保証人のひとりに、すでに父の名前が書かれてある。

　上から順に目を通していて、葛城さんの綺麗な字が一部分だけ乱れているところを見つけ、くすりと笑う。

「……なに笑ってるの？」

　運転席から、葛城さんがハンドルを操りながら聞いた。まだちょっと、怒っている。

「いえ、ここが。ちょうど、私が入ってきたところかなって」

「城の跳ねるところ？　その通り、あたってるよ」

　あの一瞬の表情と、その後赤くなった横顔を思い出して、どうしても口もとが緩んでしまう。

「そう笑わないでくれる？　本当に驚いたんだよ」

　葛城さんの横顔を見ていると、その向こうにある窓の外の景色がゆるりと止まる。

　赤信号だ。ハンドルに片手を置いたままこちらを見る目は、怒っているというよりは拗ねているのかもしれない。

　初めて見る表情で、私にはそれもまた、うれしかった。

「全然、思いもしませんでしたか？」

「そりゃ。だって、実家に君から連絡をするのは待ってって言ったのを、ずっと守ってくれてたからね。まさか今になって」

「ごめんなさい。父に問答無用で呼ばれてしまって」

「今日、やっと進展があったと藍さんに報告できると思ってたんだけど……かっこつかないなあ」

　あーあ、と肩をすくめて、そこでやっと彼は笑った。

「そんなことないです。仕事の話してて父から一歩も引かない葛城さん、かっこよかったし」

　いつもなら簡単には素直に言えないことも、今はなぜか抵抗なくするりと言葉が出てくれる。

「……かわいいって言ってくれたのもうれしかった」

　そう、きっとその言葉を聞いたからだ。私のいないところで、あんなふうに私のことを話してくれたことがうれしかったから、今はその余韻でか素直になれた。それでもやっぱり、恥ずかしくなって彼から視線を逸らす。

　頬の熱を感じながら、手の中の婚姻届けを再び畳み丁寧に封筒に入れた。膝の上には、帰りがけに買った『アジサイ』の入った手提げの紙袋がのっていて、そこに封筒も入れて大切に両手を添える。

「今日は、帰ったらたくさん話がしたいです」

　ふたりで『アジサイ』を食べながら。

　父がそうしたように、今度は私から彼に自分の気持ちをちゃんと伝えよう。父が態度を軟化させ葛城さんに譲歩し始めた今なら、花月庵のことから少し切り離して私への正直な気持ちを聞かせてくれるんじゃないかと思った。

　もしも聞けたら、その言葉を信じよう。

　たとえそれが、私が願うようなものじゃなくても。私たちは、まだ出会って間もないのだからそれでもいいのだ。私が、彼を好き。そこからスタートできればいい。

　そう思えたら、すっと気持ちが楽になる。

「葛城さんのことも、もっと……」

　知りたい、教えてほしい。そう言おうと横を向いたら、彼が運転席からこちらに向かって上半身を乗り出してきたところだった。

　目の前が彼でいっぱいになる。優しく重なった唇は一秒ほどで離れたけれど、思わずその唇を追いたくなるほど後を引く。

「まだ、仕事が残ってるけど、今夜はなるべく早く帰る」

「……うん」

「だから今日も、部屋で待っててほしい」

　うなずくと、再び重なった唇はうしろからのクラクションに追い立てられてやっぱりすぐに離れてしまった。










砂糖菓子の夜




　その日、葛城さんは本当に早く帰ってきてくれた。ふたりで私が作った夕食を食べて、思っていたよりかしこまった話の始まり方はしなかった。

　夕食後に並んでソファに座り、お茶と今日買って帰った和菓子を食べて、最初は笑い話ばかりだった。

「うちの暖簾はくぐらせないって、その言葉どおりだったよ最初は。ほんとに店の前で追い返されて、俺一応筆頭株主なんだけどって。君のお父さんにはまったく通じないから笑ったよ」

　弱った、と眉尻を下げて笑う。私が彼の手を取った翌日から、彼は父のもとに一日も欠かさず通い続けていたらしい。

「最初は、迷惑にならない時間帯を考えて夕方か昼過ぎを狙っていってたけど、時間決めていくと逃げられるんだよ。そのうちランダムに行くようになったんだ。それでもなかなかつかまらないし」

「父に無断で私が動き出したから余計に意固地になったんですよね、きっと。……むしろ葛城さんにとったらマイナスだったんじゃないんですか？」

　葛城さんには悪いけれど、ふたりの攻防戦を思い浮かべるとおかしくてしかたない。つい笑いながらそう尋ねたが。

　決して楽なことでもなかっただろう。花月庵を抱き込んだことすべてがマイナスとまでは言わないが、それら全部、彼に予測がつかなかったとは思えない。

「マイナスなんて思ったことはないけどな。俺はおかげで花月庵の技術と顧客と」

「また、そうやって……」

「かわいい妻が手に入る。前にもそう言ったよ」

　驚いて、隣に座る彼を凝視する。

　たしかに、そう言われた。でも、あんなの、私をからかっただけなのだと思っていたし、彼自身そう取られても仕方ない言い方をした気がする。

「最初から俺は、嘘はついてない。君が欲しかった」

　けれど今、同じセリフを言った彼からはからかいの色は少しも滲まない。まっすぐ私を見た目は、とても真摯なものだった。

「え……でも……」

　信じないわけじゃないし、信じたいとも思う。けれど私を欲しいと思う理由が見つからなかった。

　驚いてそれ以上言葉が出ない私の手を、彼が取った。絡め合った指先に、彼は視線を落とす。

「最初に藍さんを見かけたのは、いつだったかな」

　手を握ったまま、彼はなかなか目を合わせてくれなくなった。もう片方の手で、首のうしろをかいてみたりとどことなく、落ち着きのないものになる。

「去年、の茶会の時なら覚えてます」

　彼とぴたりと目が合った時のことを思い出した。あの時、ひどくじっと見つめられていた気は、していたけれど。

「それよりも少し前だ。何度もお祖母さんの付き添いで茶会に出席してただろう？」

　たしかに、とくに社会人になるまではよく祖母に連れ出された。大きな野点の席だと、挨拶することもなくすれ違うだけの人も多い。

「ぴんと伸びた背筋が印象的で綺麗な人だと思ってた。和服だと少し大人びて見えるね」

「そんな……目立ってはいなかったと思うけど」

　どちらかというと、目立つ容姿なのは彼の方だ。ただ、私は祖母や祖母の知人など年配の人のお話し相手をしていることが多かった。だから周りにあまり目を向けてはいなかったけれど、まさかそんなに前から彼に見られていたなんて。

「目立つよ。着物の着こなしも所作も美しくて、若い女性の中でも一番に視線を集めてた」

　ああ、だから彼はなにかと私に着物を着せたがったのか、と思い出せば頬や耳が熱くなる。うれしいけれど、次着物を着る時に意識してしまいそうだ。

「それだけじゃない。お祖母さんと一緒にいた時間が長いからかな？　自分よりもずっと年上の相手にも物怖じせずに会話をして、気遣いも自然で見ていて気持ちがいい。茶会があるたび、なんとなく君を捜すことが多かったよ」

　いつの間にか、彼の語り口調がとても優しく静かなものになっていて。そんな穏やかな声で語られる、『彼から見た私』がとても綺麗な存在のように思えてしまう。

　握られたままの手が、くすぐったい。じわりと汗が滲み出しそうで、恥ずかしいのに離してくれない。

「なのに、今年の春の茶会で、お祖母さんの隣に君の姿が見えなかった。それが、転機だったかな」

「転機？」

「それまでは、たまに見かけるかわいらしい女性、という意識くらいだったんだけどね。会えると思った時に会えないとなると、無性に繋がりが欲しくなって、俺の方からお祖母さんに声をかけた。話が弾んで茶会の後まで話し込んでいて、今の花月庵の現状を知った。柳楽堂から支援の話と引き換えに藍さんに縁談が来ていることも」

「えっ!?」

　またしても、私にはまったく知らされていなかった話だ。だけど、合点がいく。パーティーで葛城さんや兄が、まるで私をかばうように立っていた、あの時はずいぶん過剰な反応だと少し不思議に思っただけだったが。

　ちゃんと理由があったのだ。

「気がついたら、翌日には花月庵の株を買い占めてた」

　この時だけはまるで笑い話のように彼は楽しそうだった。だけどつまりそれは、やっぱり柳楽堂から花月庵を守るためだったということだ。

　花月庵と私を。

「そっ、それならそれで、最初から言ってくれたらよかったじゃないですか！」

「不意打ちで買収しておいて？　君のお父さんやお兄さんが警戒するのも無理はないし、君だって信じるわけがない。だからひと芝居打ったんだ」

　彼が私の手を持ち上げて、手の甲に口づけた。そのまま私を上目に見た彼の目は、捕獲者のように鋭くもあったし悪戯が成功した子供のようでもあった。

「君が自分から、俺のもとに飛び込んでくるように」

　そして私は、まんまとつかまった。

「もっと君のことが知りたかったし、俺のことを見てほしかった。去年、遠目に一度だけ視線が合った時の、大きな目が印象的で」

「ま、待って、そんな、ほとんど知らないのに……」

「そうだね、今思えばひと目惚れだったのかもしれない。だけど知れば知るほど、君が欲しくなった」

　どうしても、うろたえてしまう。自分がそんな、ひと目見ただけで誰かを惹きつけるほど魅力がある人間だと思ったことはなかった。けれど、彼はまるで自分が間違っていなかったとでも言うように、誇らしい目をしていた。

「間近で見た君は、思っていたよりずっと気が強そうで、しゃべればもっと」

　指に丁寧に口づけながら、彼はひとつひとつ、言葉を交わすようになってからの私の印象をあげていく。

「凜として大人っぽいかと思っていたけど、素の君は少し、子供っぽい」

「わ、悪口じゃないですか、それ」

「そう？　好きなところをあげて口説いてるつもりなんだけど」

　なんだか、目眩がしそうだ。つい昨日まではぐらかしてばかりだったのに、まるで箍たががはずれたかのように、彼の言葉は止まらなかった。

「驚いたら、口より先に手が出るところとか」

「そっ……その節はすみません、てば」

「案外怖がりってことだよ。そのくせ、一度信用すると今度はこっちが心配になるくらいガードは緩くなるし……」

「そんなことないです」

「ある。男としてはうれしいけどね。放っておけなくなるし」

「危なっかしいってこと？」

「そういう意味もあるかな。素直すぎて騙されやすそうだし」

「やっぱり悪口じゃないですか」

　言葉だけ聞いていれば、褒められてる気がまったくしない内容だ。それなのに、語る声や見つめる目が、とにかく甘くて優しくて、だから無性に恥ずかしくなる。

「そのままの君でいられるように、守らせてほしいと思ってるよ」

　触れ合った手はそのままに、空いた方の手が私の頬に触れた。

「花月庵も含めて、君が大事にしているもの全部。だからそばにいてほしい」

　とろりと蜜のように絡む視線に見つめられ、つい目を逸らしてしまう。

　うつむいてしまいそうになった時、頬を包む手に邪魔されて上を向かされた。

　うれしいけれど、恥ずかしくて、涙が滲む。答えなんて決まっているのに、それを伝える言葉が咄嗟に浮かばない。はい、とそれだけ言えれば、伝わるだろうか。

　けれど彼の瞳の中にまるで懇願するような熱を感じた時。切望されているのだと気づいた。私が、彼の気持ちをあれだけ探したように、彼もまた、私の気持ちを探しているのだ。

　花月庵を理由にしない、純粋な気持ちを。

「あ……私は」

　心臓が、このままじゃ伝えきるまでに力尽きるのじゃないかと思うくらいに、早鐘を打っている。

　こんなこと、目を見てなんて言えない。視線を伏せて、代わりに頬にある彼の手に自分の手を重ねた。ちゃんと伝わるように……と。

「最初は……すごく、失礼な人だと、思った」

「はは。だろうね」

「それに、なんかいつも余裕たっぷりでいけすかないし」

「そんなことは、ないけどなあ」

「はぐらかすの上手だし」

「……悪口だね」

「不意打ちでファーストキスするし」

「それは、ごめん」

「でも、そんなんなのに、私を見る目がすごく、優しく思えて」

　いつだって、優しかった。言葉ははぐらかしても、私を見る目はいつも慈しむようで、だから余計に混乱した。

「考えてみれば、全部私に合わせてくれてて、すごく気遣ってくれてる気がして、ほんとの葛城さんの気持ちはどうなんだろうって、いつの間にかあなたのことで頭の中、いっぱいで」

　素直に声に出すほど、顔も目の奥も熱くなる。

「葛城さんが、私の気持ちを置き去りにしないって言ってくれた。とても、うれしかった」

　彼が指の背で、火照った頬の肌をなでてくれる。目を閉じ、その指に励まされるように言葉を繋ぐ。

「でも、いつも葛城さんの手のひらの上にいるみたい。翻弄されて、転がされて、いつの間にか……好きに、なって、しまって」

　言ってしまった。目を閉じたままでいた。彼の顔を見るのが怖い。けれど反応は気になって、私に触れる手に意識は集中する。

　悔しい。けど好き。

　ぽそ、とつぶやいて付け足した時、頬に添えた手が私の顔を上向かせ、唇に温かな吐息を感じた。しっとりとやわらかさを味わうように重ねられた唇に、ますます目が開けられなくなる。

　頬の手が移動し首筋を支え、わずかな隙間を残しキスが一度途絶えた。

「……もう一度言って。聞きたい」

　低くかすれた声があまりにも切なくて、すがりつきたい衝動に駆られてしまう。

「……好き、です」

　言葉にすると、唇を塞がれる。そうしてまた少し離れて、かすめる程度の距離でまた催促されてを繰り返し。

「……好き、葛城さん」

　何度目かでようやく目を見て言えた時、彼の目が優しく微笑んでいて。

「好きだよ。ずっと君が欲しかった」

　ずっとずっと、欲しくて探していた彼の気持ちを聞けた瞬間、涙がこぼれた。くんっと首筋の手に引き寄せられて、彼の懐に飛び込んでしまう。上向いた私の唇を、上から塞ぐ姿勢で深く唇が合わさった。

　舌が私の歯列をなでて中まで入り込み、上顎をなでる。ぞくりと体が震えてしまい彼の体にしがみついた。薄いワイシャツの下にある固く逞たくましい体を意識して、いっそう体の奥が切なくなる。

　ああ……ずっと感じていた『寂しい』に似た、感覚。もっと、もっと触れたくなって、そうでなければ寂しい。触れるキスだけでは足りなくて、蕩ける舌を絡めたらまたもっと、深く繋がりたくなる。

　だから……『寂しい』んだ。

「んんっ……」

　キスが深くなり、唾液があふれる。濡れた口内をふたつの舌が絡まり合って、意識がぼんやりと溶けていく。

「藍さん……」

　耳もとでささやかれ、耳たぶを舐める濡れた舌に思わず甘い吐息を漏らした。

「シャワー、先に浴びる？」

　甘く濡れた声に、ぼんやりとうなずいたものの、大変だったのはそこからだった。

　和菓子を食べたお皿や湯飲みが気になったけれど、葛城さんが片づけるからと浴室に送り出された。この後のことは、さすがに私にだってわかる。この季節に、シャワーも浴びずに彼に触れられるなんて、絶対無理だ。

　くらくら目眩を感じながらがしがしと体を洗い、頭も洗う。浴室を出て、どうしていいのかわからなくなった。

　こういう時、パジャマは着るの？　下着はどうするの？　どうしよう、そんな色っぽい下着は持ってない。髪は乾かしていいよね？　でもあんまり待たせすぎたらだめ？

　混乱しすぎてわからなくなって、泣きたくなってきて。こんな時こそ友達のグループチャットで相談しなくちゃと思ったのに、スマホはリビングに置いてきてしまった。

　しかし落ち着いて考えてみれば、裸でタオル一枚巻いてなんて姿で出ていく勇気はない。かといってお洒落しゃれなパジャマや下着もないし、結局、いつもどおりのパジャマと下着しかないのだ。

　髪は乾かさずに急いで脱衣場を出た私は、入れ違いに浴室を使う葛城さんにドライヤーを手渡された。

「風邪引くよ。ちゃんと乾かして待ってて」

「……はい」

「どこで待てばいいかわかってる？」

　そうわざわざささやかれ、慌ててうなずいたものの、頭の中に昨夜脅されたセリフが思い出される。

『今度俺の寝室に入ったら、やめないよ』

　リフレインしたと同時に耳もとにキスをされ、今まさにそのセリフを言われたような錯覚に陥った。

　髪を乾かしている間も、昨日腰が抜けてしまった感覚が蘇る。ただでさえ……心臓が破裂しそうなくらいなのに。キスと指でちょっと肌をくすぐられただけであんなになるのに、どうなっちゃうの。

「うう……さっきの、絶対わざとつぶやいてった」

　あの人は、なんなの。まだ感覚も生々しい夕べのことを思い出させて、私に逃げてほしいのか。そうやって私が怖がらないか試しているのか。

　そう思うと、悔しくなって私は葛城さんの寝室のドアの前に立った。だって、夕べだって私は逃げたかったわけじゃないのだから。

　そっと、ドアノブに手をかける。入ろうと思うと、やっぱり緊張してしまう。開けると、中はまだ照明もつかなくて真っ暗だ。

　……ベッドで待ってればいいの？

　さすがにそれは、ためらう。けどだからといって、部屋の隅でぼーっと立っていられても葛城さんもびっくりするだろうし。

　中には入らずにそんなことを考えているうちに、葛城さんがシャワーを終えてしまったようだった。引き戸は閉まったままだけれど、水の音が止まったのがわかったのだ。

　ど、どうしよう！

　早く中に入らなければ、とうろたえているうちに、引き戸が開いて驚いた。出てきた彼は、まだ髪も少し濡れていて、バスローブ一枚だった。

　男の人ってずるい、悩むことなくそれだけでいいなんて。

「どうしたの？」

　寝室の前で立ち止まっている私に、不思議そうに近づいてくる。

「結界でも張ってある？」

　そう言ってくすりと笑った。私にとっては、結界と同じくらいの効果はありそうだ。それくらい、この一歩に勇気がいる。

　背中から抱きしめられて、どくん、と心臓が高鳴った。片手で彼がドアの近くにある照明のスイッチを入れる。調節してあるのだろう、案外優しい明るさのダウンライトが灯った。

「あ、あの……」

「うん？」

「わ、私、初めてで……」

「知ってる。逃げたくなった？」

「そうじゃな……」

　ぴったりとくっついた背中から彼の体温が伝わってくる。緊張してどうしたらいいかわからないだけで、逃げたいわけじゃないのだと伝えようと彼を見上げたら、そのまま顔を彼の手で固定された。

「んっ……」

　振り仰ぐ、不自然な姿勢のまま唇が塞がれる。いきなり夕べのような、容赦なく官能を体に感じさせる濃厚なものだった。

　キスをしながら体の向きを変えさせられ、彼の腕の中で正面から向かい合う。

　ああ。私の体、おかしい。キスの快感を教えられるたび、こうして蕩けてしまうのが早くなっている気がする。

　唇が少し離れ、はぁっと息を吸い込む。彼は私の唇の隙間を舐めて、くすりと笑った。

「入っちゃったね」

「……え？」

　ぽんやりと働かない頭で考えてから、視界いっぱいの彼の背後に目をやった。寝室のドアが、彼を挟んで向こうにある。体の向きを変えさせられた時、一歩中に進んでしまっていたようだ。

　彼が私の目を見て微笑みながら、うしろ手にそのドアを閉めた。

「……昨日は、わざと逃がしたくせに」

「お父さんとの約束があったからね」

「今日はもういいの？」

　そう尋ねると彼は穏やかに、けれど確かな強さで私の手を引き、ベッドへと誘導する。

「いつまで、とは言わなかったから。君の気持ちが俺に向くまでという意味かなって」

「絶対違う、それ……」

　あの父のことだから、結婚するまでという意味に決まってる。葛城さんもわかってるだろうに、あえてそこは追及しなかったにちがいない。

「そう？　じゃあ、少しだけフライングだ」

　ぽす、と腰を下ろした私を見下ろす笑顔はいつもどおり優しいけれど、なぜか背筋をぞくりとさせる。

「先に謝っておくけど」

　彼は私をゆっくりとベッドに押し倒しながら、口づける寸前に強い欲情を滲ませた。

「もう泣いても逃がさない」

　舌を絡めて吐息と唾液を混ぜ合わせる。蕩けるキスも、今ばかりは体の緊張を簡単には解ほぐしてくれなかった。

　唇からキスは離れ首筋をたどる間に、彼の手が私のパジャマのボタンをはずす。するりと胸もとに入り込んだ手に体は強張り、震える手で彼のバスローブを握った。

「怖い？」

　そう尋ねる間も、彼の手が布地を剥はぐように肌をなで、呆気なくブラのホックもはずしてしまう。

「わ、わからない……」

　怖くない、ことはない。

　だけど触れられることはうれしいし、やめてほしいとも思わない。ただ、自分の体がこれからどうなるのか、未知のなにかが怖かった。

「ごめんね」

　私の首筋から顔を上げた彼は、眉尻を下げ申し訳なさそうに微笑んでいた。

「怯える君もかわいい」

「ひゃっ」

　片方の肩を持ち上げられて、ころんと横を向かされると、するんとパジャマとブラを取り払われる。守るものがなくなった胸もとを両手で隠そうとしたけれど、両腕を掴まれてできなかった。露あらわになった肌に落ちる視線が、とても熱く感じて強く目を閉じる。

　けれど落ちてきたのは視線ではなく、熱い吐息とキスだった。

「藍さん……」

　鎖骨へ、胸の膨らみへ、私の名前を愛しそうに呼びながら、熱と共に肌に触れる。口づけながら彼の手は二の腕から胸へ、腰のラインへと時に指先に力を込めて、私を誘う。

「ああっ……」

　思わずこぼれた甘い声が静かな室内に響き、恥ずかしさに唇を噛む。泣きそうだけれど、それどころじゃなく、体が火照り疼き始める。私の胸に口づけながら、彼の両手が腰から下着の中へ入り込み、ベッドとの隙間をくぐり私の肌からすべての衣服を剥いでしまった。

　彼が優しかったのは、そこまで。

「やだ、やっ……」

「かわいい」

　火照り始めた体。今まで誰にも触れられたことのない場所に彼の指を感じて怯えた。そんな表情さえ彼はかわいいと言う。

　驚いて出そうになった手は、事前にやんわりと両手首をそろえて頭上にまとめられており、最初はその行為に拘束の意味があるなんて気づいていなかった。じきに、わからされてしまうことになるのだけれど。

　彼の片手は大きくて、すんなりと私の両手を押さえてしまう。そうしておいて、膝をすり合わせる私の内ももをたどり、潤み始めた私に触れたのだ。

「待って、あ、あ」

　初めての感覚に泣きそうになっても、少し待ってとお願いしても、私の手の拘束はほんのわずかも緩まない。それどころか私の耳たぶをなめ、余計に私の体にわけのわからない熱を呼ぶ。

「や、あ、ぁ」

「力抜いて」

　自分の体が、知らない感覚に侵され始めようとしている。そんな時に、力を抜けと言われても、もうそのやり方もわからない。

「はあっ……あ」

　勝手に息が上がって、体中が熱い。下腹部が痛いくらいに疼いて、とにかくその指を止めてほしかった。だって私の体をそう変化させているのは、間違いなく彼の指なのだから。

「か、かつらぎさ……、も、やだ、ああっ」

　体が小さくひくつく。目尻からひと粒涙がこぼれて耳に落ちれば、それを待ち受けたように熱い舌が舐め取った。

「藍」

　耳もとで短く、熱を帯びた声で名前を呼ばれ、ぞくりと背筋が戦慄わななく。

　その一瞬で、私の全部が彼に従った気がした。

「泣いても止めないよ」

　ぽろぽろとこぼれる涙を、彼はすべて唇で拭っていく。

「藍、目を閉じて、俺だけ感じていればいい」

　言われるままに、目を閉じた。彼の指に感じ、いつの間にか恥ずかしいだとか思う余裕もなくなった。肌が、体が、彼から与えられる快感を懸命に受け止める。

　初めての、痛みすら。

　震える私の手を取り、いつかのように手の甲に口づける。そんな優しい仕草をしてみせてから、私の中を奥まで押し広げ、痛みにあえぐ私を見下ろし微笑んだ。

「藍……俺のものだ」

　汗ばむ肌が触れ合い、互いの熱で溶けてしまいそう。

「君の全部、俺のものだ」

　彼の力強い腕は私の全部をかき抱き、なにひとつ取りこぼさないよう、その広い胸の中に閉じ込めてしまうようだった。

　痛みがなじんで、代わりにせり上がる熱の波に押し流されてしまいそうで。私は彼の背に爪を立て、必死ですがりつく。彼が閉じ込めることを願ったように、私もまた、その腕の中にずっと留まっていたかった。

　ずっとずっと、そうしていたかった。










蜜月と、小さな疑惑




　じかに肌が触れ合うことを知ってしまったら、もう離れられない気がする。彼の腕を枕にして、事の余韻から体はなかなか、抜け出せないでいた。

　彼の手が、汗に濡れた私の髪を、ゆっくりと指で梳く。たったそれだけのことが、ひどく幸せだ。愛や恋で身を崩していく女性の気持ちが、今ならわかる気がした。

　なににも代えがたいひとときに違いなかった。

「……そうだ、明日」

　彼が、ふと思い出したように声に出す。

「休みが取れた、二日間」

「え……本当？」

　彼はずっと忙しそうで、連休なんて初めてのことじゃないだろうか。うれしくて、腕の中で寝転がったまま首をかしげて彼を見る。強い声と言葉で私を支配したさっきの彼とは、まるで別人のような穏やかな微笑みがそこにあった。

「前に言ってた、どこかに出かけようって。どこに行きたい？」

　それは自分の気持ちを自覚する少し前、交わした約束だ。忙しさの中で、いずれ紛れてしまいそうだと思っていた約束だった。

「うれしい、どこにしよう」

「泊りがけもいいしね。急だけど、小旅行」

「晴れてるところがいいな」

　七月半ば、長引く梅雨でなかなか晴れ間が覗かない。

「難しいことを言うね、君は」

　苦笑いをしながら、彼が少しだけ体を起こしベッドのサイドテーブルにあったスマホに手を伸ばした。

「明日、明後日雨が降らないとこか……北海道か、梅雨明けしてる南の方とか？」

　スマホの天気予報アプリを開いて、ふたりで一緒に覗き込む。

「小旅行、というよりしっかり旅行になっちゃう」

「かまわないけどね、それでも。会社を継いでからまともに旅行も行けてないし」

　そういえば、釣書に書いてあった。

　そのことを思い出し、ふふっと笑ってしまう。

「どうかした？」

「いえ。趣味が旅行って書いてあったなと思って。あ、見て。関西の方も、明日はちょっと晴れるって」

　お天気マークのついた日本地図を指さしてそう言うと、彼が画面をタップする。すると三日間くらいの近畿地方の天気予報が現れた。

「……関西か。神戸こうべに行く？」

「いいんですか？」

「ついでに俺の実家に行こう。両親に紹介するよ」

「え」

　楽しい旅行の計画のはずが、急速に緊張感漂うものになり頬が強張った。

「ちょっと待って、いきなりですか？　心の準備が」

「そんな緊張するような親じゃないよ。旅行のついで」

「えええ、そっちがついでって」

　ご両親に初めて挨拶するのに、気後れしない人がいるだろうか。そういえば、今目の前の人がまさにそういうタイプだ。それどころか買収して乗り込んできたんだから、次元が違う。

　いつかはしないといけないことなのだが、急すぎてついていけない。できればやっぱり関西以外の場所に……と、ほかの地域の天気予報を見ようとしたが、葛城さんによってスマホは回収されてしまった。

　ベッドサイドにそれを戻して、ぎしりとベッドを軋きしませる。私に覆い被さると、瞼に軽くキスをして額を合わせた。

「保証人のところに、名前を書いてもらわないといけないしね」

「あ……」

　婚姻届けの保証人に、もうひとり名前がいる。たしかに、葛城さんのお父さんに書いてもらうのが一番いいだろう。

「最後に、藍が書いて」

「はい……」

　素直にそう返事をして、口もとが綻ぶ。結婚するのだと実感が湧いてきて、胸が温かくなった。葛城さんの目も優しく細められ、話しながら私の唇を啄んでいた。

「式は、どうしようか」

「したいけど……準備に時間がかかりますね」

　式ができるようになるのを待つよりは、早く結婚したかった。そう願う私を察してくれたようだ。

「婚姻届けは出して、式は時期を見てしようか」

「やっぱり、和装がいいですか？」

「それは、花嫁さんに決める権利がある」

　啄むだけだったキスが、ここで一度深くなる。舌を絡めて離れると、互いの吐息がまた、熱を持ち始めていた。

「……葛城さんに、綺麗って言ってもらいたいから」

　だから、和装がいい。そんな理由じゃだめだろうか。

　彼の目に一番綺麗に見える私で、愛を誓いたい。

　そう言うと、たまりかねたように彼が私の唇を貪る。私は懸命にキスに応え、彼の首筋に触れそうになった手を一度止めた。私から彼の肌に触れるのは、まだなにか恥ずかしい。けれど、気づいた彼がキスをしながら私の手を取り、首に絡ませてくれた。




　関西は梅雨の晴れ間か、もしくはこれが梅雨明けか、と思うほど快晴だった。そして、蒸し暑い。

　私が朝起き上がれなくて、家を出たのが昼を過ぎていたため、新幹線で神戸に着いたのはもう夕方だった。もう少し早く起きられればよかったのだけれど……そこは私に責任はない。

　葛城さんはしきりに私の体を気にして、あまり歩かずに済むように新神戸駅のすぐそばのホテルを取ってくれていた。

「今日の夜は、しませんから」

「……ゆっくり、してもだめ？」

「やです」

　せっかくの旅行なのに、足腰が立たなかったらもったいない。観光がしたい。異人館も見てみたいし、朝は葛城さんが話してくれたブレックファーストで有名だという古い洋館のレストランに行きたいのだ。

　だがその前に……こなさなければならないミッションがある。

「ケーキ屋の朝は忙しいからね。夕方以降の方がいいんだ」

　レンタカーを借り、葛城さんの運転で神戸から東に向かう。窓の外はもう暗くなりかけていて、際立ち始めた街の灯りが流れていく。

　私は助手席で、早鐘を打つ心臓と闘っていた。葛城さんと出会ってから、どうも私の心臓は働きすぎだと思う。このままでは過労で止まってしまうのじゃないだろうか。

　運転席から、くすりと笑う声がする。

「うちの親父は、本当にただのおっさんだから。やっぱり経営は向いてないって俺に会社継がせて、自分はさっさとパティシエに戻ったんだ。やっぱり古巣がいいらしい」

「おっさん……お母様は？」

「かしましい」

「えええ」

　想像してみるが、やっぱりいまいちぴんとこない。葛城さんに似た顔で、おっさんとかしましいというイメージが繋がらないのだ。

　じっと彼の横顔を見て想像力を働かせている時だった。

「スマホ、鳴ってませんか？」

「ああ。多分会社からだから」

　着信音は出ていないけれど、微かな振動音が聞こえていてしばらく止まらなかった。

「本当に、大丈夫なんですか？」

　実は、これだけじゃない。こっちに到着するまでにも、何度か着信があったのだ。出られる時は彼も出ていたけれど、ほとんどはスルーしてしまっている。

「大丈夫、後でかけ直すよ」

　彼はそう言って笑うけれど、やはり無理して休みを作ってくれたのだろうかと気になってしまう。

「大事な用だったらいけないし、かけ直すなら車止めてもらってもいいですよ」

　一緒に旅行を楽しめるのはうれしいけれど、仕事の邪魔をしたいわけではない。そう思って言ったのだが、彼は片手で私の頭をなでて「大丈夫だよ」と笑った。




　その後、車は少し渋滞に巻き込まれたものの、四十分ほどで芦屋の郊外に入る。閑静な住宅街の中で、広い敷地の中にかわいらしい洋風の家のような建物がふたつ建っていた。そのうちのひとつが店舗のようで、もう夜になるというのに頻繁に客の出入りがある。

「ここが、本店ですか？」

「そう。案外こぢんまりしてるだろ」

　葛城さんのお父さんが開いたこの小さなケーキ屋が、今や誰もが知る洋菓子メーカー、パティスリーカツラギの始まりだという。高級志向の住人にウケて口コミで客が増え、新店を増やしていくうちにあっという間に今の規模になったそうで。

　全国展開して会社を大きくしたのはいいが、その本人がパティシエに戻りたいと言いだし、ひとり息子の彼が大学を卒業すると同時に業務を引き継いだ。葛城さんはパティシエになるつもりもなく、ビジネスの方に興味があったから抵抗なく受け入れられたという。

　やわらかな芝生を踏みながら、彼が教えてくれた。向かう先は、店舗の方ではなくもう一軒の建屋の方で、近づくと木製の看板に「工房」と書かれていた。そこの二階が住居で、一階部分は料理教室などに使っているらしい。

　ひどく緊張しながら、私は葛城さんの後についていったのだ、が。

「あらあらあらあら、まあああ！」

　葛城さんのお母さんは、すごく若々しい甲高い声の人だった。見た目も、とても若い。着いた途端に大歓迎を受け、ダイニングテーブルの椅子のひとつを勧められ、おとなしく座る。きちんと挨拶をしようと思うのに、お母さんの勢いに負けて口を挟む隙がない。

「圭！　ちゃんと挨拶は済ませたの？　顔合わせはいつするの？」

「済ませたし、顔合わせは近いうち。店休んでこっちに来てほしいんだけど」

「もちろん行くわよ、あなたまだ手は出してないでしょうね！」

　どうしてあっちでもこっちでも手を出したかどうかに重きを置くのか。葛城さんのお母さんは、彼がひと言で表した通り、本当に『かしましい』人だった。

　彼はさらりと、嘘を吐いた。

「はいはい、まだ出してないよ」

「ね」と私に同意を求めるものだから、かああ、と真赤になる私にご両親の視線が集中してしまった。

　お父さんのことを葛城さんは『おっさん』と言っていたけれど、全然そんなことはない。空気感が彼によく似た、穏やかそうな人だった。顔立ちもよく似ている。職人気質のうちの父とは、まったく正反対のタイプだ。

　明るい奥さんと、穏やかな旦那様。そんな雰囲気のふたりに温かく受け入れてもらえ、緊張はすぐに解れた。夕食もごちそうになり、お父さんに保証人の欄に名前を書いてもらった時は、一歩一歩結婚に近づけていることを実感して、目が潤んだ。

　すべてが追い風のように思え、もう障害なんかどこにもないような気がしていた。

「……急に結婚するなんていうから。驚いちゃったわよ」

　お手洗いを借りて、リビングに戻ってきた時だった。そんな会話が聞こえて、つい足を止めてしまった。

「いい子だろ。彼女とでないと結婚しないよ俺は」

　彼のそんな声が聞こえて、ほっとする。だけど、なんとなく会話の流れから、私以外に誰か候補がいたのかと、邪推してしまった。

「いい子ねえ。でもてっきり絵え里りちゃんかと思ってたから、ちょっとびっくりしちゃったわ」

　絵里。って、誰だろう。

　どくん、どくんと心臓が騒ぐ。こんなとこで聞き耳を立ててしまっていることに、ひどい罪悪感があった。だけど足が動いてくれない。

「なんでだよ」

「だって、あの子あんた追いかけてそっちに行っちゃったでしょ。だから……」

「就職先が見つからないっていうから、こっちで世話しただけだよ。絵里とはなにもない」

『絵里』

　彼が、私の知らない女の人の名前を呼び捨てにした。そのことが、ひどく衝撃だった。

　決して、私自身が否定されたわけではないし、むしろ歓迎してくれた。すでに半同棲状態だと知り、近いうちにご両親の方から私の両親に挨拶に行くと申し出てくれたし、すべてが順風満帆だ。

『絵里』

　その響きが、やけに耳に残っていること以外は。

　私たちは知り合ったばかりだし、私の知らない人間関係があってあたり前なのだ。それなのに、なにがこんなにもやもやするのか、彼がほかの女性の名前を口にしただけで胸が痛かったのか、自分でもよくわからない。




「絵里さんって誰ですか？」

　葛城さんの実家からホテルに戻るまでの道中、運転している彼にそう尋ねてみれば、少し目が見開かれてちらりとだけ私を見た。

　ついストレートに聞きすぎてしまったけれど、性分だから仕方ない。

「ごめんなさい。さっきお手洗いに行った後、話がちょっとだけ聞こえて」

「いや、俺の方こそごめん。実家に行く前に説明しておけばよかった。同級生でね。最近職を失って、こっちで働き口を世話したんだ。実家が近所で付き合いもあるしね、放っておけなくて」

「近所ってことは、幼なじみみたいな？」

「そこまで仲よくはなかったけどね。一緒にいる友人も違ったし……まあ、小中高と学校が一緒だったくらいだけど、それも幼なじみと言えるならそうかな」

　さらさらとうろたえることなく話してくれたことで、少し心が軽くなる。

「葛城さんの会社に？」

「そうだよ。事務作業をしてもらってる」

「そうですか」

　だがもやもやが完全に消えたわけではなかった。

　だけどこれ以上、なにを聞けばすっきりできるのかわからない。

「母が勝手に邪推をしていただけで、彼女とは今も昔もなにもないよ」

　私もわからない胸の内を察したように彼が言う。

「あ、べつに！　なにも、疑ってないけど……」

　慌ててそう取り繕ったが、赤くなった顔が気にしていると暴露したようなものだった。

「……ちょっと。こういう話は運転中じゃなく」

「え」

「そんな顔されてもキスもできないし抱きしめることもできないし」

　くしゃ、とうれしそうに笑ってそう言われ、私は頬に手をあてる。

「……運転してください」

　なんか。ヤキモチを焼いてしまったみたいで恥ずかしい。唇を尖とがらせて窓の外へ視線を逃したけれど、赤い顔はなかなか静まらなかった。




　神戸観光と葛城さんの実家訪問から二週間が経ち、梅雨も明け夏真っ盛りだ。あれから、葛城さんのご両親が本当にすばやく私の両親に挨拶してくれて、正式に婚約という形になった。

　なのに私の心の中は、なにかまだ薄雲が張ったようなものだった。

　些細なことだと思う。だけど後から思えば思うほど、小さなひっかかりが出てくるのだ。

【藍たんがモチを焼いておられる】

【たん言うな】

【あーっ！　なんかいいなあ、恋をする藍ちゃん新鮮】

【気になるのすごいわかる。幼なじみとか最強じゃない？】

【しかも困ってるとこ助けたとかなると気になって当然】

【そう？　私はそこで手を貸さない薄情なやつじゃないってわかってほっとするけど】

【だって同じ会社にいるんでしょ？　毎日一緒とかだったらかなりイヤ】

　相手が会社経営者であること、知り合ってまだ間がないことを伝えて改めて友人たちに相談したのだが、よかった。そうか、やっぱり私は嫉妬していたのか、と。人に指摘されれば改めて納得した。

　だから過剰に気になっているだけなのかもしれない。薄情な人じゃない、と知れてほっとしたのもその通りだし、幼なじみなんて存在が彼のそばにいることを気にしてしまうのが、私だけではないことも知れて気が楽にはなった。

【だからって、幼なじみに優しくしないでとか言えないし。ここは信じるしかないでしょ。恋人は藍ちゃん。堂々としてればいいよ】

【だね】

　友人たちの言葉に安堵したところで、スマホの画面表示の左上の時刻を確認する。

　午後九時を過ぎている。今日は会食があるといっていたけれど、そろそろ帰る頃だろうか。

　みんなにありがとうと言って、いったんスマホを閉じようとした時だった。

【でも、私なんか心配。藍ちゃん大丈夫？】

　ぽん、とひとりからそんなメッセージが上がってくる。

【なんかその人、仕事も恋愛も、そつなくこなしそうなイメージ】

【いいことじゃない？】

【なにかあってもごまかされそうってこと。藍ちゃん恋愛初心者だし】

　玄関で、音がした。彼が帰ってきたのだ。慌ててそう告げて『ありがとう』のスタンプを送った直後、すべり込んだメッセージが目に入った。

【そういう人ってはぐらかすのもうまそう。相手を呼び捨てなのも気になる】

　その文字をつい二度も目で追ってしまう。その一文が頭に残ってしまった状態でリビングに葛城さんが入ってきた。

「ただいま」

「お、かえりなさい」

　なんだか、悪いことをしていたような気持ちになりながら彼に駆け寄る。

「疲れたよ。藍の顔見たらほっとする」

　くしゃりと崩れた表情に、うれしくなって抱えていたもやもやが少し薄くなった。そう、こうして目の前に彼がいれば、なにも憂いはないのだけれど。

　スーツの上着とビジネスバッグを預かって、軽くキスを交わすと彼は先にシャワーを浴びに浴室へと向かった。

　ビジネスバッグをパソコンデスクの近くに置き、上着を寝室のクローゼットにかけてため息をつく。相変わらず、彼は忙しい。

　彼との神戸観光の日のことを思い出し、次にあの時のようにふたりでゆっくりできるのはいつになるだろうとせつなくなった。慌ただしくもあったけど、楽しかった。異人館の散策もできたし、夕方にはロープウェイで山頂まで上がり景色も楽しめた。

　それにうれしかったのは、偶然葛城さんの知人に会い、私を婚約者だと紹介してくれたことだ。

　ふたりで朝から異人館のはずれにあるレストランで、朝食をいただいてサロンで紅茶を飲んでいた時だった。初めて彼のパートナーとして出席したパーティーでも会った、大学の時の先輩だと言っていた人だ。

『葛城が僕より先に結婚するとは思わなかったな』

　彼はやわらかく微笑んで、私にも丁寧に挨拶をしてくれた。

『僕も考えているんだけどね。彼女が仕事に夢中でなかなかその気になってくれないんだよ』

　そう言って苦笑いしたその人は、ずいぶんとその女性に手を焼いているようだった。

　葛城さんと結婚を話題にして笑い合っている間、私はなにか気恥ずかしい思いをさせられていたのだが。その後、ふたりで仕事の話をしている時はなぜか厳しい顔をしていて、怖くて口を挟めなかった。声も潜められてよく聞こえず、仕事の話なら仕方ないと黙って控えていたのだが。

　その時から、家に帰ってきた後も時々気になった。仕事の電話がかかってきた時はピリピリして、怖いと感じる時がある。仕事の時の彼を私は家で垣間見るだけだけれど、時折別人のように冷たい横顔に見えた。

　ふと、思う。それを、幼なじみの彼女は毎日近くで見ているのだろうか。絵里さんは、葛城さんのそばにいるのだろうか。事務って言ってたけど、どういう立場なんだろう。

　もやもやの原因が、わかった気がする。絵里さんの方が、たくさん彼の顔を知っているだろうからだ。

「藍？　どうかした？」

　クローゼットの前でぼんやりとしている間に、葛城さんがシャワーを終えていた。

「なんでもないです。なにか食べますか？　飲み物でも入れましょうか」

　なんでもないことはないのだけれど。それを、どう葛城さんに伝えていいものか、そもそも伝えるべきことなのか判断できずに私は忘れることにした。

『……そういう人って、はぐらかすのもうまそう』

　たしかに、彼は上手だけれど。

　私たちは結婚するのだ。これ以上確かなことなんてないはずだ。

「今夜のデザートは？」

「暑いから、シャーベット作ってみた」

　近づいて、きゅっと彼のパジャマの袖を握った。すると、彼が優しく目を細めて唇を啄む。

「それもいいけど、君も食べたい」

　私の腰に回った手の指が、つっと体のラインをなぞり、深く重なる唇に目を閉じた。

　まるで蜂蜜のような甘い空気に浸されて毎日を送る私は、きっともう中毒みたいなものなのだろう。

　だからわずかなことに嫉妬して、心乱されてしまう。それがちょっと、怖い。初めての恋に振り回されて夢中になって、葛城さんしか見えなくなっているのが自分自身よくわかっていた。

　たったひとりに出会ったことで、こんなにも自分が変わっていくなんて思いもよらないことだった。










女の勘ははずれない




　仕事帰りに食事に行ったり、会う頻度がその程度だった時は、そんなに仕事の電話ばかりかかってくる印象はなかった。

　なのに最近になって増えている。だから余計に気になるのだと思う。

『お仕事、大変なんですか？』

　今朝、玄関で見送る時に聞いてみたが、彼は『ちょっとね、落ち着かなくてごめん』と言っただけだった。

　その時に少し顔色が悪いような気がしたのだけれど、いってきますのキスに流されそのまま送り出してしまった。

「え……葛城さんっ？」

　昼過ぎ、夕食の買い物から帰ってきた時に、彼の靴が玄関に脱ぎ捨てられているのが目に入る。ありえない時間帯の帰宅の上に、いつもより乱雑に脱ぎ捨てられた様子に嫌な予感がした。

　半開きになった寝室のドアが目に入り急ぎ足で近づくと、中のベッドにワイシャツの襟もとを緩めた状態で彼が腰かけていた。

「藍、おかえり」

「ただいまです。すみません、買い物に行ってて」

「謝ることじゃないよ」

　彼は、いつもどおり笑っていたけれど、体を前屈みにしてひどくだるそうに見えた。近づいて彼の額に手をあてる。

「熱い……病院は」

「行って、点滴は打ってもらったよ」

　ベッドのサイドテーブルに薬の袋が置いてあった。

「とりあえず、着替えて休んでください……休めるんですよね？」

「ああ、さすがに頭が働かなくて一日だけ」

「一日だけって……」

　手で触れただけでもかなり熱い……そう簡単に下がる熱とは思えない。パジャマを用意して、ワイシャツを脱ぐのを手伝おうとすると、彼の手に制される。

「あんまり近寄ると移る」

「大丈夫ですよ少しくらい。変な心配してないで、早く着替えて寝てください」

　どこか動作のゆったりとした彼を手伝ってどうにかベッドに寝かせると、彼はじきに焦点の合わない目になり、やがて目を閉じた。

「……頭、働くわけないよ」

　目を閉じて動かなくなった彼の脇に体温計を差し込んで、熱を測ってみれば三十九度を超えている。

　薬は飲んだのだろうか。お医者さんはなんて言ってたのだろう、インフルエンザの季節ではないけれど。

　情報が足らなすぎるが、せっかく眠った彼を起こすのも忍びない。とにかく家でできることをしなければと、手製でスポーツドリンクを作ろうと寝室を出た直後だった。

　ガチャ、とドアノブが一度回される音に驚いて玄関を見る。鍵はさっき、私が入った後に閉めたから開くことはない。すぐに、ピンポンとインターホンが鳴った。

　戸惑って反応できずにいると、ドンドンとドアを叩く音がする。

「圭くん？　大丈夫？　倒れてない？」

　聞こえてきたのは、焦った様子の女性の声だった。親しみを感じさせる言葉遣いに、それが誰だかすぐに悟る。

「今開けます」

　近づいてドア越しに返事をした途端、ぴたっと音が止まった。鍵を開け、ドアを押し開ける。そこに目を見開いて立っていたのは、すらりと背の高い綺麗な人だった。

　葛城さんと同年代くらいに見えるから絵里さんに間違いないと確信する。手にビニール袋を提げて大きく目を見開いていたその人は、私と目が合うとすぐに表情を引き締めた。

「失礼いたしました。社長の奥様でいらっしゃいますか」

「はい。どちら様でいらっしゃいますか？」

　まだ届を出す前だけれど〝奥様〟というワードに得られるわずかな優越感にしがみつく。だけど、そんなものはすぐにかき消えた。

「秘書の御み手洗たらいと申します。不躾に申し訳ございませんでした。先ほど社長をお連れした時に、奥様がご不在でしたので……」

　彼女が手に提げたビニール袋を広げる。だけど私は、秘書という言葉に衝撃を受けていて反応が遅れた。だって、秘書だなんて聞いてなかった。

「これ、どうぞ使ってください。風邪と疲れが出たのだろうとお医者様から言われました」

「あ、ありがとうございます」

　受け取った袋の中には、経口補水液と冷却シート、柑橘系の果物が入っていてずっしりと重い。

「それでは。明日の体調などまた知らせてくださいと社長にお伝えください」

「ありがとうございます、お手数をおかけしました」

　会釈しその場を立ち去ろうとした彼女に、ふっと湧いた疑問を投げて呼び止めた。

「あの。入ってくる時大丈夫でしたか？　入り口のコンシェルジュさんに止められたりは……」

　葛城さんと一緒だった時は問題ないだろうし、駐車場からエレベーターで上がったのならロボットゲートを通過した後はコンシェルジュと会わずに入れる。

　だけど、今は？

「お伺いしたのは初めてではないので、覚えていてくださったみたいです。御手洗ですと言ったら通してくださいました」

　話している間無表情だったその綺麗な顔は、振り向いたその瞬間、うっすらと笑みを浮かべていた。長いストレートの黒髪は、後頭部でひとつに結わえられていたけれど、艶のある美しいものだ。エレベーターホールへと曲がった瞬間、さらりと揺れた。

　清楚で、あの黒髪を結い上げれば和服の似合いそうな人だと思った瞬間、胸の奥が焼けるような感覚に襲われ慌てて頭を振る。

　なにをしてるんだろう。

　早く、葛城さんのとこに戻らなきゃ。

　もらったビニール袋を提げて、寝室へと急ぐ。彼は静かに眠っていた。さっきのインターホンの音には気づかなかったらしい。

　ほっとして、彼の枕もとに近づく。ビニール袋の中から冷却シートを取り出し薄いビニールを剥がすと、彼の額にかかった前髪を片方の手でよけた。数秒、彼の整った目鼻立ちを眺める。今は閉じられている目になぜか、安堵する。

　なにも言わず、なにも考えず、彼の額に冷却シートを張り経口補水液のペットボトルを置く。

　唇を噛みしめながら、寝室を後にした。

　今は、考えるよりもしなければいけないことがある。氷枕かなにか、頭を冷やすものを探して、それから目を覚ました彼がすぐに薬が飲めるように、おかゆを作っておく。

　無理やり胸の奥に感情を押し込めて、そうしている間に気持ちが落ち着いて、後から考えればなにか私が早とちりをしていたり勘違いだったりすることがあるかもしれない、と自分に言い聞かせる。

　今、自分があきらかに平常心ではないことだけはよく理解していた。事務作業って言ったのは……たしかに間違いではないけれど。こういう場合、普通に秘書って言わない？

　私の思い過ごし？　それともわざと言わなかった？　コンシェルジュさんが彼女の顔を覚えているのは本当？　どうして？

　できることはすべてやって、することがなくなれば嫌でも考えてしまう。そんな自分が嫌だった。

　寝室に入り、葛城さんの寝顔を覗き込む。浅い息遣いが聞こえてきて、目はきつく閉じられたまま眉は苦しげに寄せられていた。

「葛城さん、お水飲めますか？」

　額に触れると汗をぐっしょりかいていて、やはり熱い。心配になって声をかければ、うっすらと目を開けてうなずいた。少しだけ体を起こしてもらい、彼の口もとに近づけたのは、経口補水液ではなく私がさっき作ったばかりのスポーツドリンクだった。

　彼女が持ってきたものを、彼に飲ませるのが嫌だった。子供染みた嫉妬かもしれないけれど、どうしても嫌だった。

　ボトルの半分ほどをひと息に飲んで、彼はすぐにベッドに伏せてしまう。掛け布団を少し引き上げて肩を隠し、寝室を出ようと立ち上がろうとした時だった。

「藍……」

　かすれた声がして、彼の手が私の手を掴んで引き留めた。

「……葛城さん？」

　つらいのだろうか。それとももう少し飲みたい？

　ベッドのすぐそばで膝を突いて、彼の顔をもう一度覗き込む。

「……ずるい」

　問いつめることもできない今の状況で、彼はなにも知らずに弱った自分を見せて私に甘えた。私の袖を掴んだまま、静かに寝息を立てる彼が、すごく憎らしくてだけどほっとけなくて。

　苦しいくらいに、やっぱり好きだった。




　夜の間ずっと葛城さんの様子を見ながらいろんな仮説が頭に浮かび、うつらうつらとしか眠れずに朝を迎えた。

「ちょっ……本気で仕事に行くんですか？」

「大丈夫だよ、少しすっきりした。ごめん、水をもらえる？」

　ベッドでだるそうに上半身だけ起こしている彼に、急いでキッチンのウォーターサーバーで水を汲くんできて差し出す。

　ひと息に飲み干した彼の顔色はまだ悪い。微熱まで下がっているが、そんなのは深夜に目を覚ました彼がどうにかおかゆを口にして、解熱剤を飲んだのが効いているからに決まっている。いくらなんでも無理だ。

「ごめん、俺のスマホどこだっけ？」

　ベッドから足を下ろし立ち上がろうとしたが、やはりだるいのか一度そこで息を吐く。

「待っててください」

　彼のスマホは、リビングに置いてあった。二度ほど着信があったが出られる状況ではなかったから、着信音で起こしてしまわないよう彼から遠ざけたのだ。

　このまま、彼を仕事に送り出していいのか悩みながら、スマホを持ってリビングから戻る。

「ありがとう」

　そう言いながら差し出された彼の手に、スマホを渡すのをためらった。

「藍？」

「……今日はお休みするって約束してくださるなら、お渡しします」

　ぎゅっとスマホを握ったままそう言うと、彼は困ったように眉尻を下げる。

「心配かけたけど、もう大丈夫だから。熱も下がったし」

「解熱剤のおかげだってわかってるはずです。そんなので会社に行っても周囲に風邪を移すだけですから」

「部屋にこもって仕事するよ。今日はどうしても行かないと」

「そんなんで仕事になるとは思えませんっ」

　葛城さんの体を心配しているのが一番の理由だ。だけど、そこに混じった不純物がたしかにある。

　仕事の面では、私は口出しできない。彼が普段どんなふうに仕事をしているのかもわからない。だけど家での彼の体調管理には、私が口出ししてもいいはずだという、絵里さんへの対抗心もあった。

　そんな自分に気がついて、情けなくなって唇を噛みしめうつむいた。それでも、スマホは渡さなかった。たとえ不純でも、無理して倒れてほしくない、それは本当だ。

　すると、ふぅ、とため息が聞こえた。

「……わかった」

「えっ」

　ぱっ、と顔を上げる。怒ってるかと思ったけれど、彼は苦笑いを浮かべていた。

「ほ、ほんと？」

「ノートパソコン持ってきて、ここでできる仕事だけする。熱が上がったら寝る」

　彼は経営者なのだ、どうしてもはずせない仕事もあるのかもしれない。ここで仕事をしてくれるなら、私も無理をしないよう見ていられるし、安心だった。

　うなずいて近づき、スマホを手渡す。すると、彼が片手で私の頬に手をあてた。

「昨日寝てない？　風邪が移るといけないしゲストルームで休んでくれてよかったのに」

「病人ほったらかしになんてできないですよ」

　……眠れなかったのは、それだけが理由でもないけれど。その話は、彼の体調が回復してからだと決めている。

「ありがとう」

　そう笑ってくれた顔がうれしいのに、純粋には喜べなくて。

　泣きそうになってしまう。

「藍？」

　心配そうに私の表情をうかがう彼に、「早く元気になってください」と言ってごまかした。




　その日一日、彼はベッド上で電話をしたりパソコンでなにかやりとりしながら仕事をして、その間私は消化のいい食事を用意したり水を運んだりと彼の世話に集中した。電話の相手は話し方から取引先のようだったり、自社だったり。

　自社の場合は秘書の御手洗さんだろう、と思うのだが……なんだか、葛城さんの話し方が思っていたのと違った。電話の時は寝室に近寄らないようにしていたのだが、廊下を通りがかった時にちらりと聞こえてしまった。

「御手洗は頼んだことをしてくれればいい。その件は俺から折り返しておく」

　事務的な淡々とした声で、相手の返事も聞かずにぷつっと電話を切って放り出し、またパソコンに向かう。

　……幼なじみ、といってもそれほど仲よくないのかな？　だけど昨日の彼女の様子は、ただの秘書という感じではなかったし。

　頭の中で、いくつかの疑問点が……符合しないなにかが気になった。

「あの、これ」

　ガラスの器をベッドのサイドテーブルの上に置く。御手洗さんが持ってきてくれたグレープフルーツを切って、グラニュー糖と少しの洋酒を加えたものだ。

「さっぱりして食べやすいと思います。御手洗さんが昨日、グレープフルーツを差し入れてくれて」

　そう言うと、パソコン画面から顔を上げた。

「御手洗が？」

「うん」

　彼を見て微笑むと、彼の方は少し訝しむような表情だった。その表情の意味がわからなくて、私も首をかしげて言葉を繋げる。

「ここまで送ってもらったんですよね？　その後冷却シートとかいろいろ差し入れてくれました。後で、お礼を言っておいてください。それより、また熱が上がってませんか？」

　御手洗さんの話を今はあんまり出したくはなかったけれど、差し入れをしてくれたことはちゃんと伝えておかなければと思った。できるだけ平常心で伝えてすぐに話を逸らそうと、彼の額に触れる。

「ほら！　やっぱり上がってます、一回寝てください！」

　彼からノートパソコンを取り上げて無理やり寝かせると、熱で頭が痛むのか眉間にしわを寄せていた。

「ほんとに寝てください。ちょっとだけ買い物に行きますけど」

「どこに？」

「近所のスーパーです。夜はおうどんくらいなら食べられそうかと思って」

「行かなくていいよ。おかゆがいい。昨日のうまかった」

「そうですか？」

　問い返したが、もう返事はなく彼は私の手を掴み目を閉じる。その寝顔を見ながら、しばらく考えていた。

　彼はもしかして、私がこんなことを気にするとも思ってないのだろうか。彼にとって、彼女が本当に友人や幼なじみ以上のものではないから？

　だって、普通なら焦りそうな気がするのに、彼は訝しむばかりでそんな様子も見せないし……それに『絵里』と呼ばなかった。

「あれ？　御手洗さんイコール絵里さんだよね？」

　私が勝手にそう思い込んだだけだろうか、と考え直したが、彼女が親しげに『圭くん』と呼んだのだからやっぱりそれは間違いない。今は名字で呼んでいて、あの日お母さんと話していた時はお母さんに合わせてそうしたのかもしれない。

　やっぱり、彼にとっては意識する相手ではないのかな？　だとしたらあれこれ詮索してしまった私が恥ずかしいけれど……でも。

　考えていると、眉間にしわが寄っていく。彼女が絵里さんだろうとそうでなかろうと、女の勘が訴えている。彼女は、葛城さんに気がある。振り向いた時の笑顔が、あきらかに私に向かい挑戦的なものだった。

　葛城さんはもしかしたら、気づいていないのかもしれない。

「私が秘書やりたいな」

　一応秘書の資格は持っている。いくら仕事とはいえ、彼に気持ちがある女性がそばにいるのは嫌だ。そう何気なく落としてしまったつぶやきを、まさか聞かれるとは思っていなくて、笑った気配がして驚いた。

「君が秘書をしてくれたら、毎日楽しいだろうね」

　見ると、彼がうっすら目を開けてこっちを見上げていた。

「おっ……起きてっ……」

「眠る前に聞こえた。ごめん、そんなに気にしてるとは思わなかった」

「ひゃっ」

　掴んだ手を引かれて、ベッドの中まで連れ込まれる。いつもより高い体温で、炬こ燵たつみたいに温かかった。

「……気になります。お母さんも葛城さんも、自然に下の名前で呼んでたし」

　恥ずかしい。赤くなった顔は、葛城さんの体温のせいにしてしまおう。抱きすくめられたのをいいことに、彼の胸にすがりつく。こうしていれば、粉砂糖みたいに簡単に不安は解けていった。

「彼女、自分の名字が嫌いなんだよ。だから学生の時はクラス中みんなに下の名前で呼ばせてたから、その名残がね」

「え……」

「お手洗いとかなんとか、子供の頃からかわれたんだろうね。想像つくよ。でも再会してからは仕事絡みってこともあって、名字で呼んでる」

　たしかに、電話の時は『御手洗』と呼んでた。それに、子供の頃とはいえそんなからかわれ方をしたなら、名字が嫌いになっても仕方ないかもしれない。

「本当にそれだけだよ」

「うん」

　素直にうなずいたけれど、半分は納得できていない。彼はそうでも、彼女の方は、絶対『それだけ』ではない。

「……それに、そう長くうちにいる予定じゃないしね。理由があってしばらくの間だけ」

「そうなんですか？」

　再就職までの仮雇用ってことなのかな。もうちょっと詳しく聞こうとしたけれど。見上げれば、彼はまた目を閉じていて、やっぱり今する話ではないと口を噤んだ。

　ぽかぽかと温かい彼に抱きしめられていると、ずっとこうしていられるならなんだってできると思う。些細な疑問に目を閉じることと、信じることとの区別が私にはわからなくなっていた。

　恋って難しい。また恋愛ホットラインに相談してみようと思いながら、彼の寝息が聞こえてくるまでしばらくそうしていた。










惑わせる者




　翌日、彼はまだ微熱があるものの仕事に出かけてしまった。

　しんどくなったら絶対連絡すること、という約束に彼はうれしそうにうなずいていたけれど。よく考えて。

　具合の悪い旦那様を、ほかの人の手を借りて病院に、とか絶対嫌だ。共働きならともかく、私は家にいるのに。

「……旦那様」

　脳内の自分のセリフに勝手に照れて、緩んだ口もとを手で隠した。道端をひとりでニヤニヤしながら歩いていたら恥ずかしい。

　夕食の買い物が遅れてしまい、急いで帰っているところだった。というのも、今日は葛城さんを送り出してから、洗濯と掃除を念入りにやっていた。発熱のせいで汗を含んだ布団を天日に干し、シーツの洗濯もしていると、真夏なので乾くのは早いがそれなりに時間はかかる。

　それから恋愛ホットライン、もといいつもの友人のグループチャットに、一連の出来事を報告した。なにをどう相談すればいいのかわからなくて、報告書みたいになってしまったのだが。平日昼間だというのに、たまたまみんな休みや昼休憩だったのか、なんだかんだ返事をくれた。

【そうやってちゃんと説明してくれるならまあ、いいんじゃない？　気にはなるけど】

【そうねえ。そんな態度取られたら逆に、問いつめるのも悪い気もしてくるしねえ。でも秘書かあ】

【気になることはバンバン聞いちゃいそうなのが藍ちゃんだけどね】

【それがいい時と悪い時と】

【私なら納得したフリしてちょっと探り入れるかも】

【ってか藍ちゃんの彼氏の顔がみたい】

　意見は人それぞれだ。結局正しい答えなどどこにもないのかもしれない。

　わからないのは私だけじゃないということにちょっとホッとしながら、前にこっそり葛城さんの寝顔を撮って保存しておいたものを送ってみた。

【……まあ、人生一度きりだし。騙されるのもいいんじゃない？】

【誠実なイケメンってドラマの中くらいしかいないと思うわ。多少はあきらめて】

【なんかイケメンで痛い目にでもあったことあんの？　でも私もそう思う】

「ちょっ……！」

　ぱぱぱっと上がったメッセージはいきなり冷たくなった。

【ってか寝顔って惚気か！　藍のくせに！】

　藍のくせにとかひどくない!?

　冗談だということはわかっているけれど、見たいというから見せたのにあんまりな反応で、しかも最終的に、後日私のおごりで集まるということが勝手に決まってしまったのだった。

　マンションまであと少し、歩きながらメッセージのやりとりを思い出し「みんなひどい」と独り言をつぶやいた時だった。

「藍ちゃん！」

　どこかで聞いた声にいきなり呼び止められ、手を掴まれた。

「えっ」

　驚いて立ち止まる。

「や、柳川さん？　どうしたんですかこんなところで……」

　そこにいたのは少しやつれた柳川さんで、覇気がなく一瞬誰だかわからなかった。

「葛城は？」

「えっ、今、まだ仕事中のはずですが……」

　私の手首を痛いほど掴んでくる彼は目の色が深くよどんでいて、そんな目で私を睨んでくるものだから、つい怯んで一歩下がる。それでも離してくれなかった。

「……ねえ。君もグルなの？」

「えっ？」

　言ってる意味がわからなくて、困惑した。いったいなんの話をしているのか、全然わからない。なんとなく察するのは、例の食品偽装の件に関わることじゃないだろうかということだった。柳楽堂はあれから報道に追い回され、食品偽装で告発された関西地方の工場を一時閉鎖し、一部の商品の販売を自粛している。

　私の表情から意味がわかっていないことを悟ったのか、彼はほんの少しだけ手の力を緩めた。

「藍ちゃんは知らないか」

「だから……なんの話ですか」

　なんの説明もなく問いつめられて、勝手に納得してどういうことだろう。むっとして睨むと、彼は口もとを歪ゆがめて皮肉を込めた笑みを浮かべた。

「葛城との結婚、進んでるんだって？　おめでとう」

　とてもじゃないが、ありがとうと返す気にはなれない言い方だった。それでもどうにか頭を下げて形ばかりの礼をする。彼はいったいなにをしにここに来たのか、まるで見当がつかない。

　いいことではない、ということ以外は。

「けどさ、あんまり葛城のこと信用しない方がいいよ。目的のためならなんでもするやつだからさ」

「……どういう意味ですか」

「うちの食品偽装は内部告発だった。それを手引きしたのは葛城だ」

　そう言うと、彼はぎりっと悔しげに手の爪を噛む。思い出したのは、柳楽堂のニュースが流れた時のことだ。たしかに彼はあまり詳しく話したがらなかった。

　なにか、私に知られたくないことがあるのかもしれない。だけどそれは、今は頭の隅に追いやった。

「……それは私にはわかりませんけど。食品偽装は悪いことですよね？　それとも間違いだったって言いたいんですか？」

　葛城さんが手引きしたとして、今の柳川さんの言い分ではただの逆恨みにしか聞こえない。つい言い返してしまった私に、柳川さんの目が吊つり上がった。

「……うちでも内部調査してるところだった」

「それは言い訳ですか」

「少しでもダメージを抑えてから正していく予定だったんだ、それをあの女がっ……」

「……女？」

　眉をひそめた私に、彼が嫌な目を向けせせら笑った。

「本当になにも知らないのか」

　かちん、ときて強く腕を振り払う。

　今度は難なく離れてくれたが、彼の嫌な目は離れない。

「そのままでいいの？　いつか足もとをすくわれるかもしれないよ、俺みたいにさ」

「……信じてますから」

　なんと頼りない言葉かと、感じながら言った。多分そのぐらぐらと揺れる意思を悟られたのだ。

「あっそ。じゃあ、知りたくなったら教えてあげるからさ。連絡先だけ交換しない？」




　柳川さんと別れてから、ぼんやりと考えながらマンションに向かう。ぐるぐると彼の言葉が頭の中を回り続ける。

　能天気だと言われている気がした。頼れる人間ではないと皆に思われている気にも、なってきた。いつだって、私にはなにも知らされない。葛城さんは、ちゃんと教えてくれると言ったのに……私にはあたり障りない情報だけを知らせているのだろうか。

　柳川さんの言葉を丸々鵜呑みにするわけではないけれど……私自身、このままでいいはずがない。

　もともとは気持ちの伴わなかった政略結婚だ。信頼を築きつつ、相手の様子もうかがわなければいけない関係。それを失念するほどに、彼に溺れてしまっていた自分を恥じた。

　いや……気持ちが通じ合ったから、彼を信じていたのだ。信じてはいけなかった？　どうすればよかった？　なにを信じればいい？

　考え事をしながらだったからか、いつもはたとえひとりでも「ただいま」と言うのに、静かに玄関に入ってしまう。足もとを見て、頭が徐々に覚醒する。

　……帰ってたんだ。

　葛城さんの革靴が、綺麗に揃えられていた。具合が悪くなったのか。やはり、まだ万全ではないのだろう。

　慌てて靴を脱いで上がる。リビングから話し声が聞こえて、口調や声音から仕事の話なのだとすぐに悟った。中扉を開ける手が無意識に止まり、話し声につい耳をそばだてる。

「問題ないよ。それから、大おお田た原わらさんの茶会の主菓子は葛城で決まったから連絡を頼む」

　――大田原さん。

　私と葛城さんが出会うきっかけになった春の野点の主催者だ。直接のお客様はもう息子さんに当主を譲り引退されたが、今でも影響力がある。秋の茶会はその奥様が主催し、春も秋も花月庵を主菓子に使ってくれていたはずだ。

「望月さんもそれでいいと言ってる」

　父が、そう言ったのだろうか。レセプションパーティーで発表された、和菓子の新商品のことを思い出す。それが使われるのかもしれない。

　お客様と技術の共有は最初から覚悟の上だが、大事な大田原様の茶会を葛城の和菓子に譲るだなんて思わなかった。

　私の中で、葛城さんに対する不信感が膨らんでいく。新作和菓子、はぐらかされた柳楽堂の事件、神戸から追いかけてきた絵里さん、関西の工場。

　今までは何気なく見過ごしてしまっていた小さな点まで思い出されて、繋がり始める。

　疑心暗鬼から、勝手に繋げてしまっているのかもしれない。けれど……まったく無関係とも思えない。そしてまたはぐらかされたらと思うと声は出ず、彼の電話が終わるまで息を潜めていた。

　中扉を開け、今帰ったばかりの顔をする。

「おかえり。遅いからどうしたのかと思った」

「すみません、買い物に出たのも遅かったから……葛城さん、やっぱり具合悪いんですか？」

　買い物してきたものが入っていたビニール袋を、ダイニングテーブルにいったん置いた。

「大丈夫だよ、病み上がりだからって早く帰らされただけ。君は？」

「えっ？」

「くっついて眠ってしまったから、移してないか心配だった」

　優しい言葉が胸に苦しくて、一瞬言葉に詰まってしまった。

「……移っても、そんなにすぐにはわからないですよ」

「そうか……なんともないといいけど」

「きっと大丈夫ですけどね、体は頑丈なんです。でも今日はあったかいおうどんにしときましょう。夏なのに食べにくいですか？」

「全然。卵入れて」

　かわいらしい注文に、ふっと心が和む。だけど、彼の電話を聞いている間に生まれた不信感は消えてくれない。

　――私なら納得したフリしてちょっと探り入れるかも。

　恋愛ホットラインの助言が頭に浮かび、涙が出そうになった。たとえどんな出会い方だって、探ったり探られたり、そんな関係にはなりたくなかったのに。




【スマホを見るのって一番情報掴みやすいけど、難しい。最近ロックかけててあたり前だし】

【パスワードがね。でも男の人って結構単純だって】

【待って待って。でもスマホ見るのはやばいって。もしなにか見つけたって、なにも言えないじゃない】

【いい子ぶってて騙されたら嫌じゃない】

【そうかもしれないけど】

　私のせいで、グループチャットの空気が悪くなってしまう。申し訳なくて謝って話を終わらせようとしたけれど、私のメッセージはみんなのやりとりに流されてしまう。見事にスルーで会話は続いた。

【ちゃんと正面切って話をした方がいいよ】

【はぐらかすのがうまい男だから困ってるんでしょ。藍ちゃんじゃ簡単に丸め込まれたって仕方ないよ】

【その彼の周りの人とかにそれとなく情報もらえないの？】

　周りの人、か。

　そう聞かれても、もともと葛城さんの知り合いを私はまだ把握できていない。ご両親と、幼なじみで同級生の御手洗さんと……。

「あ」

　思い出して、クローゼットにしまってあるバッグの中から手帳を取り出す。関西で会った、葛城さんの大学の先輩だと言っていた人から名刺をもらっていた。

「あった……朝あさ比ひ奈なさん」

　老舗洋菓子メーカーの後継者だと言っていた。関西にはあの日出張で、いつもは関東の本社にいるとも。といっても、いただいた名刺は当然会社のものだしいきなり連絡するなんてことはできないが、いつか必要になる時がくるかもしれないと、大切に手帳のカバーの内側に入れておく。

　なんにせよ、葛城さんの妻になるならこれから名刺を預かる機会も多くなる。きちんと整理できるよう名刺用のファイルを買おう。

　手帳をバッグの中に戻す時、一緒に入っていた白い封筒が目に入った。婚姻届けだ。私の欄も、もうすでに書いてある。お盆が過ぎて夏が終わったら、一緒に出しに行こうと葛城さんと話していた。

　……ちゃんと出せるよね。

　手を伸ばそうとした時、玄関のドアが開く音がして顔を上げる。葛城さんが帰ってきたのだ。

「おかえりなさい！」

　あれからなぜか、葛城さんの帰宅がとても早い。玄関まで迎えに出ると、お決まりのただいまのキスを交わす。生活だけはすっかり新婚さんで、黙って従っていれば多分私はとても幸せだ。御手洗さんのことも、落ち着いて考えれば私が心配するようなことは、やっぱりなにもないんじゃないかと思う。

　ここで会ったあの一瞬で、御手洗さんが葛城さんに気があるのは確信している。だけど葛城さんには、私が心配になるような感情はないと信じている。

　推測だが、柳楽堂の内部告発に御手洗さんが関わっているのじゃないだろうか。神戸から葛城さんを頼ってこっちに来たと言っていた。食品偽装が問題になったのは関西の工場だ。いづらくなって辞めたのか、それとも証拠を掴んだ後辞めたのか。柳川さんが食品偽装のことで葛城さんを逆恨みしていることを考えると、そうはずれてはいないと思う。

　わからないのは、葛城さんがそのことを私に話そうとしないこと。聞いてもはぐらかされるなら自分で推理するしかない。

　今夜のデザートは、オレンジジャムで作った寒天ゼリーだ。キスをしていると、マーマレードのようなほのかな甘みと苦みがふたりの間で混ざり合う。

「藍、もっと口開けて」

「や、んん……」

　ソファの上、抱き寄せられた腕の中で彼の指に下顎を引かれる。あんまり大きく口を開けると、彼の舌が深く入り込んでしまう。もう口の中の私の弱いところは全部知られてしまっていて、上顎を執拗になでられ続け、いつもあっという間に腰が抜ける。

　そうしたらもう、あとは抱き上げられてすぐにベッドまで連行だ。せっかく帰宅が早いのに、もっといろんな話もしたいしそういう時間を取れば彼の方からなにか聞けたりするかもしれない、とか考えるのに。増えたふたりの時間分、彼は私を貪るように愛してくれる。

　今夜もまた、そのパターンか、と思った時。彼のスマホの着信音が鳴った。

「か、葛城さん……」

「ん？」

「電話、鳴ってます」

　かまわずキスを続けようとする彼の唇を避けてそう言った。だが、彼は名残惜しそうに私の唇を啄んでいてそのうちに切れてしまった。

「もう、見た方がいいですよ、大事な電話だったら」

「……わかった」

　渋々といった様子で、私を片腕に抱いたままローテーブルに置きっぱなしだったスマホに手を伸ばす。そして私のすぐ目の前で、スマホの操作をし始めた。

　いつもなら見てはいけないような気がして目を逸らすのだが、友人たちのグループチャットの会話が頭の中に残っていたのかもしれない。

　ぴぴぴっとパスワードを押す彼の指を目で追ってしまった。

　っていうか、待って、早くて確信は持てないけれど、私の名前と誕生日だったような。いやまさか、会社経営者ともあろう人がそんな単純なパスワードなわけが……と眉をひそめて見ていれば、次の瞬間目に飛び込んできた待ち受け画像に、釘づけになった。

「わ、私の寝顔！」

　抗議しようとしたが、彼がスマホを耳にあて唇の前で人差し指を立てる。静かにしてという意味だ。折り返しかけなおすのだろう。仕方なく口を噤み、おとなしく電話が終わるのを待つ。

　……会社からなら秘書の御手洗さんだろうか。

　そう思った途端、手が勝手に葛城さんの体にしがみついていた。彼がやわらかく微笑み私の額にキスをする。ほどなくして電話の相手の声が聞こえてきた。話の内容は、業務の伝達事項のようだけれど、思いがけず男性の声だった。

「ああ……わかった。ＰＣに送っといて。後で見るよ。……ああ、飯食ったらすぐ」

　……ご飯ならもうとっくに終わってるけど。

「お待たせ」

　通話を終えてスマホをまたローテーブルに戻した彼は、すぐにキスの続きを再開しようとする。

「ちょ、ちょっ、待って待って！　さっきの待ち受け、いつの間に撮ったんですか！」

「え？　藍が寝てる間」

　それはわかってる！

「もう、ひどい！　知らないうちに撮るなんてっ！」

　しかも、完全にだらけきって熟睡してる顔だった。もうちょっとかわいらしい寝顔ならまだよかったのに、めちゃくちゃ恥ずかしい。

「消してください、せめて待ち受けからはずしてくださいぃ」

　お願いですから、と彼のスマホに手を伸ばそうとしたが、その手は彼にすぐにつかまってしまう。

「だめ。仕事めんどくさいなって時もこれ見てがんばるから」

「めんどくさいって。仕事でしょ？　もう、ほんとに消してっ」

「君も俺の寝顔撮っただろう。おあいこだよ」

　げ、と彼を見上げれば、ちょっと意地悪な笑みを浮かべている。

「た、狸寝入り！」

「違う。音で起きたんだよ」

「でもその後寝たフリしてたんでしょう！」

　葛城さんをこっそり撮った時、私どうしてたっけ？

　たしか、しばらくその画像を眺めて待ち受けにしてみたり恥ずかしくてはずしたり、といろいろやってた気がする。そもそもおあいこっていうけれど、葛城さんは寝顔だってモデルさんみたいに綺麗だった。

　反して私のあの寝顔……撮っていいレベルじゃない。スペックが違うのだからおあいこというのはありえない！

　あまりの恥ずかしさに顔が熱くなるのを感じながら怒ったけれど、彼はまったくこたえていなかった。

「あんまりうれしそうで、ほくほくした顔でスマホいじってるから、邪魔しなかった」

　そう言って、蕩けるような熱い目を私に向ける。邪魔ばかりする私の手を拘束すると、また甘いキスを繰り返した。

　こうしていると、悩んでいたことが本当にバカバカしくなってくるほどに私は幸せだった。全部私の勘違いだったんじゃないかとか、夢だったんじゃないかとか。

　一緒にいる時はそんな気持ちにさせられるくらい愛情を注がれていると実感できるし、私の前では仕事の顔は一切見せないから御手洗さんのことも忘れていられる。

　だから、たとえパスワードがわかってしまったからといって彼のスマホを盗み見るようなことをしようとは思わなかった。

　ただ、仕事をしていた頃と違って時間がありすぎて、持てあましているのもある。翌朝、出勤する彼を送り出す時、ちらりと聞いてみた。

「あの……この間の、冗談じゃなく本気でってだめですか？」

「この間？」

「葛城さんの、秘書やりたいってやつです」

　すると彼は瞠どう目もくした後、困ったように眉尻を下げた。

「本当に秘書でってことじゃないんです。でも実際時間持てあましちゃって働きたいし……それなら葛城さんの近くで働きたいなって思っただけなんですけど」

「働くなら秘書の資格も持ってるしね、ありだと思うよ」

「えっ！」

　思いがけず色よい返事だと思い、ぱっと顔を上げたけれど。やっぱり、表情はイエスとは言っていなかった。

「いずれ、子供の手が離れてって頃になれば、ふたりでやってくのもいいね」

「え？　子供？」

「俺は早く欲しいと思ってるから。君に似たらとてもかわいい」

　ぽかん、と見上げる私のその唇を彼は啄む。

「いってきます。今夜は外で食事しようか。たまにはデートしよう」と言って玄関を出ていった。

　しばらくぼけていた私だったが、言われた言葉の意味を理解してその場にへたり込む。

「こ、子供って」

　そうか。葛城さんは早く欲しいと思っているのか。私もそりゃ、いずれは欲しいと思うけれども。

　両手で頬を触ったら、ものすごく熱かった。

　……ああ。だめだ。私すごく、幸せじゃない？　こんなに大事にしてもらって、疑ったりしたら罰ばちがあたる。

　玄関で悶絶しながらも、このところの自分を反省した。

　結婚も子供も考えてくれて、未来はなにも揺るぎない。私がちょっと御手洗さんの挑発的な視線に煽られてしまっただけで、大田原様の茶会のこともきっと考えがあってのことだ。

　変に葛城さんを疑ったことが恥ずかしくなった。自分はこんなふうに誰かを疑いの目で見たり探ったりするような人間ではないつもりだったのに……恋って怖い。

「……初心に帰ろう。よし！」

　玄関でしゃがんだまま、ぱんっと両手で自分の頬を叩く。

　結婚は相手を信じること。そう思って、恋愛感情がないままに踏み出したのは私じゃないか。今はそれも伴っているのだから、ちゃんと前には進んでいる。

『たまにはデートしよう』

　そう言ってくれた。

　なにを着ていこうか、どこに行くんだろう？

　舞い上がった私は、掃除と洗濯をいつもより念入りにして買い物もすべて済ませ、昼過ぎにはすっかり出かける準備万端に整ってしまった。

　コーディネートは、白のワンピースにちょっと大人っぽく見えるように高めのヒール。じっと待つより、早めに出かけて外で彼からの連絡を待つことにした。その方が、彼の仕事が終わればすぐに会える気がしたのだ。それに、彼の会社を見てみたかった。まだ一度も行ったことがなかったから。

　これくらいなら、あれこれ詮索するうちには入らないだろう、と軽い気持ちだった。










ごめんなさい




　真夏の日中だ。強い日差しに、日傘をさしてもくらくら目眩がしそうだった。できる限り地下や屋内を歩いて、彼の会社の住所までスマホのナビを使って歩いた。

「うわ……綺麗」

　とても綺麗な、大きな窓がいくつもある洋館のような建物だった。入り口に近づくと、一般開放されている一、二階のフロアマップがあってまずはそれを確認する。

　二階にはパティスリーカツラギのケーキが食べられるサロンがあり、スイーツのほかに軽食なども出しているようだ。二階フロアの窓側全面がサロンのテーブル席になっていて、目の前の大通りや街路樹を楽しめるようになっている。

　一階は主にロビーのような空間で、和菓子ブランド葛城の店舗がありこちらも店内飲食ができるらしい。

　日傘を畳んで一階フロアに足を踏み入れる。平日だけれど、この近くには商業施設もありそこから人が流れてくるのか暑さからの避難なのか、思っていたよりも人が多かった。

　フロアの半分くらいは吹き抜けで、幅の広い大きな階段がありそこから二階に行ける。二階のサロンから少し離れた場所にジューススタンドがあり、並んだベンチで休憩もできるようになっていた。

「……カツラギって、歴史は浅いはずなのに、すごい」

　芦屋の一店舗から始まった会社が、一代二代でこんなに立派なビルを建てられるようになるのか。

　そう思うと、葛城さんが、それに加えて老舗の強みを欲しがった気持ちもわかる。受け継がれた技術と顧客がまさにそれで、ブランド力とも言える。これだけ大きな会社になっても洋菓子では新参だと思われれば、苦汁を飲んだこともあっただろう。

　まずは二階のサロンへとまっすぐ歩き、ガラスのショーケースの中に入っている色とりどりのケーキに見とれた。かわいらしい生ケーキがたくさん並んでいる。そういえば、お父さんとお母さんがこの間電話で、芦屋の本店でしか作っていないバームクーヘンを送ると言ってくれていたけど、いつ着くのかな。

　ケーキを食べると、後で葛城さんと食事に行く時にあんまり食べられないかもしれないと思い、サロンはやめてジューススタンドに向かう。

　たっぷりのフルーツをミキサーにかけた生ジュースをプラスチックのカップに入れてもらい受け取ると、ベンチに腰掛けた。

　ストローを咥くわえながら、スマホで時間を確認する。葛城さんが仕事を終えるまでは、まだかなり時間がありそうだ。

「……どうしようかなあ」

　いくらなんでも、浮かれて早く来すぎてしまった。ぼんやりとフロアを眺めていると、社員証をぶら下げた人が何人もいる。このジューススタンドもサロンも、当然一般の人だけじゃなく社員も使っているのだろう。

　だとしたら、葛城さんも来たりするかな？

　そう思うとここで時間をつぶすのも悪くない。しばらくそうしてフロアを行き交う人を眺めていた時だった。スマホが短く着信音を鳴らす。

「……えっ」

　葛城さんから、今夜の待ち合わせか仕事が終わる時間の連絡かと思ったのに。メッセージアプリに出た名前は柳川さんだった。

　そう、あの日疑心暗鬼にとらわれた私は、アプリのＩＤだけならと柳川さんと連絡先を交換してしまっていた。

　だが、私からはもちろん彼からも今までなにもなかったのに。

【あれから葛城とどう？　ちょっとは調べる気になった？】

　送られたメッセージを見て、眉根を寄せる。

　柳川さんはやっぱり、私と葛城さんを仲違いでもさせようとしているのだろうか。だからあんなところで待ち伏せてまで、私に不安を持たせるようなことを言ったに違いない。

【べつになにも調べるつもりはありません】

　すばやく入力して送信したら、その返事はすぐ真うしろから声で聞こえた。

「へえ、いいの？　能天気な嫁と外部の女、ふたりともうまく囲うつもりかもしれないよ」

「えっ？」

　ぞわっと一気に鳥肌が立つ。振り向くより早く、私の座るベンチの隣にスマホを操作しながら男の人が陣取った。

「……柳川さん！」

「葛城と喧嘩したりしなかった？　藍ちゃん、気が強そうだから詰め寄るくらいしたんじゃないかと思ったのに」

　屋内だというのに帽子を目深に被った彼は、少しだけ顔を上げにこりと笑って言った。先日のような暗い目はしていなかったが、笑顔で言うセリフではないと思った。

「ここでなにしてるんですか？」

「なにって、絵里を待ってるんだけど」

「……絵里さん？」

　御手洗絵里さん？　御手洗さんとこの人は、名前で呼び合うような関係なのだろうか？　食品偽装の一件のことは？

　一気に頭の中が混乱する。柳川さんは、仕切りにスマホを見てなにかを気にしているようだった。本当に、御手洗さんと待ち合わせなのだろうか。

「藍ちゃんは、どうしてここに？　葛城と？」

「……買い物で、近くに来たので寄ってみただけです」

「そうなんだ。そんなに葛城が好き？」

「はい」

　以前のような恨みのこもった様子ではない。普通の世間話のような空気に、どうしたものか迷う。

　だけど、はっきりと葛城さんが好きだということは言っておきたかった。迷うことも不安に思うこともあったけれど、まだ私の知らないこともあるけれど、知るなら全部、葛城さんの口からだ。

　まっすぐに柳川さんを見て背筋を伸ばした。

「そっかあ。絆は深い？」

「……そうなりたいと思います。だから柳川さんがいくら嫌がらせしたって、葛城さんと仲違いなんてしませんから」

　私がそう言うと、柳川さんは、ぶふっと噴き出し肩を揺らして笑った。

「な、なんですか？」

　馬鹿にしたような態度に腹が立ち、目尻が吊り上がる。けれどちょっとやそっと睨まれたところで、彼は笑うことをやめなかった。

「もう、用がないなら失礼します」

「いやいや待って待って。藍ちゃんて本当、世間知らずというか危機感ないっていうか、騙されやすいって言われない？」

「え？」

　失礼なことを並べ立てられ、眉根を寄せる。

「それか本当に、素直で善人なんだ。清い思考回路しか持ってないんだね」

　清い、というその言葉が、決していい意味で使われたわけじゃないことはすぐにわかった。だけど彼がなにを言いたいのかわからない。

　訝しんでいると、手の中でスマホが震えた。

「あっ」

　葛城さんからの着信だった。仕事中だろうに、メッセージではなく通話着信であることを珍しいなと思いながらも、ほっとした。これで、柳川さんから離れる口実になると思ったのだ。

　だけど、スマホを持つ手をいきなり柳川さんの大きな手で掴まれた。

「ちょっ……、なにをっ」

「しー……。出なかったら、おもしろいものが見られるよ。藍ちゃんを捜しに葛城が出てくる」

「え？」

「藍ちゃんとロビーにいるって連絡しちゃったからさ」

　にこ、と笑った彼の手が、私の手を逃がさないようぎゅうっと強く握りしめられる。さあっと血の気が引いた。

　……私は、もしかして利用されたのか。

　さっき、世間知らずだと馬鹿にされた意味がわかった。私は本当に、馬鹿だ。どうして葛城さんに相談しなかったのだろう。マンションの前で柳川さんに会ったことをちゃんと話していれば、葛城さんがなにか対応を考えたはずだ。

　まさか、いくら逆恨みをしているからって。

「ここで大きな声出したら、騒ぎになっちゃうよ。俺が大声で騒ぎ立ててやる。カツラギの社長、新妻と愛人を天秤にかけ修羅場、ってさ。説得力あるよ、絵里と引き換えって言ってあるから連れてくるはずだ」

　こんなふうに、理不尽に誰かを脅したりするようなことがあると思っていなかった。そんな人が現実にいるなんて、思いつきもしなかったのだ。

　だから私がしっかりすれば大丈夫だと、勝手に思って……。

　恐怖で力が入らない。手の中で、葛城さんの着信が続いている。一度切れて、またすぐに鳴りだした。あきらかに彼も異変に気づいている。

「な……なんで、こんな」

「あー、どうかなちゃんと連れてくるかな……それとも絵里の方が大事かな」

　柳川さんは、私が葛城さんを疑うよう心の弱い部分を突いてくる。そんなセリフに、じわりと涙が滲んだ。胸の中を真っ黒ななにかに塗りつぶされていくようで、声が震えてしまう。

「……か、葛城さんを呼び出すのに私を餌えさにしたんですか」

「そうそう。それが終わったら離してあげるから」

「葛城さんに、なにを……」

　……どうしよう。私のせいで、葛城さんが危ない目に遭ってしまう。

「あの日、藍ちゃんに会ってあんまり君が能天気なもんだから。仲違いすりゃざまぁみろと思ったけどね。それくらいで許すわけないよね。どうやって近づこうかと考えてたけど、本当、今日はいい餌が来てくれて助かったよ」

　少しずつ、柳川さんの瞳に影が差す。いや、帽子と笑顔に隠されていて私が気づかなかっただけで、ずっとそこにあったのかもしれない。

「柳楽堂を立て直すには今の経営陣は印象が悪すぎる。代替わりすることになったよ、俺が跡を継ぐ道もなくなった。絵里もいなくなった。失うものがなくなった人間ほど怖いものはないって言うよ」

　ぞくぞくとさっきから嫌な寒気がおさまらない。人の悪意にじかに触れたのは初めてで、震える足がちゃんと役に立ってくれるかは、わからないが。

　……葛城さん、ごめんなさい。

　私のせいで、葛城さんを困らせるのは嫌だ。迷惑をかけたくない。

　気づかれないように空いている方の手を、横に立てかけていた日傘の柄に伸ばした。その時だ。

「藍！」

　私の名前を呼ぶ葛城さんの声がした。

「ああ、来た来た。やっぱ藍ちゃんが餌だと食いつきが違うなぁ」

　慌てて声のした方角を見回した。けれど、どこにも葛城さんの姿が見えない。周囲はなにか異変を感じ、ざわめき始めていた。

「行こうか」

「えっ？」

　柳川さんが私の手を掴んだまま立ち上がり、強引に引き寄せた。その拍子にスマホが床を転がってしまう。けれどどうにか、日傘は離さなかった。

「どこにっ？」

「葛城のとこ。絵里に会えたらちゃんと離してあげるって言っただろ」

　どこに連れていかれるのかと抵抗してその場に留まろうとする私を、めんどくさそうに睨んでため息をつく。

　片腕を私の肩に回し無理やり歩かせると、一階が見回せる手すりに近づき階下を見下ろした。

「……葛城さんっ」

　あんなに険しい顔を見たのは初めてだった。警備の人だろうか、制服の男性数人に指示をしながら必死に私を捜している。だけど、御手洗さんの姿はどこにもない。

　柳川さんが、苛ついたように舌打ちをした。

「なんで絵里を連れてないんだよ」

「あの……絵里さんは柳川さんの、恋人？」

　いくら彼女が名字を嫌いでも、親しげに下の名前で呼ぶなんて個人的な関係でしかありえない。

　私の質問に、柳川さんが吐き捨てるように答えた。

「付き合ってたよ。なのにあの女、いきなり発注履歴や取引データを事務所から盗んで消えたんだ。逃げ込んだ先が葛城のとこだ。あとは言わなくてもわかるだろ？」

　言葉の最後は、目尻を吊り上げ顔を真っ赤にして怒りに唇を震わせた。

「葛城が言い寄って利用して、やらせたに決まってる」

　たしかにこの件で話をしようとした時、今までで一番っていうくらい意地悪に迫られて、戸惑ったし驚いた。後からはぐらかされたのだと気づいたけれど。

　このことを私に知られたくなかったから？

　じわりと目頭が熱くなり涙の気配が隠せなくなる。そんな私を見て、柳川さんは声を和らげた。

「可哀想にね。だから言ったろ、信用しすぎたらだめだって」

　私の肩を抱いたままの手が、優しくなでる。

　だけど柳川さんの言葉に、沈みかけていた私の心がわずかに反応した。

　可哀想……可哀想？

　……本当に？

　疑念にとらわれて、私は本当に大事なことを忘れかけてないだろうか。

「藍ちゃん？」

「か、葛城さんが、私になにかを隠してるのはもう、わかります。私だってそれくらい、わかる」

　だけど、柳川さんに可哀想だと言われた時に、そんなことはないと思った。葛城さんはたしかに隠しごとをしているのだろう。

　それでも私は、どうしてもあの人をひどいと思えない。嫌いだと思えない。私を見つめるあの優しい目は、嘘だとは思えなかった。大切そうに触れてくれるあの大きな手は、ちゃんと温かかった。大事にされている実感が、ちゃんと私を満たしている。

　毎日注がれた葛城さんの愛情を、私は心の奥で信じているんだと気がついた。

「きっと、ちゃんとわけがある。その理由は私を悲しませるものじゃない、絶対に」

　ぎゅっと日傘を握りしめ、柳川さんを振り払うチャンスをうかがう。

　両足を踏ん張った。背伸びをして高いヒールを履いてきたことを後悔した。これでは、うまく走れない。

　脱いでしまおうかと考えていると、私の肩にある柳川さんの手にぎゅっと力がこもった。周囲のざわめきが増した気がして、顔を上げる。

「……葛城さん！」

　葛城さんの目が私たちをとらえ、幅広の階段を斜めに私たちに向かって上がってくるところだった。

「藍、大丈夫？　心配しなくていいよ」

　こんな時でさえ、彼は優しく微笑んだ。それで少し強張っていた体の力が抜ける。葛城さんの方へ走り寄ってしまいたかったけれど、柳川さんがそれを許さない。

「葛城、そこで止まって」

　言われて葛城さんの足が一度止まる。けれど斜めに距離を詰めながら上がるのはやめただけで、一段ずつゆっくりと、私たちと同じフロアにたどり着いた。

「絵里はどこかな。彼女と話がしたい。それだけだ。なのにちっとも応じないからこんな真似をする羽目になってるんだけど」

　私たちも歩き、葛城さんに近づきすぎない距離を保って階段の隅で止まる。

「無理やりつかまえようとするなら、ここから藍ちゃん落ちちゃうよ？」

　フロアの半分以上を使った幅広の階段だ、葛城さんとはまだ距離がある。足もとを見て、ぞっとした。途中、踊り場がある。一階まで転がり落ちることはないだろうが、それでも十分恐怖を感じる高さだった。

　葛城さんが、すっと目を細める。

「柳川さんがまさか、ここまで御手洗に執着しているとは思いませんでしたよ」

「執着なんてもんじゃないよ。これでもそれなりに愛してたんだ。関西に出向した時は必ず彼女のために時間をつくってた。なのにあいつ……簡単に寝がえりやがって」

「……バカバカしい妄想はやめていただきたい」

　葛城さんが忌々しげに眉を寄せ、ため息をつく。

「妄想だと？　そんなわけ」

「こっちは助けを求められていい迷惑なんです。勝手に結びつけないでほしいんですよ」

「誰だってそう考えるに決まってるだろう。だから藍ちゃんだって不安になったんだ。ね？」

「え？」

　突然話を振られて、斜めうしろの柳川さんを振り仰いだ。

「葛城を疑って調べてたんだよね。だからこうして俺に協力してくれてるんだ」

「ち……違います！」

　慌てて否定し、葛城さんに視線を向けた。彼はじっと、私と柳川さんを交互に見ている。

「違います、ほんとに！」

「違わないだろ？　だから俺にマンションで待ち伏せされたことも葛城に話せなかったんだよね。あの後葛城からなんの圧力もなかったから、話してないんだなってすぐわかったよ」

「それはっ……だって……」

　違う、と言い切れなかった。たしかにあの時、私は葛城さんと御手洗さんの関係を疑って、不信感を抱いてしまっていた。だけど。

「協力なんてしてない。ほんとです、ほんとに……」

　今は、ちゃんと信じてる。だから信じて。

　焦って前のめりになり、ぱくぱくと唇が言葉を探して動くけれど、見つからない。だけどうろたえているのは私だけで、葛城さんは落ち着いていた。

「大丈夫。わかってるよ」

　うなずきながら、そう言ってくれる。

　申し訳なさに、涙が浮かぶ。この状況は私のせいだ、ちゃんと柳川さんに接触されたことを話していれば。私が危険に気づいてなくても、彼が気をつけるようにと注意を促してくれただろうし、きっとなにか対策を考えてくれた。

　後悔し唇を噛む。もう、これ以上、葛城さんを困らせたくないと、再びチャンスを探して息を整える。

「柳川さん、御手洗を連れてこいと言われましたが、今すぐには無理です」

「どうして？　ここの秘書室に匿かくまわれていることは知ってる、調べさせたんだ」

「知人の会社に預けたんですよ。同級生ってだけで変に勘繰る連中がいるものですから、あなたみたいに」

「嘘つけ！」

　柳川さんが、激しく声を荒らげた。私の体を掴む手は余計に強くなったけど、全神経が葛城さんに向かっている今ならいけると思った。

　片足を上げ、ヒールで思い切り柳川さんの足を踏みつけた。

「いっ！」

　短い悲鳴が聞こえたのとほぼ同時に柳川さんの手が緩む。私は振り返りながら日傘を振り抜いたけれど、それは柳川さんの腕にあたっただけで大した威力はなかった。反動でそのまま手からすべり落ちてしまう。

「このっ！」

　かっとなった柳川さんが、ぎらりとした目で私を睨みつける。その目から逃げるように再び葛城さんの方へと向き直り、走り出した。

「藍！」

　葛城さんもこちらに向かって走り出していて、必死の形相で手を伸ばしてくれている。後少しだった。もう少しで手が届く。柳川さんの怒鳴り声が聞こえた。

　そこからは、スローモーションの世界だった。

　私をつかまえようとしたのか、背中から軽い衝撃があってその拍子に片足をひねった。高いヒールなんて、やっぱりやめておけばよかった。ひねった足の方へ、横に流れていく体。階段の方だった。

　体が重力を感じない。目だけはしっかり、葛城さんを見ていた。険しい表情で私を追いかけて階段へと、体を乗り出す。

　……だめだよ、葛城さんまで落ちてしまう。

　けれど、彼はかまわず私の手首をしっかりと掴む。その瞬間、こんな状況だというのにたしかに彼は穏やかに微笑んだ。

　一瞬の微笑。

　いつもの余裕たっぷりの、最初はうさんくさいと思ってしまった、今は大好きで見るだけで安心できてしまう笑顔。

　直後、思い切り腕を引かれてがくんと体が前のめりになった。階段上で肘と膝をぶつけながら倒れ込む。

　声にできないほどの痛みを感じてぎゅっと目をつむり、それ以上落ちないように階段にうずくまった。

「いっ……っ」

　その間、あまり周囲の音が聞こえていなかった。

　痛みをこらえているうち、少しずつ耳が音を拾い始め、誰かの悲鳴や怒号に気づく。

「奥様！　大丈夫ですか！」

　知らない男の人の声が聞こえ、ゆっくりと目を開けた。顔を見てもやっぱり知らない人だ。

「だ、大丈夫です……」

　あちこち痛いけれど、多分打撲程度だろう。階段の上で、柳川さんが数人の警備員に拘束されているのが見えた。私が逃げ出さなくても、すでに囲み始めていたのかもしれない。

「社長！」

　声をかけてくれた男の人が、そう叫びながら私をその場に残し階段を下りていく。

　社長って。

　葛城さんのことだよね？

　見回しても葛城さんの姿が見えなくて、嫌な予感にぞくっと寒気を感じた。視界を二階から階下へと移す。踊り場に葛城さんが倒れているのが見えた。さっきの男の人が、懸命に声をかけている。

「誰か救急車呼べ！」

　そんな大騒ぎになっているというのに、葛城さんの体は起き上がる配もない。

「……葛城さん？」

　私の腕を引いたその反動で、彼が代わりに落ちたのだ。やっとそのことに気がつき、立ち上がろうとしても膝ががくがく震えた。

　私のせいだ。こんなヒールで無茶したりしたから。おとなしくしてないから。柳川さんに会ったこと、ちゃんと話していたらそもそもこんな事態にもならなかった。

　ごめんなさい。

　ごめんなさい。

　後悔に苛まれながら、お願いだから起きてと祈った。

「葛城さん……っ！」

　震える手で手すりにすがって階段を下りる。その間も、彼はぴくりとも動かない。

　落ちる直前の笑顔が頭の中に焼きついていた。










葛城さんの隠し事




　葛城さんの処置が終わるまでの間、私は処置室前の通路にあるベンチで待っていた。私の方は、肘や脛、膝などぶつけて痛みはあったが骨にも異常はなくただの打撲で済んでいた。

　涙が止まらない。ハンカチで押さえても押さえても、あふれ出して顔が上げられなかった。

「遅くなって申し訳ございません、奥様」

　足音がしたかと思うとそんな声がして、ハンカチを少しだけずらして目線を上げる。さっき、駆け寄ってくれた男の人だった。

「事後処理に手間取りました。社長は？」

「まだ、で」

　涙声でまともにしゃべれないが、察したようで眉を寄せ一度黙り込む。葛城さんは、私と救急車で運ばれる間に一度だけ目を開けたけれど、ぼんやりとして言葉を発することなくすぐにまた目を閉じた。

　頭を強くぶつけていて側頭部も切れており、出血していた。

「申し遅れました。私、安あ達だちと申します。葛城社長の秘書を務めております」

　私に向かい腰を折り、名刺を差し出される。しっかりしなければ、とぐっと唇を噛んでおなかに力を入れ、涙をこらえた。

　だけど、泣きすぎてまだ頭がぼんやりと膜がかかったようになっている。ハンカチを膝に置いて受け取った名刺をしばらく眺める。

「……秘書？」

「はい」

　たしかに名刺の所属欄には総務部秘書課勤務と書かれていた。

「……葛城さんの？」

「そうですが」

「だって、御手洗さんが……」

　御手洗さんが、葛城さんの秘書じゃなかったの？

　そう問いかけそうになり、葛城さんと柳川さんの会話を思い出した。そういえばあの時、柳川さんから逃げ出す機会を探すのに必死でほとんど聞き流してしまっていたけれど。

　知人の会社に預けた、と言ってた。御手洗さんが抜けた後の秘書がもう決まっているということだろうか。それとも、彼女が来たのは最近のはずだから、それ以前の秘書が安達さんだったのか。

　ぽかんと安達さんを見上げる。彼は、私の様子に一度眉を寄せてなにかを考え、ため息をついた。

「御手洗はたしかに秘書室におりましたが、あたり障りない事務作業をしていただけです」

「え、でも。葛城さんが倒れた時に、御手洗さんが差し入れを持って戻ってきて……コンシェルジュさんも顔を知ってるから入れてもらえたって」

　思いも寄らない事実に、放心してしまって疑問がそのまま口からこぼれる。すると忌々しげに、安達さんは舌打ちをした。

「……あの女」

「えっ？」

「いえ。彼女が、柳川さんと揉めて例の事件の証拠を持って社長のマンションに押しかけ助けを求めたんです。それを、コンシェルジュは覚えていたかもしれません」

「あ……そう、でした、か」

「ご不快な思いをさせてしまい申し訳ありません。お気づきだとは思いますが、彼女はどうやら葛城社長に好意を持って近づいたようで……あの日も同行先で社長の具合が悪くなりお送りして、社長はひとりで大丈夫だと言ったのですが。心配だからせめて見舞いの品だけ届けさせてくれというので、一度戻ったのです」

「じゃあ、安達さんも一緒にいらしたんですか」

「あの状態の大人の男性を女性ひとりで運ぶのは無理でしょう。社長を連れて上がる時は、地下駐車場に停めたので一緒に上がったのですが、二度目に戻った時はエントランスで彼女が車を飛び出していってしまい……なにか意味深な言葉でもかけられましたか」

「あ……いえ。大丈夫、です……」

　秘書だ、とは言ってたけど葛城さんの、とは言ってなかった。秘書室にいたのだから決して、嘘ではない。

　葛城さんだって、本当のことしか言ってなかったんだ。

　力が抜けてしまい、またほろほろと涙がこぼれる。安達さんが、ひとり分ほどの空間を空けて隣に座り、これまでの成り行きを話してくれた。

　御手洗さんは、昔からずっと関西の柳楽堂の和菓子工場で事務方として働いており、柳川さんとは長いお付き合いだったそうだ。葛城さんとは学生時代から何年も疎遠になっていて、それが春頃、突然彼女が訪ねてきたらしい。柳楽堂の食品偽装の証拠となるデータを持って。

「社長は古くからの友人として、告発したいという彼女の手助けをしたにすぎないのですが、御手洗さんの方はそれ以上を期待していたようですね。柳川さんとの関係が壊れて、次の相手を探していたのかもしれません」

「次、って……」

　そんな軽々しい気持ちだったのだろうか。

　彼女の挑戦的な目から考えてそうは思えず、その点だけは納得いかなかった。御手洗さんと柳川さんの付き合いの深さが私ではうかがい知れないけれど、やっぱり幼なじみ以上の感情を葛城さんに持っていたとしか思えない。

　だから柳川さんも、逆恨みしてあそこまで逆上したのじゃないだろうか。

「……葛城さんは、御手洗さんに手を貸したことを私が気にすると思ったから、隠してたんでしょうか」

　だとしたら、少し悲しい。もちろん気にならないと言えば嘘になるけれど、ちゃんと話してほしかった。

　まだ処置中のランプのつく扉を見上げてそう言うと、安達さんは少しの沈黙の後「いいえ」と首を振った。

「社長には、たしかにあなたに知られないようにしていたことが、あります」

「え？」

「おそらく今後も、話そうとはしないと思います」

「……なにを、ですか？」

　聞いてもいいのだろうか。葛城さんが話そうとしないことを、秘書のこの人から聞き出すのは迷惑になるだろうか。

　そう思ったが、聞かずにはいられなかった。

「葛城社長は、花月庵を買収したきっかけをなんと言っていましたか」

「え……葛城さんの方から祖母に声をかけたって……その後、柳楽堂を差し置いて強引に買収したって話で……柳楽堂の事件に巻き込まれないようにしてくれたのだと、私は思ってて」

　そこからなにか、隠してるということだろうか。思いもよらないところへ話が飛んで、頭がついていかない。

「間違い、ではないですが……絶妙に隠されていますね」

　安達さんが、くすりと苦笑いをする。

「……春の茶会で葛城社長の方からお祖母様に話しかけたのは本当のようです。その時、お祖母様から顧客と技術の共有を条件に資金援助をしてほしいという話がありました。あなたとの縁談は花月庵の名前が消えないための保険です」

　安達さんの言葉は、私には信じがたいものだった。

「え……そんなわけないです。なにかの勘違いじゃ……」

　お祖母ちゃんが、そんなことするわけない。

　眉を寄せて訝しむ。けれど、安達さんはよどみない声で話を続ける。

「もともと奥様と柳川さんの縁談を条件に、柳楽堂から花月庵に資本提携を持ちかけられていたのはご存知でしょう。お祖母様は恐らく、柳楽堂が相手では花月庵はつぶされると思ったのでしょう。長く花月庵を切り盛りして得た人脈を使って、孫娘の結婚と花月庵救済のために最善の道を探していたところだったようです。柳川さんと御手洗は、その縁談がもとで別れ話になったんでしょうね。だがそれより先に、あなたの身を案じた葛城社長が花月庵を買収してしまった、ということです」

　ことの流れを理解するのに、時間がかかった。どうしても、祖母がそんなことをするはずがないと思ってしまう。その信頼が、邪魔をして受け入れられない。

「……嘘」

「本当です」

　私の見合い結婚は、店の犠牲にならないようにと両親も兄も反対だった。その反対を無視して、葛城さんに縁談を持ちかけた。柳楽堂から花月庵を守るために。

　あの祖母が、どうして？　それに、どうして柳楽堂ではだめで、葛城ならよいと思ったんだろう？

　結果的に私は自分の意思で飛び込んだけれど……誰かに強要されるのであればまた話は違ってくる。

　信じられない、と思うと同時に、いろんなことが頭をかすめた。

　優しく、手塩にかけて育ててくれた。だけどどこにお嫁に行ってもいいようにと、とにかく躾には厳しかった。

　葛城さんと出会ったばかりの頃、まだ知り合って間もないはずなのにずいぶんと葛城さんに好意的だった。

　それらの理由に、すべて繋がる気がした。

　祖母の頭には最初から、女は結婚することで家を助けてあたり前という考えがあったのかもしれない。

　少なくとも、葛城さんはそう感じたから、私には言わなかった……？

　衝撃を隠せず、額に手をあてて項うな垂だれた。

「そうやって店を守ってきた時代の人だからでしょう。考え方の違いでそれが孫の幸せに繋がると信じているのだろうと葛城は言っていましたが。どこに出しても恥ずかしくない娘に育てた、自慢の孫だと誇らしげでしたしね」

　いつも、藍ちゃんは素直でいい子だと言ってくれた、祖母との思い出が頭に浮かぶ。

　たしかに、ショックだった。祖母に悪気はなかったとしても、裏切られた思いもある。

　……だけど。

　……これが、葛城さんの、隠し事？

　気がつけば、衝撃に代わってひたひたと胸を満たす温かい感情がある。涙がまたあふれ出し、両手で顔を覆った。

「祖母を育ての母と慕っているあなたの耳に入れたくなかった。だから、強引に買収して全部口止めし、葛城社長から仕掛けたように見せたんです。それが社長の隠し事です」

　私は手のひらでころがされていたわけではない。彼の手で、私が傷つかないように包まれて守られていたのだ。

　今、私の胸を満たしているのは、ただひたすら葛城さんの優しさだけだった。

「私からお話ししたのは独断ですが……この話を聞いたことにするかどうかは、奥様にお任せします。それと、こちら……社長の代理でお邪魔していたのですが、戻ってきたらあの騒ぎで驚きました」

　安達さんが私のそばに置いた小さな紙袋に目を落とす。花月庵のものだ。

「社長が目を覚まされましたら、聞いてみてください。こればっかりは私の口から言うと一生恨まれそうです」

「なん、ですか？」

「社長は案外、乙女趣味でロマンチストです」

　その時、処置中のランプがようやく消えて、扉が開いた。




　お医者様の話では検査の結果もとくに異常はなく、あちこちぶつけた打撲と頭部のわずかな裂傷のみで済んだ。

　念のため一泊入院することになり、ストレッチャーで病棟の個室に移動する。処置中に葛城さんの意識も戻っており、それを知った安達さんはすぐに事後処理のため会社に戻っていった。

　病室でふたりきりになったころには、すっかり外は暗くなっていた。枕もとまで丸椅子を寄せてきて、彼の様子をうかがう。意識は戻っていても、強く頭をぶつけたせいかぼんやりとして、すっきりしない状態らしい。

「……よかった……よかった、ほんとに」

　ともかく、命に別状はなくてほっとした。それでも頭に包帯を巻かれた姿を見るとどうしても嗚咽おえつが込み上げる。抑えきれず小さくしゃくり上げた。

「ごめんね。心配かけた」

「……っ、どうして、葛城さんが謝るんですか」

　謝らないといけないのは、私だ。それなのに、彼はベッドに横たわったまま私に向かって手を伸ばし、優しく頬をなでてくれる。

「あんまり泣くと、明日目が腫れるよ」

　困ったように眉尻を下げる彼に、これ以上気を使わせてはいけないと思うのだけど、なかなか涙が引っ込んでくれない。

　ぐ、と下唇を噛んで目頭に力を入れた。気持ちを切り替えようと、さっき安達さんにもらった花月庵の紙袋を葛城さんの目に入るように掲げてみせる。

「……あの、これ。安達さんが花月庵から預かってきたって」

　すると「あぁ」と彼がひどくうれしそうに表情を綻ばせた。

「あ、起きたらだめですっ！」

「大丈夫、こっち貸して」

　紙袋をベッドの上に置き、体を起こそうとする彼の背中に急いで手を添える。中には四角い化粧箱が入っていて、彼は丁寧にそれを取り出した。

「練り切りですか？」

「そう。お義兄さんの新作和菓子。今日は、君にこれを見せたくて楽しみにしてた」

「兄の？」

　彼の手が、そっと化粧箱を開ける。

「……綺麗！」

　箱の中にふたつ並んでいたのは、秋の練り切りだった。すすきの穂のような薄黄から、紅葉を思わせる赤へ鮮やかなグラデーション。赤い紅葉の小さな飾りが、中央にのせられていた。

「菓名は『葛城』。葛城山のすすきと紅葉を表現してるそうだよ」

「……葛城？」

　頭に浮かんだのは、あの日立ち聞きしてしまった大田原様の茶会のお菓子のことだった。

「秋の茶会の主菓子に使われることに決まった。お義兄さんに任せると望月さんの許可も得た。どういう意味かわかる？」

　わからない、と首を振ると彼は優しく目を細める。

「この先をお義兄さんに一任していく、という意味だ。代替わりを機に、花月庵と葛城で手に手を取ってやっていこうと全面的に認めてくれた」

　彼が電話で話していたのは、このことだったのだ。なにもかもが、杞憂だった。

　呆然と彼を見れば、目を細めうれしそうに箱の中を見つめている。この優しい綺麗な横顔を、なぜ私は疑ったのか。今となってはもうわからない。

「葛城と花月庵のコラボみたいでいいだろう？　葛城でも今、『花月』っていう名前で創作和菓子を作ってる。遊び心があって藍は喜ぶだろうと思って」

　微笑みながら顔を上げた彼が、私を見てぎょっとした。

「藍？　いくらなんでも泣きすぎだろう」

「す、好きです。大好き」

　今日一日でどれだけ泣くんだろう。せっかくの兄の力作が涙で滲んで見えなくて、両手で目を擦る。声をあげて泣いてしまった。

　心の中を、いろんな感情が交錯してあふれ出す。

　好きです。

　無事でよかった。

　疑ってごめんなさい。

　守ってくれてうれしかった。

　ずっとずっと、守ってくれてた。

「愛してます」

　すがりついた私の肩に腕を回し、強く抱きしめてくれる。

　もう二度と、この愛情を疑ったりしないと誓った。










エピローグ




　騒ぎを起こした柳川さんは警察に捕まった。柳楽堂の今後は新しい経営陣によって再発進することになったが、そう簡単にはいかないだろうと葛城さんは言う。

　ただ、工場の施設など設備は素晴らしいから、それを目あてに再建に手を貸す企業もいずれ出るはず、という話だ。一企業が沈むと一般社員が路頭に迷う。再建するに越したことはない。

　葛城さんは、退院した後も念のため大事をとって一週間、自宅勤務をしてくれた。その間ぱらぱらと見舞い客があり、母に連れられて祖母の姿もあった。

　正直言うと、祖母が来ると聞いた時に戸惑った。どんな顔をして会えばいいのか、わからなかったのだ。

　だけど、どうしてだろう。

　顔を見れば、意外と平気だった。母に連れられてやって来た祖母は、昔のような覇気はなく、ずいぶんと小さく見えた。

「ご心配をおかけして申し訳ありませんでした」

　葛城さんも、頭の包帯がしばらく取れないだけで普通に立って歩いていて、リビングのソファで和やかに談笑していた。

　それを見て母も祖母もほっとしたらしい。さすがに本調子ではないことは察してくれて、小一時間ほどの時間だった。

「藍ちゃんが幸せそうでよかったわ」

　玄関先で、葛城さんと並んでお見送りをする時、私たちを眺めて祖母がしみじみとそう言った時は、さすがに複雑な感情が湧き上がったけれど。

　まっすぐに私を見つめる、やわらかく優しいまなざしと目が合ったとき、ピン、となにかが働いた。ずっと私を育ててくれたお祖母ちゃんのことだから、わかること。

　静かに玄関のドアが閉まった後、しばらく立ち尽くしていたけれど。

「すみません、ちょっと見送ってきます！」

　葛城さんにそう告げて、急いで後を追いかけた。

「お祖母ちゃん！」

　祖母と母は、まだエレベーターホールにいた。私の声に振り向く。小さく見えても、まっすぐ伸ばした背筋は凜として、昔と変わらないことに気がついた。

「お祖母ちゃん、どうして葛城さんならいいと思ったの？」

　祖母は、私の言葉にちょっと目を見開いた。

「藍ちゃん？」

「私が、嫌って言いだすとは思わなかったの？」

　葛城さんに縁談を持ち掛けたのが祖母だということを、もう私は知ってる。それを伝えることと、祖母の思惑を聞き出すことの両方を兼ねた質問だ。多分、祖母は動揺したりはしないだろうと思ったけれど、神妙な顔くらいはすると思っていた。ところが祖母は、ぱちくりと目を見開いたすぐあと、くすくすと笑いだす。

「柳川さんより、葛城さんの方が藍ちゃんの好みじゃない？」

「……は？」

　まるでいたずらっ子の表情だ。呆気にとられ二の句が継げられずにいれば、「それにね」と祖母の言葉が続く。

「なんとなくね。葛城さんの方が、上手に藍ちゃんを振り向かせるんじゃないかと思ったの。これでも、人を見る目はあるつもりなのよ。それに藍ちゃん、本当に嫌だったら最初から会いに行ったりしないでしょ？　藍ちゃんは素直で気が強くてしっかり者だから」

　ポン、とやわらかな音がしてエレベーターの扉が開く。ぽかんとしたままの私を置いて母と祖母は中に乗り込み、こちらを振り向く。祖母は相変わらず優しい笑顔のままだけれど、母の方は苦笑いだ。祖母の予想どおりに葛城さんを好きになってしまった私に向けてのものだろう。

「じゃあね、藍ちゃん。幸せにね」

　扉が閉まり切る寸前、私もどうにか我に返って、急いで手を振った。

　……ずっと、葛城さんの手のひらの上にいるような感覚だったけど。案外それは、お祖母ちゃんの手だったのかもしれない？

　驚いたけれど、やっぱり、という気持ちの方が強かった。祖母の企みだと聞いたときは衝撃だったが、どうしても違和感が拭えなかったのだ。

　祖母に多少の計算があったことは、変わらないだろうけれど。私を犠牲にして、という考えではなかったんだと思う。

　さっきの、いたずらっ子のような祖母の笑顔を思い出して、苦笑いをした。心の波は凪ないでいく。さすが私を育てた人、と言うべきだろう。

　祖母の思惑どおり、私は葛城さんと恋に落ちたのだから。




　明日から仕事に復帰する、という日、訪ねてきたのは朝比奈さんだった。御手洗さんを預けた知人とは、朝比奈さんのことだったらしい。

「彼女には、関西の工場の事務に入ってもらったよ。少し辺へん鄙ぴな場所になるけど、こっちにいるよりは実家に近そうだしいいだろうと思って」

「助かりました。あのままうちで雇うのは無理があったので」

　ローテーブルを挟んで向かい合わせにソファに座っているふたりに、コーヒーをふたつトレーにのせて近づく。話の腰を折らないように、横からそっとコーヒーカップを朝比奈さんの前に置くと、彼は私に目を向け「ありがとう」と優美に微笑んだ。

　このふたりは並んでいるとあまりにも華やかで、凡人の私は遠くから眺めているに限る。ひっそりキッチンに潜んでいようと思ったのだけれど。

　葛城さんの前にもカップを置くと、すぐさま彼の手につかまり隣に座らされる。そのまま話の続きを聞くことになってしまった。

「僕はなにもしてないけれどね。……頼ってくる人間すべてに不用意に手を貸していると、きりがないよ。今回は怪我で済んだからよかったものの」

　優しい顔で、割り切ったことを言う人なのだなと驚いた。でも私も、もう葛城さんが怪我をするようなことは嫌だ。

　階段の下で倒れていた姿が頭に浮かび、ふるりと体を震わせた時。そっと腰に回った手が、少しだけ私の体を引き寄せた。

「……気をつけます。もうひとりでもないので」

「か、葛城さんっ……」

　うれしいけれど、恥ずかしい。

　真赤になってうつむいていたのだが、朝比奈さんの反応がない。ちら、と目線を上げてうかがうと、彼は至極真面目な顔で私たちを見て言った。

「……僕も、早く結婚したいんだけどね」

　いつかも聞いたセリフだった。




　夏が過ぎ、九月の上旬、私たちは婚姻届けを提出した。

　実家にはそれぞれ報告して、その数日後のことだ。葛城さんの実家から届いたのは、地元の窯元で作られた夫婦茶碗と、パティスリーカツラギの本店のみで作っているというバームクーヘンと、メッセージカード。

　そこに書かれていたことに、私は愕然とした。

　次に、むちゃくちゃ腹が立った。

　それから最後に泣きそうになったところで、彼が帰宅した。

「圭さんっ！」

「ただいま」

　いつもどおり、玄関先でただいまのキスをしようとする彼をよけ、メッセージカードが見えるように目の前に突きつける。

「……今日。お義か母あさんから結婚のお祝いをいただきました。夫婦茶碗とバームクーヘンと、このカードが一緒に入ってました」

「……あー……」

　文字を目で追って書かれている内容を理解したらしい。ばつが悪そうにカードから視線を逸らし、泳がせる。

「本店のバームクーヘン、人気だけれど保存料を入れてないからあまり日持ちがしないそうですね」

「ああ、うん。花月庵の本店限定の練り切りと同じだよ。その代わりとことん原材料と味にはこだわってるね」

「はい。おいしそうです。私ひとりでは食べきれないだろうから小さめのにしておきました、って」

「それがいい。バームクーヘンは結構、腹が膨れるしね」

　そよそよと視線を泳がせたまま、彼はするりと私の横を通り過ぎ寝室のドアを開ける。逃がすものかとその後を追いかけて、私がそのカードの中でショックを受けた内容を読み上げた。

「圭さんは甘いものが苦手だから、って」

　彼は、スーツの上着を脱いでクローゼットの中にかけると、弱ったように片手で頭をかいた。

「苦手、というか。食べられない、ことはないよ」

「でも好きじゃないんですよね？　どうしてそんなしょうもない隠し事するんですか！」

「隠してたわけじゃないよ、藍が作ってくれるお菓子はおいしく――」

「そんな適当なこと言ってごまかさないでくださいっ」

　本当に、この人は、どうして！

　こんなしょうもない嘘を！

　出会ってからこれまで、私が作ったお菓子たちが頭に浮かぶ。琥珀糖に始まって、コンポートにシフォンケーキ、プリンに寒天ゼリー、シャーベット。

　彼がおいしそうに食べてくれるのがうれしくて、張り切ってほとんど毎日作っていた。

　あの顔は、演技だったのか。彼のことだから、どうしてそんなことを隠してたのか大方の予想はつくけれど。

「私がうれしそうに作るから、言えなかったんですよね？　でもそれはっ」

　それでは私は、好きな人に毎日苦手なものを強要していたことになってしまうじゃないか。

　思い出すと、恥ずかしくて申し訳なくて。じわりと涙の浮かんだ私を見て、彼は慌てて言い訳をした。

「違う、そうじゃなくて」

「なにが違うんですか」

「俺が食べたら、うれしそうに笑うから。その後君も幸せそうにひと口食べる。それが好きだから、本当に食べたくて食べてたんだけど……」

「同じ意味じゃないですか」

「いや違うって。我慢して食べてたんじゃなくて、あの顔が見たいから食べたっていうか」

　必死に言い訳をするけれど、私にはやっぱり同じ意味にしか聞こえないのだが。おろおろしながら彼は私の両肩に手を置き、心底弱ったという顔をした。

「……本当に、藍が作ってくれるのがうれしかった。一緒に食べられる時間が幸せだった。それだけだから。頼むよ、君に泣かれるのが一番困る。どうしたらいいか、まったくわからなくなる」

　そう言って、涙目で睨む私の目尻に口づける。

　……そんなふうに言われたら、これ以上はもう怒れないではないか。

　彼のキスが、目尻から頬、やがて唇にたどり着く。「……許して？」と軽く啄んで、ちょっと情けない顔で私のご機嫌をうかがう彼に、私は拗ねた口調で言った。

「……許してもいいですけど、もう作りません」

「えっ、待って。ほんとに俺、楽しみにしてるのに」

　苦手だってわかってる人に甘いものを作ったりなんて、できるわけがない。私だって、ふたりで甘いものを食べてゆっくりとキスをするあのひと時が、とても幸せだったけれど。

　でも仕方ないから、新しい幸せの時間をつくればいいと思う。

　少し背伸びをして、彼の耳もとでささやいた。

「子供には手作りしてあげたい。だから圭さんが食べさせてあげて」

　そう言うと、彼は数秒固まった後、大きく目を見開いた。私はちょっと照れ笑いを浮かべて、おなかを両手で押さえてみせる。

「……藍！」

　次の瞬間には、私は彼の腕の中に強く抱きしめられていた。

　目を閉じれば、すぐにも思い浮かんでしまう。

　それはそう、遠くない未来の話。幼い子供を膝にのせ、私の手作りのお菓子を与えてやりながら、きっと彼は優しく微笑んでいるだろう。

　自分は甘いものが苦手だけれど、毎日のように食べ続けた頃があったと懐かしむように話して聞かせているかもしれない。

　きっと私は、それを聞いてまた拗ねて、次には笑い話になって。こっそりと子供の目を塞いで、キスを交わす。

　砂糖菓子より甘いキスに溶かされながら、私は永遠に、あなたの手のひらの上にいる。
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番外編　結婚前夜




　この寝顔の頃は、まだそうでもなかった。

　なのに、日に日に、増してる気がする。

　画像の中の彼女の寝顔に、指を這わせる。やわらかな丸みのある頬は、触れると目で見る以上にやわらかい。頬だけでなく、さらりとした触り心地の肌のどこもかしこも、マシュマロのようで。

　上気すると桜色に染まる。

　それがなんとも、艶っぽい。

「……社長」

　表情はまだあどけなさが残るのに、日に日に色気は増して、外に出すのが気が気じゃない。

　だからつい、いつだったか藍が俺の秘書をやりたいなんてかわいらしいことをつぶやいた時も、はぐらかしてしまった。

　一緒にいられる時間が増えるのはいいが、気が散って仕事にならない。それに四六時中そばにいるわけにはいかないのに……それくらいならやはり家にいてもらった方が……。

「社長！」

　どさり、と間近で音がして、意識が現実に引き戻される。顔を上げれば秘書の安達が、ため息を吐きながら未処理の書類の上にさらに書類を積み重ねたところだった。

「浮かれてらっしゃるのはわかりますが、仕事を進めてください。明日から土日絡めて連休にしたいというご希望を叶えたいなら」

「いや。休む。そこはなにがあっても休むからな。藍と約束してるんだ」

「でしたらお早く」

　そうだ。

　明日の金曜、ふたりで婚姻届を提出してそのままゆっくりと休日を過ごすつもりだ。

　仕事――つまり安達に邪魔されるわけにはいかない。

　夏頃、時折不安そうな表情を浮かべる彼女がいた。せっかく一緒に住み始めたのに、俺が忙殺されているためだろうと、できるだけ早く仕事を切り上げるようにした。

　ずっと、というわけにはいかないが、せめて彼女が生活に慣れるまでは、そう思って。

　まさか柳川に会ってあることないことを吹き込まれているとは思わず、不安の理由に気づけていなかった。

　柳楽堂の事件や御手洗のことを詳細に話せば、彼女の祖母のことまで話が及ぶ。祖母を慕う彼女には聞かせないと決めているのに、こちらをまっすぐ見つめる目と視線が合えば、作り話をでっち上げるのも苦しい。

　守りたかったのに、結局怖い目に遭わせてしまったことが今も悔やまれた。

　それなのに。なにも問いつめず、今もまっすぐ俺を慕ってくれる藍に、日に日に愛しさは増す。

「……藍」

　ソファで彼女を抱き寄せ、数度唇を啄んだ。それだけで、とろんと目を潤ませる彼女に、必然的に体は熱くなる。

　安達に山積みにされた仕事を片づけ、どうにか連休にこぎつけた。

　明日には、彼女は正式に俺の妻だ。

　かき立てられつい乱暴に抱いてしまいそうになる狂暴な欲を抑えつけ、深いため息で吐き出す。そっと、優しく彼女の頬に触れる。

　画面越しでなく、指先に伝わるやわらかな温かさを確かめながらささやいた。

「やっと、俺の、妻だ」

　すると、彼女は数度目を瞬いて、それから恥ずかしそうに微笑んだ。

「ずっと前から、ちゃんとそのつもりですけど」

「それでも感慨深い」

　親指で彼女の下顎を引き、深く唇を合わせて舌を絡ませた。

　今夜のデザートは、イチジクのワイン煮だった。ワインが香る唇と、混じり合わせた唾液の甘さに、酔う。

　本当は、彼女に会うまでは滅多に甘いものは口にしなかった。それが癖になり始めたのは、琥珀糖がきっかけだっただろうか。

　少しの緊張を滲ませて、あの日の彼女は本当に、かわいらしかった。俺のためにと作ってきてくれた弁当と、琥珀糖。ひと口食べるごとに、彼女がちらちらと俺の様子をうかがって気づかないフリを続けるのはなかなか困難だった。

　おいしい、と言えばぱっと表情が華やいで、あんなに素直な反応を見せられれば甘いものは実は苦手だなどと言えなかったし。

　その後、緊張する彼女をなだめながら、互いに琥珀糖を含んで交わした、キスの甘さ。

　それが、癖になった。

「んっ……ふ、ぁ」

　唇の隙間から甘い声と苦しげな息が漏れる。

　彼女をソファに押し倒しながら、口内から唇の端まで舌を這わせれば、俺の方が酔わされたように頭の中に膜がかかり始めた。

　この頃どうも、自制が利かない。

　桜色に染まった肌を、頬から首筋へとなでてたどる。うっとりと目を細め瞬きをする、香り立つような色気に体の奥が熱くなった。

「……藍」

　彼女の胸もとを乱しながら、首筋の肌に口づける。どこもかしこも甘くてやわらかい彼女は、本当にマシュマロのようだ。

　あまり乱暴にはしたくない。頭のどこかで思いながらも、彼女のブラウスを早くその肌から剥がしてしまいたくて、つい性急に襟もとから内側へと右手をすべらせた。

　両方の肩ひもを指にひっかけ下ろしながら、鎖骨のラインにそって口づける。

　甘く、小さな、押し殺したような声。胸のふくらみを片手で包むと、ほうと甘く熱いため息がふたりの間に立ち込めた。

　彼女が体をよじらせ、漏らした小さな喘ぎ声に、頭の奥がぴりりと痺しびれる。

　ああ、だめだ。

　今日は、本当に……我慢ができそうにない。

　胸もとの薄くやわらかな肌に口づけると、その心地よさに残り少ない理性もかき消されていく。

「あ、や……っ、かつらぎさ、ここ、で？」

　いつもは、ソファでここまで脱がさない。けれど今日は止まれそうにない俺に、彼女の声に戸惑いの色が混じった。

　止めたくない。

　けれど、藍の声に反応してぴたりと手が止まる。胸もとから顔を上げ、手の指は肌に触れさせたまま彼女の表情をうかがった。自分の興奮が彼女を傷つけてしまわないかが、気になって。

　俺が怪我をした時、ひどく泣きじゃくる彼女を見てしまってから、俺はどうしても彼女の泣き顔に弱くなった。ほんの少しでも涙が滲むものなら、指先ひとつ動かせなくなる。

　どうしたら笑ってくれるか、そればかり考えてうまく言葉も出なくなる。五つも年下の彼女に、すっかり翻弄されるようになってしまった。

「……ここでは嫌？」

　藍のご機嫌をうかがうように、頬に唇を添わせ吐息でくすぐる。

　すると彼女は、一瞬心地よさげに目を細めてから、困ったように眉を下げた。

「……や、っていうか……は、恥ずかしい」

　白い肌を真赤に染めて、熱に潤んだ瞳で上目遣いにそんなことを言われれば、込み上げてくる衝動を一度奥歯を噛みしめて抑えつける。

「……見てるのは、俺だけなのに」

「そ、そういう問題じゃなくて」

　恥ずかしそうに目を伏せて、彼女が両手を伸ばし俺の体にしがみつく。乱れた姿を見られたくないのかもしれないが……彼女は俺を止めたいのか煽りたいのかまったくわからない。

「……わかった」

　やめろと言われても、無理だ。わずか、寝室に移動するまでの時間すら待てない。そうさせたのは彼女の方だ。

「うん」

「全部脱がすのはやめるよ」

「え」

　そう言って、いきなり彼女の両足を抱え上げれば、一瞬慌てていたけれど。白くやわらかな内腿に口づけると、噛み殺したような甘えた声が漏れた。

　華きゃ奢しゃな体たい躯くを組み敷いて、中途半端に脱がした服の上を手が這って素肌を探す。乱れた襟もとへキスを落とし、互いにこぼれる吐息に酔って、体を絡みつかせる。

　甘い声、甘い香り、体温。彼女のすべてに夢中になるこのひとときのために、日常のあらゆることをこなしているといっても過言ではなくて。

　まっさらだった彼女が、俺の手で艶やかに染まっていくのを自分の腕の中だけで、眺めていたい。

　そんな欲求は、日々増している。

　出会った頃は、凜とした清楚な美しさと芯の強さを秘めた瞳に惹かれた。話せば少し幼いかわいらしさと、気の強さに心がくすぐられた。

　だけど女性らしい色気に関しては、まだ青い蕾のようだったのに。

　ソファで体を重ねながら、熱に潤んだ彼女の瞳に見入る。綻び始めた蕾は美しかった。

「藍……」

　こんな彼女を知るのは俺だけなのだということに、支配欲が満たされていく。

「葛城さんっ……」

「藍、名前で呼んで」

　明日には、君は俺の妻になるのだから。

　恥ずかしいのか、真赤な顔で嫌だと首を振る。そんなところが余計にこちらを煽っているということを、彼女はわかってない。

「藍、お願い」

　彼女の奥深くに体を沈めながら、頭を抱き寄せ耳もとで催促する。律動を緩やかにして待っていれば、彼女が焦れたように腰を揺らし、両手ですがりついてきた。

　俺の耳もとに唇を寄せ、蚊の鳴くような小さな声で、彼女が言った。

「……圭さんっ、も、だめ、早く」

　こんなことで彼女は簡単に俺の理性を消してしまえるのだから、俺は一生彼女には敵わない。
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　今日の葛城さんは、いつもよりすごく意地悪だった。

　ソファで火照った私の体をなだめるように、汗で濡れた髪をゆっくりとなで指で梳く。対面で彼の膝にまたがるように座らされていた私は、あまりの恥ずかしさと気だるさから彼の肩に頭を預けていたのだけれど。

　息が整うと、そろりと顔を上げて体を離した。

「藍？　まだだるいだろう、ベッドまで運ぼうか」

　やたらと色気を含んだ切れ長の目で見つめられ、そんなことで簡単に私をときめかせてしまう、彼がすごく、憎らしい。

「藍？」

　むっと口を噤んだままちょっと睨んでみせたけれど、彼は相変わらず余裕たっぷりで微笑んでいて。

　私は悔し紛れに、その表情を崩してしまいたくなった。

　だって、今夜の彼は本当に、ひどいと思う。恥ずかしいって言ったのに、服を着たままとか余計に恥ずかしいことをするし。

　あんな、最中に、名前で呼べとか。

　ひどいと思う。

　ついさっきの情事を思い起こして、かあっと頬に熱を感じた。ぱぱっとはだけたブラウスを整え、恨めしく彼を睨む。

「……か……け、圭さんって」

「うん？」

「……なんか、エロ親父みたいだった」

　ぼそっとつぶやくと、彼が笑顔のまま、ぴきっと固まる。私はその隙にそそくさと彼の膝の上から降りた。

　なにかを踏んづけて足もとを見れば、脱がされた下着が目に入る。

　あああああ！

　こんなところにお行儀悪く脱ぎ捨てられていることにも気づかなかったことが、さんざん乱された証拠のように思えて、慌ててそれを拾い上げた。

「シャワーいってきますっ」

「あ、藍っ……」

　うあああん！

　もうやだ恥ずかしい！

　そのまま浴室まで小走りで逃げた。

　意地悪言われるのもちょっと、気持ちよかった、なんて。

　明日から、私は本当の奥さんになるのだけれど。

　恥ずかしくて、そんなこと一生言えない。





結婚前夜
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あとがき




　こんにちは。砂原雑音と申します。「艶恋婚～御曹司と政略結婚いたします～」をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　最初、このお話を考えていた時は、漠然と和菓子と洋菓子のバトルを思い描いておりました。よしこれがコンセプトだ、と決めていざお話を組み立てようとしたら、毎度のことながら予想からはずれ明後日の方へとお話は向かってしまいました。

　本編を書き始めて、藍ちゃんの性格が立ってくると、それはさらに顕著に。元気でちょっと気が強いヒロインを書くのはとても楽しいのですが、そういうキャラだと余計に勝手に動きだしてしまうという難点もあったりします。

　ですが、終始、書いてて本当に楽しいお話でした。ヒロインの藍ちゃんがとにかく、私の好みのタイプだったからでしょうか。藍ちゃんが葛城に振り回されているようで、逆に葛城の方が内心は翻弄されていたのではないかと思います。

　そんなふたりのお話をこうして一冊の本にしていただけたこと、応援してくださったサイト読者の皆様に心から感謝いたします。




　最後に、この場を借りてお礼申し上げます。

　書籍化にあたりご尽力いただいた担当編集の福島様、編集、校正にご協力いただいた佐々木様。表紙イラストを担当してくださった茉莉花様。本当にありがとうございます。

　この本に携わってくださった方々に、そしてなにより、手に取ってくださった読者の皆様に、心からの感謝を込めて。

　またいずれかの作品でお会いできますよう、これからも書き綴っていきたいと思います。










砂すな原はら雑音のいず
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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